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ら
に
就
い
て
分
析
を
な
す
必
要
が
あ
る
。

任
意
可
増
財
の
供
給
に
於
て
最
も
重
要
な
る
役
割
を
演
す
る
も
の
は
生
廂
費
で
あ
る
。
然
る
に
、

こ
の
生
産
費

(
C
o
s
t

o
f
 p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
)

に
は
種
々

の
も
の
が
あ
り
、
然
も
、
そ
れ
ら
が
各
々
別
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
そ
れ

生
産
費
は
一
般
的
に
は
あ
る
財
を
生
南
す
る
こ
さ
に
伴
な
ふ
犠
牲
さ
解
せ
ら
れ
る
。

こ
の
犠
牲
の
内
容
に
は
凡
そ
一
一
一
の

も
の
が
考
へ
ら
れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
、
費
用
に
も
亦
一
1

一の
も
の
が
あ
る
。
共
の
一
。
あ
る
財
の
生
産
は
、
終
局
的
に
は
人
間
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財
の
生
産
が
断
念
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
ぬ
。
断
念
せ
ら
れ
た
こ
の
財
の
放
用
が
、

生
産
に
於
け
る
犠
牲
さ
解
せ
ら
れ
、
従
っ
て
生
産
費
さ
見
ら
れ
る
。

リ
ア
學
派
の
立
場
で
あ
る
。

第一
1

一
の
生
産
費
は
、
生
産
の
た
め
に
使
用
せ
ら
れ
た
生
産
財
の
数
董
さ
そ
の
貨
幣
憤
格
さ
の
積
の
和
で
あ
る
。

の
費
用
を
前
二
者
ご
匿
別
す
る
忙
め
に
貨
幣
生
産
費
又
は
貨
幣
費
用

は
奴
で
詣
種
の
費
用
概
念
の
分
析
さ
吟
味
さ
を
な
す
餘
猶
を
も
た
ぬ
。
吾
々
の
生
廂
費
さ
呼
ぶ
も
の
は
、

貨
幣
費
用
に
就
い
て
は
、
何
を
必
要
な
る
坐
産
財
さ
見
る
か
に
闘
聯
し
て
種
々
の
問
題
が
あ
る
。

・
例
へ
ば
、
土
地
の
用

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

く
て
、
貨
幣
費
用
で
あ
る
こ
さ
を
書
留
め
て
次
の
問
題
に
移
る
。
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1

一
麟 前

二
者
で
は
な
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m
o
n
e
y
 cost 
of p
r
o
d
u
g
i
o
n
)
 
"t-J

呼
ぶ
。

吾
々

こ
の
種

こ
の
見
解
は
狭
義
の
限
界
妓
用
學
戊
帥
ち
オ
オ
ス
ト

生
産
財
の
使
用
せ
ら
れ
た
さ
こ
ろ
の
財
の

他
の
何
れ
か
の

生
産
に
於
て
犠
牲
さ
見
ら
れ
る
努
働

努
働
に
よ
っ
て
生
産
せ
ら
れ
る
こ
、さ
な
き
基
本
的
生
産
財
さ
努
働
さ
の
結
付
き
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
。

努
働
そ
の

•も
の
、
或
は
そ
れ
に
伴
な
ふ
努
働
苦
痛
を
犠
牲
さ
見
る
。
而
し
て
、

の
を
生
産
費
さ
見
る
の
は
、
廣
い
意
味
の
努
働
憤
値
説
の
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
も
、

を
、
支
配
努
働
な
り
さ
な
す
か
或
は
喪
消
努
働
な
り
さ
な
す
か
に
よ
っ
て
二
の
見
解
に
分
た
れ
る
こ
さ
は
人
の
知
る
さ
こ

ろ
で
あ
る
。
努
働
に
伴
な
ふ
苦
痛
を
生
産
費
さ
虻
る
の
は
、
努
働
苦
痛
説
の
立
場
で
あ
る
。
．

生
産
は
謡
種
0
生
産
財
を
結
合
す
る
こ
さ
に
よ
り
て
行
は
れ
る
。
然
る
に
、
そ
れ
ら
生
産
財
の
存
在
数
籠
は
結
局
に
於

て
有
限
で
あ
る
。
夫
故
に
、
あ
る
財
の
生
産
の
た
め
に
生
産
財
の
一
定
数
量
が
使
用
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
を
生
産
費
さ
解
す
る
。
努
働
そ

9

の
も

生
産
に
必
要
な
る



備
ー
ー
こ
れ
が
固
定
的
資
本
財
で
あ
る
。

そ
れ
に
加
へ
ら
れ
る
。

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

役
の
憤
格
た
る
地
代
は
生
産
物
の
債
格
引
い
て
は
生
産
費
の
構
成
項
目
に
加
へ
ら
る
べ
き
か
に
就
い
て
問
題
が
あ
る
。
資

そ
れ
ら
の
問
題
は
債
格
の
理
論
に
取
り
て
重
要
さ
を
持
た
ぬ

わ
け
は
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
問
題
を
絃
で
取
扱
ふ
こ
さ
は
達
賞
で
な
い
。
絃
で
は
生
産
の
た
め
に
買
入
れ
ら

れ
3

ピ
0

生
産
手
段
の
敷
撮
さ
債
格
さ
の
稜
が
継
て
貨
幣
費
用
の
項
目
を
な
す
さ
見
て
議
論
を
進
め
る
。
若
し
、

人
が
他
人
よ
り
買
入
れ
る
こ
さ
な
し
に
生
産
手
段
を
所
有
す
る
さ
し
て
も
、

彿
ふ
こ
さ
が
必
要
な
る
限
り
、
そ
れ
は
買
入
れ
ら
れ
た
る
生
産
手
段
に
加
へ
ら
れ
る
。

る
買
入
れ
ら
れ
た
る
生
産
手
段
が
若
し
一
回
の
使
用
に
よ
っ
て
消
耗
せ
ざ
る
時
は
、

産
費
項
目
を
な
す
の
で
は
な
く
て
、

れ
る
こ
さ
は
云
ふ
を
ま
た
ぬ
。

（
四
）
努

こ
の
貨
幣
資
本
は
種
々
の
具
憫
的
生
産
手
段
の
形
に
於
て
保

労
働
及
び
資
本
財
の
憤
額
が
生
産
費
項

ニ
ー
八

使
用
に
よ
り
て
消
耗
せ
ら
れ
た
る
部
分
の
憤
額
だ
け
が
生
産
費
項
目
の
中
に
加
へ
ら

か
く
て
、
生
産
者
個
人
の
立
場
よ
り
見
る
限
り
、

目
に
加
へ
ら
れ
る
の
み
な
ら
す
、
地
用
の
債
額
、
貨
幣
的
資
本
の
用
役
の
慣
額
、

生
産
者
は
一
定
の
貨
幣
資
本
を
以
て
生
産
企
業
を
螢
む
。

た
れ
る
。
抑
ち
（
一
）
土
地
。

慟
。
（
五
）
櫂
利
闘
係
財
。
（
六
）
商
品
及
び
貨
幣
。

土
地
に
就
い
て
は
地
代
、

本
の
用
役
の
債
格
た
る
利
子
に
就
い
て
も
亦
同
様
で
あ
る
。

そ
の
他
所
謂
植
利
闘
係
財
の
憤
額
も
亦

（
二
）
機
械
そ
の
他
の
生
産
設
備
及
び
そ
れ
を
保
護
す
る
さ
こ
ろ
の
建
物
な
ざ
の
保
護
設

(
1
1一）
直
接
及
び
間
接
原
料
ー
—
こ
れ
が
流
動
的
資
本
財
で
あ
る
。

固
定
的
生
産
設
備
及
び
植
利
闘
係
財
に
就

そ
の
生
産
手
段
の
憤
額
の
糖
て
が
生

併
し
な
が
ら
、
こ
の
意
味
に
於
け

そ
れ
を
買
入
れ
る
な
ら
ば
一
定
の
憤
格
を
支
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に
八
刀
た
れ
る
。
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第

二

輩

不
愛
費
用
さ
は
生
産
敷
鼈
の
増
減
に
開
は
ら
す
菱
化
せ
ざ
る
費
用
部
分
で
あ
る
。

五

ぃ
下
は
裳
該
期
間
中
の
消
却
費
、
流
動
的
資
本
財
及
び
努
働
に
就
い
て
は
そ
の
使
用
線
慣
額
、
そ
の
他
、
貨
幣
資
本
に
封

生
産
費
は
生
産
物
敷
最
さ

の
闘
係
に
於
て
種
々

の
見
地
か
ら
八
刀
忙
れ
る
。

平
均
費
用

(
a
v
e
r
a
g
e
c
o
s
t
)

及
び
限
昇
費
用
或
は
添
加
費
用

(
m
a
r
g
i
n
a
l
o
r
 a
d
d
i
t
i
v
e
 
c
o
s
t
)

で
あ
る
。

線
生
産
費
さ

＇

平
均
費
用
さ
は
そ
の
練
生
産
費
を
そ
の
一
定
数

麓
に
て
除
し
た
る
商
で
あ
る
。
限
昇
費
用
さ
は
生
産
物
一
定
罹
の
生
産
の
な
さ
れ
忙
る
時
、
更
に
一
定
麓
を
添
加
生
産
す

る
に
必
要
な
る
生
産
費
の
増
加
分
で
あ
る
。
第
二
の
分
類
は
一
般
費
用
(
g
e
n
e
r
a
l
c
o
s
t
)

及
び
特
殊
(
s
p
e
c
i
a
l
c
o
s
t
)

或
は

間
接
費
用

(
i
n
d
i
r
e
c
t
c
o
s
t
)

及
び
直
接
費
用

(
d
i
r
e
c
t
c
o
s
t
)
 
~
あ
る
。
一
般
費
用
さ
間
接
費
用
、
特
殊
費
用
さ
直
接
費

生
南
に
よ
っ
て
不
必
要
さ
な
る
生
商
費
で
あ
る
。
第
一
1

一
の
分
類
は
不
雙
費
用
(
c
o
s
t
a
n
t
c
o
s
t
)

及
び
可
愛
費
用

(
v
a
r
i
a
b
l
e

c
o
s
t
)

で
あ
る
。

こ
れ
は
敷
量
の
増
減
さ
費
用
の
増
減
さ
が
互
に
比
例
す
る
か
否
か

に
よ
っ
て
更
に
比
例
的
可
愛
費
用
．（p
ro
p
o
r
t
i
o
n
a
l
y
v
a
r
i
a
b
l
e
 
c
o
s
t
)
'
I
J
不
比
例
的
可
愛
費
用

(
u
n
p
r
o
p
o
r
t
i
o
n
a
l
y
vari, 

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

警
l

里
の
増
減
に
よ
り
て
愛
化
す
る
費
用
部
分
で
あ
る
。

す
生
産
が
行
は
れ
る
限
り
必
要
な
ろ
生
産
費
で
あ
る
。

可
菱
費
用
さ
は
生
産

特
殊
費
用
さ
は
特
定
の
個
片
の
生
産
に
よ
り
て
必
要
さ
な
り
、
不

用
さ
は
大
憫
に
於
て
夫
々
相
蔽
ふ
も
の
さ
考
へ
ら
れ
る
。

一
般
費
用
さ
は
生
産
物
の
特
定
個
片
の
生
南
の
有
無
に
闘
係
せ

は
一
定
敷
籠
を
生
産
す
る
に
就
い
て
必
要
な
る
生
産
費
の
練
額
で
あ
る
C

す
る
利
子
が
、
生
産
費
の
総
項
目
を
な
す
。

第
一
の
分
類
は
総
生
産
費

(total
c
o
s
t
)
、



第

二

節

生

産

費

に

闊

す

る

法

則

そ

の

本
を
除
去
せ
る
も
の
が
、
特
殊
費
用
に
相
應
す
る
資
本
部
分
で
あ
る
。

一
般
費
用
に
相
應
す
る
も
の
に
は
、
先
づ
、
土
地
資
本
、

生
産
函
敷

(
F
a
b
r
i
k
a
t
i
o
n
s
1

主
さ
し
て
、
生
産
物
数
量
の
菱
化
に
闘
せ
し

忙
る
貨
幣
資
本
が
そ
れ
に
加
へ
ら
れ
る
。

下
せ
ら
れ
た
る
資
本
が
あ
げ
ら
れ
る
。
次
に
、

の
で
あ
る
か
。

次
に
、

供
給
に
闘
す
る
考
察
1

束

こ
れ
ら
費
用
の
1

二
分
類
は
互
に
如
何
な
る
闘
係
に
立
つ
か
。

特
殊
費
用
は
亦
可
雙
費
用
さ
相
徹
ふ
。
而
し
て
、

一
般
費
用
及
び
特
殊
費
用
さ
、

費
用
が
そ
れ
か
ら
支
彿
は
れ
る
さ
こ
ろ
の
資
本
形
態
さ
の
闘
係
は
如
何
な
る
も

固
定
的
資
本
財
及
び
固
定
的
椛
利
闘
係
財
に
投

固
定
的
資
本
財
の
運
用
に
用
ゐ
ら
れ
る
努
働
並
び
に
原
料
に
投
下
せ
ら
れ

そ
の
他
の
も
の
従
つ
て
流
動
資
本
の
う
ち
前
記
の
努
慟
及
び
源
料
に
闘
す
る
資

生
産
費
に
闘
す
る
諸
法
則
セ
考
察
す
る
C

生
産
費
に
闘
す
る
諸
法
則
は
、

め
ら
れ
た
生
産
費
の
愛
化
の
姿
の
規
則
性
に
於
て
理
解
せ
ち
る
。
そ
れ
を
考
察
す
る
に
は
、

o
d
.
 Pr
o
d
u
k
t
i
o
n
s
,
f
u
n
k
t
i
o
n
)

を
理
解
し
て
か
＼
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

元
来
、
財
の
生
産
は
諸
種
の
生
産
手
段
を
種
々
に
結
合
す
る
こ
さ
に
よ
り
て
な
さ
れ
る
。
今
、
生
産
物
の
種
類
さ
そ
の

生
産
敷
麓
さ
を

x
、
生
産
手
段
の
種
類
さ
そ
の
結
合
に
用
ゐ
ら
れ
る
敷
最
<
J

を
A
B
C
…
・
・
・
に
て
示
す
な
ら
ば
、
産
物
X

れ
が
限
界
費
用
さ
な
る
。

特
殊
費
用
が
賞
該
個
片
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
た
る
さ
見
る
時
、
そ

先
づ
、

第

九

巻

1

]

二
〇

一
般
費
用
は
大
盟
に
於
て
不
菱
費
用
に
等
し
い
。

第
1

一
肇

六



供
給
に
朧
す
る
考
察
一
束

ら
れ
る
な
ら
ば
、
前
述
の
生
産
手
段
に
闘
し
て
、

一
財
の
一
定
龍
が
他
の
財
の
一
定
輩
に
代
り
得
る
闘
係
を
、

第

九

巻

第

二

鰊

七

代
替
叉
は
補
償
の
闘
係

(relation

o
f
 
s
u
b
s
t
i
t
u
t
i
o
n
 
o
r
 

一
財
を
生
産
す
る
に
あ
た
り
て
、

一
の
生
産
手
段
が
他
の
そ
れ
に
代
り
得
る
、
或
は

の
生
産
敷
最
X

は
結
合
せ
ら
れ
る
生
産
手
段
の
数
賛
A
B
C
…
•
•

•
の
函
敷
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
般
的
に
次
式
に
て
示
し
、

こ
れ
を
生
産
函
敷
さ
呼
ぶ
。

こ
の
こ
さ
は

生
産
の
方
法
が
確
定
す
る

こ
れ
ら
の
闘
係
に
就
い
て
重
要

結
合
せ
ら
れ
る
生
産
手
段
の
種
類
が
確
定
せ
ら

生
産
函
敷
に
於
け
る
生
産
物
さ
生
産
手
段
さ
の
闘
係
は
決
し
て
輩
純
で
は
な
い
。

種
類
に
於
て
。
第
二
、
そ
の
敷
埜
に
於
て
。
部
ち
、

し
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
。
生
産
財
の
種
類
に
就
い
て
、

,̀ 

f
 
(
A
,
 B,
 C,
…
•
•
;
…
：

X
)
1
1
0

、

第
一
、
結
合
せ
ら
れ
る
生
産
手
段
の

一
の
財
を
生
産
す
る
為
に
結
合
せ
ら
れ
る
財
の
種
類
の
必
す
し
も
確
定

部
分
的
に
異
な
り
忙
る
結
合
に
よ
る
こ
さ
も
、
或
は
場
合
に
よ

り
て
は
全
く
異
な
り
た
る
結
合
に
よ
る
こ
さ
も
可
能
で
あ
る
。
又
よ
し
、

れ
て
ゐ
て
も
、
結
合
せ
ら
れ
ろ
敷
最
の
此
例
が
必
す
し
も
一
様
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

な
る
役
割
を
も
つ
も
の
は
、
生
産
の
技
術
さ
組
織
、
雨
者
を
併
せ
て
生
産
の
方
法
で
あ
る
。

な
ら
ば
、
第
一
に
生
産
の
固
定
的
設
備
並
び
に
そ
れ
を
運
螢
す
る
た
め
の
生
産
の
組
織
が
確
定
せ
ら
れ
る
。

固
定
的
設
備
の
た
め
に
組
合
は
せ
ら
れ
る
固
定
的
生
産
手
段
の
種
類
さ
敷
椛
的
比
率
及
び
固
定
的
設
備
の
た
め
に
結
合
せ

ら
れ
る
努
働
の
籠
さ
を
決
定
す
る
。

c
o
m
p
e
n
s
a
t
i
o
n
)
'
Y
J
云
ふ
。
而
し
て
、
前
の
闘
係
を
質
的
代
替
、
後
の
闊
係
を
量
的
代
替
さ
呼
ぶ
。

生
産
方
法
が
愛
改
せ

質
的
並
び
に
量
的
の
替
代
闘
係
が
亦
髪
化
せ
ら
れ
る
。

ニニー

ヽ

~. 

ヽ



，
 

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

さ
て
p

生
産
方
法
ー
が
確
定
不
動
に
保
た
れ
て
ゐ
る
さ
想
定
す
る
。

C
…
…
さ
生
産
物
敷
最
X
さ
の
闘
係
、
又
従
っ
て
、
逆
に
後
者
の
前
者
に
野
す
る
闘
係
が
確
定
す
る
。
そ
こ
で
、
線
生
産
費

K
は
、
生
産
物
敷
械

x
の
一
定
値
を
生
産
す
る
に
必
要
な
る
生
産
手
段
の
憤
格
ざ
敷
輩
こ
の
積
の
和
で
あ
り
、

＼

最
X
を
髪
動
せ
し
む
る
こ
さ
に
よ
り
て
又
そ
れ
も
愛
動
す
る
が
故
に
、
生
産
物
数
輩
X
の
函
敷
で
あ
る
。
夫
故
に
、
線
生

産
費
函
敷
さ
し
て
次
の
如
く
示
す
。

K=P

~A+P

bB+P

cC+

:·:;·: 

．．
 
II
で

(.X)

但
し
、
P
a
p
b…•
•
•
は
生
産
手
段

A
B
:

．．．． 
の
債
格
で
あ
る
。

完
全
競
争
の
下
に
あ
る
生
産
を
考
察
の
野
象
さ
す
る
が
故

に
、
そ
れ
ら
債
格
ば
所
典
一
定
で
あ
る
。
生
産
物
数
麓
X
の
愛
動
に
伴
ふ
て
生
す
る
生
産
費
、

f
 
(
A
,
 B,
 
C
,•…•; 

..... "
X
;
 l
)
1
1
0
 

従
っ
て
、
必
要
な
る
生
産

゜ 生
産
物
敷

そ
れ
に
よ
り
て
可
雙
敷
仁
る
生
産
手
段
敷
鯖
A

B

第

九

巻

>
第

二

猿

、)

生
産
方
法
が
確
定
し
て
ゐ
る
か
ら
と
て
、
結
合
せ
ら
れ
る
生
産
手
段
の
組
合
せ
に
就
い
て
、
代
替
の
闘
係
が
総
て
な
い
わ
け
で
は
な

ぃ
°
固
定
的
設
備
に
闘
係
せ
ざ
る
特
殊
費
用
を
構
成
す
る
と
こ
ろ
の
生
産
手
段
の
間
に
、
質
的
並
に
羅
的
の
代
替
闘
係
が
あ
り
得
る
。

こ
れ
ら
の
代
替
闘
係
が
決
定
せ
ら
れ
て
、
一
財
の
一
定
量
を
生
産
す
る
に
如
何
な
る
生
産
財
が
ど
れ
だ
け
使
用
せ
ら
れ
る
か
を
決
定
す

る
も
の
は
、
生
産
方
法
の
髪
改
に
基
づ
く
補
償
の
闘
係
に
購
し
て
と
同
様
に
、
生
産
物
の
品
質
を
外
に
す
れ
ば
、
生
産
財
の
債
格
の
相

到
的
闘
係
で
あ
る
。
今
暫
人
、
こ
の
種
の
代
替
闘
係
を
無
視
す
る
。

ペ
ヲ
メ
エ
ク
ア

か
く
て
、
生
産
函
数
は
生
産
方
法
ー
を
可
菱
常
敷
さ
し
、
こ
れ
が
確
定
す
る
こ
さ
に
よ
り
て
、

償
闘
係
を
確
定
す
る
。
従
っ
て
、
補
償
闘
係
の
確
定
し
て
わ
る
生
窟
函
敷
さ
し
て
次
式
を
得
る
。

生
産
手
段
に
於
け
る
補

八~

1) Amoroso, Luigi. La curva statica di ~fferta, Giornale. dcgli Econo-
misti e Rivista di Statistica, 1930, p. 2. 



k
1
1
k、
+
K、、
+I｛ミ

る
。
そ
こ
で
、
線
生
産
費
K
に
就
い
て
次
式
が
成
立
す
る
。

的
費
用
正
の
二
に
分
た
れ
る
。

前
者
に
属
す
る
生
産
手
段
を
All
飢
…
…
ヽ

第

二

撃
4
.
 b
 

4
.
 a
 

九

そ
の
他
の
生
産
手
段
の
敷
麓
は
綿
て
生
産
物
敷
籠

ふヽ庫

第
一
、

手
段
数
麓
の
雙
動
は
、
生
産
函
敷
2
の
示
す
闘
係
に
制
約
せ
ら
れ
る
は
云
ふ
を
ま
た
ぬ
6

線
生
産
費
K
は
生
産
敷
最
X
の
増
加
さ
共
に
増
加
す
る
が
故
に
、
生
産
敷
籠
X
の
増
加
函
数
で
あ
る
。

敷
El

軍
を
横
軸
に
取
る
な
ら
ば
、
線
生
廂
費
函
数
は
先
づ
正
の
傾
斜
を
持
つ
曲
線
を
以
て
示
さ
れ
る
（
第
一
岡
A
曲
線

参
照
）
。
而
し
て
、
更
に
如
何
な
る
性
質
を
有
す
る
か
、
次
に
研
究
す
べ
ぎ
事
柄
で
あ
る
。

．

．

 

生
産
物
数
撞
の
愛
動
に
つ
れ
て
、
練
生
産
費
従
っ
て
生
南
手
段
の
数
麓
も
亦
愛
動
す
る
が
、

の
愛
動
に
つ
れ
て
雙
化
す
る
。

固
定
的
生
産
設
備
を
構
成
す
る
生
産
手
段
の
消
耗
部
分
、

で
さ
う
で
は
な
い
。

ら
れ
る
流
動
的
生
産
手
段
の
敷
最
は
、
生
産
方
法
が
確
定
不
動
で
あ
る
限
り
愛
化
し
な
い
。

・
…
・
・
さ
す
る
。
こ
れ
ら
の
た
め
の
憤
額
の
線
計
が
不
愛
費
用
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
憤
額
の
総
計
が
可
菱
費
用
で
あ
る
が
、

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

こ
れ
は
比
例
的
可
雙
費
用
2
、
不
比
例

後
者
に
属
す
る
生
産
手
段
『
を
M
W
…
…
さ
す

： 

=
P
a

A
-
<
-
t
'
P
忌
＋
…
·
：
＋PaA
"
+
P
b
B
'
‘
+

…
…

+
p
を
、‘
+
P
b
B
‘
‘

、
十
•
•
…
•
1
1で
(
X
)

限
界
生
産
費
は
一
定
の
生
産
敷
撒
X
を
生
産
し
忙
る
時
、
更
に
一
定
の
少
賛
を
添
加
す
る
に
必
要
な
る
線
生
産
費
の
増

加
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、
愛
分
を
極
小
に
取
る
時
、
そ
れ
は
線
生
産
費
K
の
X
に
闘
す
る
微
分
で
あ
る
か
ら

，

第

九

巻

そ
れ
ら
の
手
段
セ
N
B
C

同
定
的
生
産
設
備
運
螢
に
用
ゐ

練
て
の
生
産
手
段
に
就
い

ー

線
生
南
費
を
縦



d
K
 
d
K、ヽ

d
Kミ

R
I
I
到
[
1
1

良
＋
且

ら、

5
式
は
次
式
に
害
替
へ
ら
れ
る
。

平
均
生
赤
費
も
亦
常
に
正
で
あ
り
、
生
産
敷
最
X
の
函
敷
で
あ
る
。

K

全

(
X
)

ー

X

I

X

k
 

II0、
(

X

)

d
K
 
昆
供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

立
す
る
。

は
、
こ
れ
ら
一
1

一
生
南
費
函
数
は
連
績
性
を
も
つ
も
の
さ
想
定
し
て
議
論
を
進
め
る
。

7
,
 a
 

さ
て
、
穂
生
産
費
、
平
均
生
南
費
及
び
限
界
生
南
費
の
諸
函
敷
は
如
何
な
る
性
質
を
も
つ
か
。

'
考
察
す
る
が
便
宜
で
あ
る
。
限
界
生
産
費
K
は
方
程
式
5
の
示
す
如
く
、
線
生
産
費
K
の
X
に
闘
す
る
微
分
で
あ
る
が
、

Ill 

練
生
産
費
は
又
方
程
式
紐
に
依
り
て
不
雙
費
用
K
、
比
例
的
可
雙
費
用
Kii
、
不
比
例
的
可
雙
費
用
K
の
線
計
で
あ
る
か

限
界
生
産
費
函
敷
か
ら

こ
れ
を
平
均
生
産
費
函
敷
さ
呼
ぶ
。
本
稿
に
於
て

に
て
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
線
費
用
が
X
の
増
加
函
で
あ
る
限
り
常
に
正
で
あ
り
、 第

九

巻

ニ
ニ
四

第

二

隷

゜

を
限
界
費
用
函
敷
さ
呼
ぶ
。
限
界
費
用
函
敷
が
如
何
な
る
性
質
を
も
つ
か
は
後
に
明
ら
か
に
す
る
さ
こ
ろ
で
あ
る
。

線
生
窟
費
k
を
生
産
敷
耀
X
に
て
除
し
た
る
尚
が
、
平
均
費
用
で
あ
る
。
従
っ
て
、
平
均
費
用
K
に
就
い
て
次
式
が
成

而
し
て
、
叉
X
の
成
数
で
あ
る
。
こ
れ

cn 

-
0
 

ー ー

?~ 



．
 

I
I
0
、ヽ
(X)
'

d
2
K
 

且

の
X
に
闊
す
る
第
二
微
分
係
敷
郎
ち

で
あ
っ
て
も
、
必
す
し
も
一
様
の
愛
化
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

が
零
の
時
に
一
定
の
値
を
も
つ
が
、
他
の
値
に
於
て
は
零
で
あ
る
も
の
。

(-――)
X
の
練
て
の
値
に
就
い
て
一
様
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

段
に
闘
す
を
第
二
は
比
例
的
可
髪
費
用
を
構
成
す
る
も
の
に
闘
す
る
。

に
闘
す
る
。
第
一
1

一
は
不
規
則
な
る
雙
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

一
般
的
に
生
南
敷
籠
の
少
な
る
範
園
に
お
い
て
は
、

X

）
 
3
 

の
増
大
さ
共
に
逓
滅
す
る
が
●
そ
れ
よ
り
も
大
な
る
範
園
に
あ
り
て
は
X
の
壻
大
さ
北
ハ
●
逓
増
す
る
。

生
産
係
数
の
こ
の
一
1

一
の
愛
化
の
様
相
か
ら
、
限
界
生
産
費
の
轡
化
の
姿
を
知
る
こ
さ
が
出
来
る
。

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

の。

，
 
d
B
ミ

+
P
b
 

d
A
、、
5

+

＋

P
a
 

・
d
A
、ヽ

dB‘
、

＋
 

d
X
 

d
X
 

ー
ー
—

+
p
ブ
ー
ー
ー
…
…

d
X
 

d
X
 

1
1
P,. 

第

九

巻

ニニ五

第

二

輩 8
.
 a
 

そ
れ
は
限
界
生
産
費

第一
1

一
は
不
比
例
的
可
愛
費
用
を
構
成
す
る
も
の

2) 

3) 

第
一
の
も
の
は
、

x
 

…
;
…
•
•
•
は
夫
t
X

の
微
分
載
を
添
加
す
る
に
必
要
な
る
生
産
手
段A
l
l
:

.... 

ld
 

方
程
式
証
に
就
い
て
見
る
。
竺
dX

如一

dX

I
 

f
 

ー

”
…
…
の
董
で
あ
る
。
こ
れ
を
生
産
物
X
に
就
い
て
の
生
産
財
All
…
・
:
N
…
…
…

ー

ー
に
闘
す
る
生
産
係
数

(Coefficients
o
 

A
 

p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
,
 
Produktions,od•Fabrikationskoeffizenten) 

•)
(
.
)
呼
ぶ
。
こ
れ
ら
生
産
係
数
は
、
生
産
方
法
が
所
典
不
雙

‘,ノ2
 

そ
れ
は
一
一
一
様
の
雙
化
を
示
す
。
（
一
）
生
産
物
敷
籠

x

（二）

X
が
零
以
外
の
時
に
常
敷
で
あ
る
も

不
菱
費
用
を
構
成
す
る
生
産
手

7
.
 b
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X
の
小
な
る
範
園
に
就
い
て
は
負
で
あ
り
、

費
用
曲
線
は
常
に
右
上
り
の
傾
斜
を
示
す
。
然
る
に
、

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

の
符
琥
に
よ
つ
て
知
り
得
る
の
で
あ
る
が
、
方
程
式
乃
に
闘
す
る
前
段
の
事
柄
に
よ
っ
て

数
に
闘
す
る
上
述
の
性
質
か
ら
、

性
質
が
み
ち
び
笞
出
さ
れ
る
。

そ
の
大
な
る
範
園

限
界
生
産
費
函

生
産
費
及
び
線
生
産
費
函
数
の

継
生
産
費
は
、

そ
れ
の
X
に
闘
す
る
微
分
係
数
は
常
に
正
で
あ
る
。

X
の
大
な
る
範
園
に
就
い
て
は
正
で
あ
る
こ
さ
を
知
っ
た
。

従
っ
て
r

穂
＇ 

そ
の
微
分

生
産
慇
直
X
の
増
加
9
共
に
増
加
す
る
が
故
に

係
数
は
限
界
生
産
費
を
示
す
が
、
こ
れ
の
X
に
闘
す
る
第
一
次
の
微
分
は
、

こ
の
こ
さ
は
前
の
範
園
に
就
い
て
は
線
喪
用
曲
線
は
上
に
凸

ー

第
一
躙
B
曲
線
の
如
き
姿
郎
ち
U
字
型
を
示
す
。

に
就
い
て
は
選
増
す
る
こ
さ
を
示
す
。

値
の
小
な
る
範
園
に
就
い
て
は
選
減
す
る
が
、

々

る
。
こ
の
こ
さ
は
、

で
あ
り
、

而
し
て
、

郎
ち
、
限
界
費
用
曲
線
は

そ
れ
は
X
の
小
な
る
範
園
に
就
い
て
は
負
で
あ
る
が
、

I
 

d
Z
.
K
ミ

で、ヽ

(
X
)
1
1
|
a
そ
ー

限
界
生
産
費
は
X
の
増
加
に
つ
れ
て
、

X
の

そ
れ
の
大
な
る
範
園
に
就
い
て
は
正
で
あ

第

九

巻

ニ
ニ
六

8
.
 d
 

第

二

臨



呼
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d
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k
t
i
o
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平
均
費
用
曲
線
が
最
初
右
下
り
で
あ
る
さ
云
ふ
闘
係
欠
大
麓
生
産
の
法
則
(
G
e
s
tz
d
e
r
 M
a
s
s
e
np
ro
 

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

ー

第
九
巻

・
一

七

第

臨

一

。
然
る
に
、
不

ら
、
不
規
則
な
る
曲
線
の
方
程
式
で
あ
る

項
は
不
比
例
的
可
髪
費
用
を
X
に
て
除
し
仁
る
商
で
あ
る
か

り
、
大
な
る
範
園
に

比
例
的
可
礎
費
用
は
叙
上
の
性
質
を
も
つ
か
ら
、
こ
の
曲
線
は
X
の
小
な
る
範
園
に
就
い
て
は
右
下

る
さ
こ
ろ
の
平
均
費
用
曲
線

て
、
方
程
式

9

の
右
邊
に
て
示
さ
れ
た

就
い
て
は
右
上
り
、
帥
ち

U

字
型
を
示
す
。
か
く

は
、
右
の
一
1

一
曲
線
の
合
計
せ
ら
れ
た
る
も

0
で
あ
る
。
第
2
圏
は
そ
れ
を
示
す
。

Cl
は
双
曲
線
の
一
隻
、

Czは
そ
れ
に
加

へ
ら
れ
忙
る
直
線
、

5
は
更
に
そ
れ
に
加
へ
ら
れ
仁
る
U
字
型
曲
線
で
あ
を
而
し
て
、

5
曲
線
が
平
均
費
函
敷
の
示
す

さ
こ
ろ
の
平
均
費
用
曲
線
で
あ
る
。

然
る
に
、
＂
右
式
右
邊
第
一
項
は
、
常
数
を
愛
敷

X

に
て
除
し
亡
る
尚
で
あ
る
か
ら
、
双
曲
線
の
隻
の
方
程
式
で
あ

る
。
第
二
項
は
比
例
的
可
愛
費
用
を
X
に
て
除
し
、忙
る
商
で
あ
る
か
ら
、
横
軸
に
並
行
な
る
直
線
の
方
程
式
で
あ
る
。
第

K
、

K
、、

K
ミ

ー
|
—

+
T
Xー
＋
ー

X
l

で

(
X
)
X

ー

X

，
 

次
に
、
平
均
費
用
函
敷
の
考
察
に
移
る
。
平
均
費
用
K
は
方
程
式
い
及
び
6
よ
り
次
式
に
て
示
さ
れ
る
。

ヽ

て
、
練
費
用
曲
線
は
第
一
閾
に
於
け
る
A
曲
線
の

で
あ
り
、
後
の
範
園
に
就
い
て
は
上
に
凹
で
あ
る
こ
さ
を
示
す
t

従
っ

誓

姿

を

も

つ
9

総
生
産
費
の
IX

に
闘
す
る
二
次
微
分
係
敷
の
負
か
ら

正
に
移
る
黙
は
、
総
生
産
費
曲
線
の
彎
曲
動

な
る
勁
で
あ
る
（
第
一
躙
el
兌
勘
参
照
）
。

ノヽ

、
而
し
て
、
限
界
費
用
の
極
小
さ

5
 

(
p
o
i
n
t
 
o
f
 
inflexion)
で
あ
り

4) Barone, Grudzlige, S. 25. Principi. p. 10. 

5) Allen, Mathematical Analysisi p. 193. 
6) Bucher, K. Entstehung der Wirtschaft, Bd. II, SS. 101ー103.



及
す
れ
ば
よ
ビ
方
程
式
9
よ
り
次
式
を
得
る
。

更
に
詳
論
す
る
。
平
均
生
産
費
の
愛
化
の
姿
を
知
る
た
め
に
は
、

ク

゜
ヽ
.frt¢．え

ら

2
 

.C 

c, 
ズ

界
増
分
が
、

X
の
小
な
る
範
園
に
就
い
て
は
遁
減
し
、

ぶ
。
こ
の
闘
係
は
二
の
事
情
か
ら
生
す
る
。

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

平
均
生
産
費
の
X
に
闘
す
る
徴
分
係
数
の
符
琥
を
追

は
選
増
の
傾
向
を
取
る
。

情
あ
る
が
故
に
、

平
均
生
産
費
は
一
定
の
限
度
以
上
に
於
て

、
艮V
 

一
、
生
産
に
敷
筵
X
に
闘
は
ら
す
不
菱
費
用
が
必
要
で
あ
る
こ
ご
。
ニ

X
の
大
な
る
範
園
に
就
い
て
は
逓
増
す
る
さ
こ
ろ
の
不
比
例
的
可

的
で
あ
る
。

ニ
ニ
八

生
産
数
麓
の
限
度
が
あ
る
筈
で
あ
る
。

第
二
、
費
用
項
目
に
就
い
て
前
記
第
二
の

的
限
度
さ
呼
ぶ
。

事
情
が
あ
る
。
こ
の
二
の
事
情
か
ら
、

大^
麓
生
産
の
法
則
は

乃

そ
の
妥
嘗
範
固
に
就
い
て
制
限
を
受
け
る
。

前
記
第
二
の
事

J

れ
を
生
産
の
技
術

そ
れ
に
固
有
し
て
そ
れ
以
上
は
増
大
す
る
こ
さ
の
出
来
な
い

る
も
の
で
な
い
。

第
一
、
生
産
方
法
が
確
定
不
菱
で
あ
れ
ば

7)'Barone, E. Grundzilge, S. 24 Principi, p..9. 

大
菫
生
産
の
法
則
は
、

X
の
如
何
な
る
範
園
に
も
妥
賞
す

菱
費
用
の
あ
る
こ
さ
。
中
に
就
い
て
、
第
一
の
事
情
が
基
本

第
、九

巻

第

二

琥

一
四

ー
、



r
 

よ
り
も
小
な
る
限
り
負
、

そ
の
逆
で
あ
る
限
b
正
で
あ
る
。

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

第

九

巻

て
、
限
界
生
産
費
さ
平
均
生
産
費
さ
の
均
等
な
る
黙
に
於
て
、
平
均
生
産
費
は
極
小
さ
な
る
。

黙
を
最
能
限
黙

(optimw:n
point)'YJ
呼
ぶ
。
平
均
生
産
費
の

X
に
闘
す
る
第
一
微
分
係
数
が
零
で
あ
る
時
平
均
費
用

が
最
小
で
あ
る
の
は
、
平
均
及
限
昇
雨
生
産
費
函
数
が
叙
上
の
性
質
を
も
つ
が
忙
め
で
あ
る
。

平
均
及
び
限
界
雨
生
産
費
の
均
等
な
る
時
平
均
生
産
費
の
最
小
な
る
こ
さ
を
へ
限
界
生
産
費
及
び
平
均
生
産
費
均
等
の

殊
則
さ
呼
ぶ
。
第
一
1

一
圃
は
こ
の
法
則
を
示
す
。

faa
曲
線
は
平
均
費
用
、
曲
線
は
限
界
費
用
曲
線
を
示
す
。
最
能
限
勘
は

Imm 

雨
曲
線
の
交
黙
S
で
あ
る
。
限
界
費
用
の
極
小
な
る
黙
は
Q
で
あ
る
。
雨
幽
は
一
般
的
に
一
致
し
な
い
。
そ
れ
ぱ
5
、
1
0

雨
方
程
式
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
雨
生
産
費
を
最
小
に
す
る
條
件
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
雨
曲
線
の
闘
係
を
考
察

す
る
。
先
づ
、
限
界
費
用
曲
線
は
方
程
式
5
の
描
く
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
一
定
生
産
敷
麓

on
に
相
應
す
る
限
界
費
用

の
積
分
は
面
積

mqon
に
て
示
さ
れ
る
。
然
る
に
、
こ
の
中
に
は
不
雙
費
用
は
含
ま
れ
て
ゐ
な
い
。
他
方
、

On

に
相
賞
す
る

平
均
費
用
は

np
、
練
費
用
は
矩
形

Ppon
で
あ
る
。
従
つ
て
、
こ
の
矩
形
よ
り
不
雙
費
用

Pp/rr
を
控
除
せ
る
渋
餘
矩
形

Irron

と

面

積

mqon
さ
相
等
し
い
。
総
て
の
生
産
敷
漿
に
就
い
て
、
か
く
の
如
き
闘
係
を
も
つ
の
が
、
ニ
ニ
九

第

二

戴

一
五

平
均
及
び
限
界
雨
費
用
曲

こ
の
條
件
の
満
た
さ
れ
る

平
均
生
産
費
は
極
小
さ
な
る
。

距
亨

l
l
{
（
翠
ぇ
誓
＋
（
K
‘
+
K
~

、
+
K

、
、
)
｝
が

゜
／
 

右
式
右
邊
第
一
小
括
弧
内
は
限
界
生
産
費
、
第
二
小
括
弧
内
は
平
均
生
産
費
で
あ
る
。
夫
故
に
、
式
1
0
は
前
者
が
後
者

い
時
、

雨
者
が
等
し

9
¥
 

A
 力

8) 

9) 

拙稿供給函数論 227頁

Stackelberg, Heinrich von. Grundlagep. einer reinen Kostentheorie, 

1932, s. 94. 
Marshall, Principles, ・p. 350. 

Amoroso, La curva statica di offerta, p. 5. 

高田博士綽浣學新講第一巻細清原論 64頁

高田博士繹涜原論 ~63-64 頁



＂ 

於
て
考
察
す
べ
ぎ
課
題
で
あ
る
。

線
生
産
費
函
数
3
は
生
産
方
法
同
定
の
下
に
於
て
、
生
産
物
数
訛
さ
総
生
産
費
さ
の
闘
係
を
示
す
。

i
 
ゎ’

ひ

1 

几

伶
u

ヽ n/ ‘̀ fク・う
・ 

- ス

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

線
の
闘
係
で
あ
る
。

ノ

併
し
な
が
ら
、
綿

森
費
さ
の
闘
係
は
如
何
な
る
も
の
に
な
る
か
。

こ
れ
が
本
節
に

生
産
方
法
固
定
の
條
件
を
除
去
す
れ
ば
、

第
三
節

生
産
費
に
開
す
る
法
則
そ
の

れ
故
に
、

右
式
左
邊
括
弧
内
第
二
項
は
平
均
費
用
の
弾
力
性
で
あ
る
C

そ

d

で

(
X
)}
1
1
t
g

I
 

X

.
 

1l+21aX|5へ

x
 

ぷ）一

‘ー

別
の
方
面
よ
り
考
察
す
る
。
平
均
費
用

cxx
を
X
に
闘
し
て
微
分
し
、

¢¢
 

ニ――
1
0

そ
れ
を
愛
形
し
て
次
式
を
求
め
る
。

そ
れ
を
疵
知
さ
す
れ
ば
、
限
界
費
用
は
求
め
ら
れ

ノヽ2
 
ー

・
る
。
こ
れ
ら
の
黙
に
就
い
て
は
拙
著
を
参
照
せ
ら
れ
た

い。

生
産
物
敷
最
さ
生

第

九

巻

第

二

競

I

l

 

一
六

／ 

10) Amoroso, op. cit., p. 5. 

Pigou, A. C. An Analysis of Supply, EcoJ:¥omic Journal, Vol. 38, PP. 
244ー245.

Pigou, A. C. Economic Welfare, 1929, p. 792. 

Schutz, op. cit., Marginal Productivity, p. 523. 

I 1) Pigou, L aw of Decreasing and Increasing Cost, Fconomic Journal, 

Vol. 37, p. 193. 

.12)拙著． 獨占債格の理論 23ー33頁



供
給
に
闊
す
る
考
察
一
束

備
に
闘
す
る
消
耗
費
が
不
愛
費
用
の
根
幹
を
な
す
の
で
あ
る
。

第

九

巻

言

第

二

就

一
七

一
度
生
産
の
た
め
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
固
定
的
設
備
に

生
産
方
法
の
愛
化
に
就
い
て
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
生
産
方
法
の
確
定
せ
ら
れ
て
、

極
め
て
幼
稚
な
る
生
産
方
法
に
就
い
て
は
別
で
あ
る
が
、

一
定
の
固
定
的
生
産
設
備
が
設
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
設

本
節
に
於
け
る
課
題
は
方
程
式
1
3
の
構
造
さ
性
質
さ
を
考
察
す
る
こ
さ
に
つ
ぎ
る
。

そ
れ
が
忙
め
に
は
吾
;
は
先
づ
、

生
産
が
寅
行
せ
ら
れ
る
に
は
、

｀ ー

で
(

X

,
l

)

3

K

a

 

R
I
I

悶
11

昆

1
4
 

全

(
X
,1
)

 

k

,
1
 

ー

X
ー

X

k
 

1
3
 

ノ

．
 
｀
 

次
式
に
示
さ
れ
る
。

今
の
場
合
に
も
、
前
項
に
於
け
る
場
合
さ
等
し
く
平
均
費
用
函
敷
及
び
限
界
費
用
函
敷
が
あ
る
。

＇ 

そ
れ
は
12
に
よ
り
、

1
2
 

得
る
。

K
 ==
¢
(
X
,
 
l

)

 

生
産
費
は
生
産
警
―
里
だ
け
の
函
数
で
は
な
い
。
生
産
警
―
里
を
仮
に
不
愛
七
保
つ
て
も
、

生
南
函
敷
2
に
・
よ
り
て
結
合
せ
ら
る
べ
ぎ
生
産
手
段
の
稲
類
さ
数
漿
さ
は
愛
化
し
、
従
っ
て
、

も
亦
菱
化
す
る
。
夫
故
に
、
線
生
産
費
は
亦
生
産
方
法
ー
の
函
敷
で
も
あ
る
。

．
 

か
く
て
、
線
生
産
費
函
数
さ
し
て
次
式
を

そ
れ
が
た
め
の
線
生
産
費

生
産
方
法
を
雙
化
せ
し
む
れ
ば
、



もヽ

可
菱
費
用
の
愛
化
の
様
相
も
亦
愛
化
す
る
。

従
っ
て
、

故
に
、

）
の
生
産
方
法
は
机
上
計
饗
で
あ
る
が

す
る
や
否
や
は
不
確
寓
で
あ
り
、

合
、
線
生
産
費
の
愛
化
す
る
範
園
は
極
め
て
狭
い
。
か
く
の
如
ぎ
線
生
産
費
函
数
を
、

法
の
部
分
的
改
菱
に
基
づ
く
線
生
産
函
敷
ご
呼
ぶ
こ
さ
が
出
来
る
。

第
一
稲
費
用
函
敷
な
る
名
稲
を
選
ぶ
。

>

以
て
生
産
設
備
が
更
新
せ
ら
れ
る
時
、
或
は
未
団
牧
資
本
を
犠
牲
に
供
せ
ら
る
時
を
除
い
て
は
、

普
通
に
短
期
生
産
費
函
数
ご
呼
び
な
ら
さ
れ
て
ゐ
る

吾
t
は
次
に
述
ぶ
る
理
由
に
よ
っ
て
短
期
さ
云
ふ
形
容
詞
を
用
ゐ
す
、

れ
る
こ
さ
が
確
定
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、

化
に
伴
な
ふ
可
愛
費
用
の
愛
化
の
様
相
も
亦
定
ま
る
。
尤
も
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
豫
算
で
あ
っ
て
、

そ
れ
に
反
し
て
、
生
産
が
賓
行
に
移
さ
れ
す
、
机
上
計
霊
に
あ
る
も
の
に
就
い
て
見
る
。

そ
れ
に
就
い
て
固
定
的
設
備
費
従
っ
て
不
菱
費
用
が
定
ま
る
。
生
産
物
数
量
の
愛

そ
こ
に
大
き
な
理
論
的
問
題
の
あ
る
こ
さ
は
後
編
に
於
て
詳
論
す
る
通
り
で
あ
る
が
、

薮
で
は
そ
れ
ら
の
問
題
を
無
視
し
て
、
豫
算
は
完
全
に
賓
現
す
る
さ
想
定
す
る
。

即
座
に
而
し
て
何
の
損
害
も
な
く
愛
改
せ
ら
れ
る
。

生
産
方
法
の
愛
改
せ
ら
れ
る
に
つ
れ
て
不
愛
費
用
の
大
さ

生
産
方
法
の
愛
化
に
伴
な
ふ
総
生
産
費

K

の
愛
化
3
範
園

ー

t

こ
の
豫
算
が
賓
現

一
の
生
南
方
法
が
採
用
せ
ら

も
の
は
、
こ
れ
に
相
應
す
る
さ
考
へ
ら
れ
る
が
、

賓
行
継
生
産
費
函
敷
又
は
生
廂
方

夫
故
に
、

生
産
寅
行
中
の
線
生
南
費
函
敷
に
就
い
て
、

生
産
数
鼈
X
を
固
定
に
保
ち
て
生
産
方
法
を
愛
化
せ
し
む
る
場

殆
ん
ざ
行
は
れ
難
い
。

は
屡
；
な
さ
れ
る
さ
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
全
部
的
髪
改
は
、

投
下
資
本
の
完
全
な
る
回
牧
が
な
さ
れ
減
債
消
却
基
金
を

は
、
愛
改
を
加
へ
ら
れ
る
こ
さ
は
容
易
で
な
い
。

設
備
の
部
分
的
改
良
取
替
に
よ
っ
て
部
分
的
愛
改
の
加
へ
ら
れ
る
こ
ご

供
給
に
閥
す
る
考
察
一
束

第

九

巻

第

二

競

一、
八

11. 



’
 

第
二
種
費
用
函
数
は
如
何
な
る
構
造
、
如
何
な
る
性
質
を
も
つ
か
。

函
敷
を
念
頭
に
置
い
て
論
歩
を
進
め
ーる

。

一

定

の

生

産

数

龍

X
を
生
産
す
る
に
あ
た
つ
て
、
無
数
の
生
産
方
法
が
あ

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

今、

本
の
内
容
は
愛
化
せ
し
め
ら
れ
る
が
普
通
で
あ
る
。

さ
な
く
愛
化
す
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
長
期
生
産
費
函
数
で
あ
る
。

す
る
こ
さ
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
雨
者
は
等
し
く
な
る
の
で
あ
る
が
、

第

九

巻

>
第
1

一
競

一
九

先
づ
、
第
一
の
問
題
か
ら
考
察
す
る
cb

平
均
費
用

吾
；
は

こ
の
無
視
に
は
看
過
す
る
こ
さ
さ
の
出
来
ぬ
重
要

に
は
時
の
網
過
が
重
要
な
る
要
素
で
あ
る
に
反
し
、
後
者
に
は
こ
の
要
素
は
闘
係
を
も
た
ぬ
。

計
霊
費
用
函
数
を
考
察
の
野
象
さ
す
る
。
こ
れ
を
第
二
種
費
用
函
敷
さ
云
ふ
。

若
し
、
時

E
要
素
を
無
視

な
る
闘
係
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、
長
期
生
南
費
函
数
さ
計
驚
費
用
函
数
さ
を
同
硯
す
る
こ
さ
は
出
来
ぬ
9

こ
れ
さ
計
霊
費
用
函
数
さ
異
な
る
さ
こ
ろ
は
、
前
者

か
く
て
、
賓
行
生
産
方
法
も
未
回
牧
資
本
の
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
る
こ

固
定
資
本
が
投
下
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
固
定
資
本
の
内
容
は
帥
座
に
は
愛
化
さ
い
難
い
。

れ
は
必
す
し
も
不
可
能
で
は
な
い
。
否
多
く
の
場
合
に
、

よ
り
優
秀
な
る
生
産
設
備
が
採
用
せ
ら
れ
、

従
っ
て
、
固
定
資

過
す
る
に
つ
れ

5
固
定
資
本
財
の
減
憤
消
却
が
全
く
終
り
、

そ
5
基
金
を
以
て
生
産
設
備
の
更
新
せ
ら
れ
る
時
に
は
、
．
そ

差
異
が
存
す
る
。

長
期
生
産
費
函
数
は
か
う
い
ふ
も
の
で
あ
る
。

は
極
め
て
大
で
あ
る
。

一
の
生
産
方
法
が
賓
行
に
移
さ
れ
た
さ
す
る
。

併
し
な
が
ら
、
時
の
親

そ
れ
に
よ
っ
て
一
定
の

か
く
の
如
き
生
南
費
函
数
を
計
霊
費
用
函
敷
(
P
l
a
n
n
u
n
g
s
k
o
s
t
e
n
f
u
n
k
t
i
o
n
)
"1J
呼
ぶ
。
長
期
生

産
費
函
敷
さ
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
天
骰
に
於
て
こ
れ
に
相
應
す
る
さ
考
へ
ら
れ
る
が
、
厳
密
に
は
雨
者
の
間
に
は
相
営
の

1) Schenider, Zur Interpretation von Kostenkurven, Arciev f. Sozial 

vヽissenschaftu. Sozialpoliti, Bd. 65, S. _277ー278
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j一
で(
~'

I
)
)
1
1
0

a

K

a

-

Slー
a
(
X

,

・ヽ

る
筈
で
あ
る
。

る
た
め
に
、
‘
 

か
く
て
求
め
ら
れ
た
る
も
の
が
、
第
二
種
平
均
費
用

1
5
 

平
均
費
用
を
極
小
に

平
均
生
産
費
を
極
小
に

そ
れ
は
線
生
廂
費
従
っ
て
平
均

二
三
四

そ
れ
ら
に
就
い
て
平
均
生
産
費
も
亦
種
；
に
あ
る
。
一
定
の
生
産
敷
麓
を
生
産
す
る
た
め
の
平
均
生
産
費

が
、
生
産
方
法
を
適
賞
に
髪
改
す
る
こ
さ
に
よ
っ
て
極
め
て
小
な
る
髪
化
を
示
し
得
る
時
、

で
あ
る
さ
云
ふ
。
而
し
て
、
前
記
無
数
の
生
産
方
法
は
連
績
的
な
る
も
の
さ
恨
定
す
る
。

そ
れ
ら
無
数
の
生
産
方
法
の
中
よ
り
如
何
な
る
生
産
方
法
が
選
ば
れ
る
か
。

生
産
費
を
極
小
に
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
敷
麓

X
を
増
加
し
て

X
+
A
X
を
生
産
す
る
。
そ
れ
に
就
い
て
も
無

数
の
生
産
方
法
従
っ
て
無
数
の
平
均
生
産
費
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
選
ば
る
ぺ
き
生
産
方
法
は
、

す
る
も
の
で
あ
る
。
か
、
．＼
て
、
生
南
敷
麓
の
愛
化
す
る
に
つ
れ
て
、

ぎ
生
産
方
法
が
選
ば
れ
つ
＼
、
生
産
の
進
め
ら
れ
る
場
合
に
於
け
る
、

＇
生
産
敷
輩
ご
平
均
生
産
費
さ
の
闘
係
を
示
す
も
の

が
計
饗
或
は
第
一
＃
種
平
均
費
用
函
数
で
あ
る
。

・
計
聾
平
均
費
用
函
敷
1
3
に
就
い
て
見
る
。
生
産
数
最
X
を
固
定
に
保
ち
生
産
方
法
セ
愛
改
し
て
、

す
る
條
件
は
、

方
程
式
1
3
さ
1
5
さ
か
ら
、
雙
数
ー
を
消
去
す
る
こ
さ
が
出
来
る
。

函
敷
で
あ
る
。
こ
れ
を
次
式
に
て
示
オ
。

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

そ
れ
ら
生
産
方
法
を
連
績
的

一
定
の
生
産
敷
麓
X
を
生
産
す

生
産
費
の
各
；
の
値
の
平
均
生
産
費
を
極
小
に
す
べ

第

九

巻

第

二

輩

―-
0
 



供
給
に
閥
す
る
考
察
一
束

は
あ
5
限
度
か
ら
、
右
上
り
さ
な
る
。

平
均
費
用
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

も
の
が
あ
り
得
る
。
従
っ
て
、

第

九

巻

第

二

撃・

-

次
に
、
第
二
種
平
均
費
用
函
敷
は
如
何
な
る
性
質
を
も
つ
か
。
そ
れ
に
就
い
て
、

に
よ
る
節
約
の
法
則
(
l
a
w
o
f
 
e
c
o
n
o
m
y
 
in~ 

organisation)
又
は
大
規
模
鰐
齊
の
法
則

(
l
a
w
o
f
 e
c
o
n
o
m
y
 in 
large 

s
g
l
e
)
で
あ
る
。
こ
の
法
則
は
、
小
な
る
生
産
の
規
模
に
於
け
る
よ
り
も
＇
大
な
る
規
模
に
於
て
は
生
産
費
が
小
で
あ
る
さ

云
ふ
闘
係
で
あ
る
。
而
し
て
、

姦
で
生
産
費
さ
云
ふ
の
は
平
均
生
産
費
で
あ
る
。
然
る
に
、
平
均
生
南
費
は
生
産
数
麓
に
．

よ
っ
て
異
な
り
た
る
値
を
取
り
、
小
な
ろ
規
模
の
平
均
生
産
費
に
し
て
大
な
る
そ
れ
に
於
け
る
平
均
費
用
よ
り
も
小
な
る

. ；,．| 

k= ?P'(X) 

こ
の
法
則
に
於
て
比
較
せ
ら
れ
る
二
つ
の
生
南
費
は
夫
:
の
生
産
方
法
に
於
け
る
最
能
限

．
 

か
く
て
、
こ
の
法
則
の
正
確
な
る
表
現
は
か
く
あ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
小
な
る
生
産
規

模
の
最
小
平
均
生
産
費
よ
り
も
大
な
る
生
産
規
模
の
そ
れ
は
小
で
あ
る
。

ブ
ロ
ッ
ト

相
連
績
す
る
無
敷
の
生
産
方
法
に
於
け
る
最
能
限
黙
を
閾
表
す
る
。
そ
れ
は
一
の
曲
線
を
描
く
。
こ
れ
を
最
能
的
平
均

費
用
曲
線

(
o
p
t
i
m
u
m
'
a
v
e
r
g
e
,
c
~
s
t

c
u
r
v
e
)
'
Y
J
名
付
け
る
（
第
五
圏
J
C
曲
線
参
照
）
。
こ

の
曲
線
は
、
組
織
に
よ
る
節
約

の
法
則
に
握
り
て
、
右
下
り
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
こ
の
傾
向
は
限
り
な
く
績
く
も
の
で
は
な
い
。
燕
し
、
組
織
に
よ

ろ
節
約
の
法
則
に
は
支
配
す
る
に
一
定
の
限
度
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
を
超
え
て
更
に
組
織
を
大
に
す
る
時
、
最
能

限
生
南
費
は
却
つ
て
大
さ
な
る
C

帥
ち
、
組
織
に
よ
る
不
経
清
の
法
則
が
支
配
す
る
。
従
っ
て
、

．
最
能
限
平
均
費
用
曲
線

こ
の
曲
線
の
傾
斜
の
方
向
を
韓
換
す
る
戯
に
於
け
る
生
産
の
．
組
織
は
、
平
均
生
南

ニ―――五

大
憫
の
傾
向
を
敦
へ
る
も
の
は
組
織

1
6
 

2) 高田博士 紐清學新講 第 1巻 243頁
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．

／

 

I

I

I

ー
／

1, 

I

I

 

I

I

 

／
 
U’
 
f
/
 
／
 

園
に
於
て
は
負
で
あ
る
が
、
大
な
る
範
固
に
於
て
は
正
で
あ
る
。

＇ c
 l
l
l
 

,

I

 

吃

ク’ゾ
^
/
 

第
二
種
平
均
費
用
函
数
も
亦
次
の
性
質
を
も
つ
、
帥
ち
、

凶

同
函
数
の

X
に

闘

す

る

微

分

係

数

は

、

X
の
小
な
る
範

歳d 

従
っ
て
第
二
種
平
均
費
用
曲
線
は
、
最
初
右
下
り
で
あ

て
( 最
能
限
平
均
費
用
函
数
が
叙
上
の
性
質
を
も
つ
こ
こ
に
よ
り

而
し
て
、

は
X
の
小
な
る
範
園
に
於
て
は
負
で
あ
る
が
大
な
る
範
園
に

g
 

H
 
d
 
於
て
は
正
で
あ
る
。

組
織
に
よ
る
節
約
並
に
不
繹
惰
の
法
則
に
よ
り
て
、

k
1
1
H
(
X
)
 

Y
 

次
式
に
て
示
す
。

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

費
を
極
小
さ
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
最
能
限
生
産
規
模

(
o
p
t
i
m
u
m
p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 
scall) 
"IJ
呼
ぶ
。

方
程
式
13
に
於
て
生
産
方
法
ー
を
不
髪
に
保
ち
生
産
敷
耀
を
礎
化
せ
し
め
て
、

00 

で
あ
る
。
式

13
さ
1
7
よ
り
生
産
方
法
］
を
消
去
し
て
、
求
め
ら

れ
た
る
も

の
が、

最
能
限
平
均
生
産
費
函
数
で
あ
る
。
•

こ
れ
を

C
,
 
．
 

I

I
、
1

9, ｀` ヽ

(

-

で
(

X

l

)

）

110

a
k
i

a
 

悶
11
祠

X
凶ー
平
均
費
用
k
を
最
小
に
す
る
條
件
は
、

第

九

巻

二
三
六

第

二

琥

一7



ッ“
‘.

る
が
、

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

Qif 

． ヽ

゜ 凸サ•タ

第

九

巻

第

二

戟

雨
曲
線
は
元
来
そ
の
構
造
を
異
に
す
る
（
方
程
式
1
5
及
の

一
定
の
限
度
以
上
に
於
て
は
右
上
り
さ
な
る
。

叙
上
の
闊
係
を
岡
示
す
る
。

第
四
圏
に
於
て

K
軸
に
平
均
費
用

x
軸
に
数
量

1

軸
に
生
産
方
法
を
取
る
。

•
…
•
•
は
夫
：
生
産
方
法
し
1
2…
·
：
を

固
定
に
保
ち

数
耀
を

愛
化
す
る
場
合
の
平
均
費
用
曲
線
で
あ
る
。

生
産
警
l

里

Xl
況
：

．．． 

を
同
定
に
保
ち
生
産
方
法
を
雙
化
す
る
場
合
の
平
均
費
用
曲
線
で
あ
る
C

こ
れ
も
亦

U

字
形
を
示

す
。
生
産
方
法
を
同
定
に
し
て
数
最
を
愛
化
す
る
場
合
の
最
小
費
用
は
曲
線
Clez:・:・
へ
の
切
線
の
X
軸
に
平
行
な
る
黙

Plpz:・・
：で

あ
る
。
生
産
敷
籠
を
固
定
に
保
ち
生
産
方
法
を
愛
化
す
る

正
射
影
す
3
。

場
合
の
最
小
費
用
は
、
曲
線
d
l
d
z
:
…

•

へ
の
切
線
の
1

軸
に
並
行
な
る

幽
q
l
q
Z
・・・・・・である
C

黙

Plpz:・・:
、
黙
q
l
5
．．．．． 
を
夫
：

K
X
面
に

そ
れ
を
第
五
国
が
示
す
。
獣
P
の
正
射
影
の
軌
跡
が
黙

を
細
線
C
l
5…
•
•
•
は
個
別
平
均
費
用
曲
線
で
あ
る

。

第
五
圃
及
び
方

程
式
16
の
構
造
の
示
す
如
く
、
第
二
種
平
均
費
用
曲
線
は
、
個
別
費
用

曲
線
の
包
絡
線

(
~
n
v
e
l
o
p
e
)

で
あ
る
。
第
二
種
費
用
曲
線
を
最
能
限

め

費
用
曲
線
な
り
さ
な
す
見
解
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
正
し
く
な
い
。

ニ―――七

影
の
軌
跡
が
太
線

Q
で
あ
る
。

J
.

れ
が
第
一
一
稲
平
均
費
用
曲
線
で
あ

線
P
で
あ
る
。
こ
れ
が
最
能
限
平
均
費
用
曲
線
で
あ
る
。
黙
Q
の
正
射

た

曲
線
d
l
d
z
.
’

…
•
は

曲
線

ClCz

Viner, J. Cost curves and Supply curves, Zeitschtift f. National-
okonomie, Bd. III. ¥l 931, S.36. 

Schneider, E.. Zar Interpretation von Kostenkurve; S. 277. _ 
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上
に
、

生
産
物
の
一
定
籠
を
生
産
す
る
為
に
結
合
せ
ら
れ
る
生
産
財

第

四

節

生

産

費

に

閥

す

る

法

則

そ

の

三

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

1
7
を
見
よ
）
。
（而
し
て
第
五
園
の
示
す
如
く
、
雨
曲
線
は
一
黙
S
に
於
て
相
切
し
、
そ
れ
よ
り
も
小
及
び
大
な
る
雨
範
園
に

て
は
前
者
は
後
者
の
下
方
に
位
す
る
。
そ
の
切
黙
が
組
織
に
よ
る
節
約
の
法
則
の
支
配
す
る
限
度
で
あ
り
、
こ
れ
に
相
應

す
る
生
南
組
織
が
最
能
限
組
織
で
あ
る
。
第
二
種
平
均
費
用
曲
線
は
上
述
の
如
く
、

U
字
型
を
示
す
。
従
っ
て
、
第
一
種

費
用
曲
線
さ
同
型
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
雨
者
に
は
著
し
く
異
な
る
黙
が
あ
る
。

そ
れ
は
、

可
愛
費
用
に
闘
す
る
平
均
費
用
曲
線
を
加
へ
て
求
め
ら
れ
る
（
第
二
闘
参
照
）
c

は
な
ぃ
。
そ
れ
に
反
し
、
第
二
種
平
均
費
用
曲
線
は
縦
軸
の
一
定
勁
よ
り
出
痰
す
る
。
＇

第
二
種
費
用
に
就
い
て
も
亦
限
界
費
用
を
考
へ
る
こ
さ
が
出
来
る
。

用
函
数
も
亦
容
易
に
導
出
さ
れ
る
。

平
均
費
用
函
数
が
典
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
限
界
費

6
,
 

そ
れ
ら
の
闘
係
は
第
一
種
費
用
に
於
け
る
異
な
る
さ
こ
ろ
は
な
い
。

補
償
に
閥
す
る
法
則
を
考
察
す
る
。
補
償
さ
云
ふ

の
は、

の
組
合
せ
に
就
い
て
、

'
-
財
を
全
く
他
財
さ
取
替
、
或
は
一
財
の

一
定
謹
を
増
す
こ
さ
に
よ
り
て
他
財
の

一
定
El

軍
を
減
す

る
こ
さ

の
出
来
る
闘
係
で
あ
る
。
前
の
取
替
を
質
的
、
後
の
取
替
へ
を
董
的
補
償
さ
云
ふ
。
補
償
の
闊
係
は
如
何
に
し
て

決
定
せ
ら
れ
る
か
を
考
察
す
る

の
が
、
本
節
に
於
け
る
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
生
産
係
敷
決
定
の
問
題
に
つ
き
る
。

4

一
義
的
に
決
定
的
で
あ
る
さ
想
定
し
て
議
論
を

，

個
別
費
用
函
敷
3
に
就
い
て
は
、
生
産
係
数
は
生
産
敷
菫
に
闘
し
て
、

縦
軸
さ
交
は
る
こ
さ

後
者
は
双
曲
線
の
一
隻
の

第

九

巻

夫
故
に
、

ニ―――八

第

二

賊

ニ
四

4) 

5) 

Harrod, Doctorines of Imperfect Competition, Quarterly Journal of 

E conom1cs Vol. 48~ 1934, p. 150. 
Allen,. R. G. Decreasing Costs, Economic Journal, Vol. 42, 1932, p. 

326. 

拙稿純粋費曲用線の研究繹清學研究第 5巻第 4 琥 45—46 頁



る
も
の
が
還
出
さ
れ
る
か
ゞ
先
づ
決
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第

九

巻

第

二

琥

二
五

そ
れ
を
決
定
す
る
も
の
は
、
（
一
）
市
場
の
大
さ
、
（
二
）
謡

無
数
に
可
能
な
る
生
窟
方
法
の
中
よ
り
如
何
な

そ
の
範
園
よ
り
如
何
な
る
も
の
が
選
び
出

生
産
が
賓
行
せ
ら

も
の
に
は
、
先
づ
、
生
産
技
術
並
に
生
産
の
組
織
、
就
中
前
者
を
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
生
産
技
術
の
水
準
が
典
へ
ら
れ
る

こ
れ
を
規
定
す
る

1
9
 

は
こ
の
函
敷
ャ
念
頭
に
置
い
．て
議
論
を
進
め
る
c

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
吾
i

は
、
既
に
一

言
し
た
さ
こ
ろ
で
あ
り
、

、。し 進
め
て
来
た
。

そ
れ
故
に
、

そ

こ

に

は

補

償

の

問

題

は

起

ら

な

い

。

こ

の

想

定

は

現

賓

ぷ

は

相

應

し

な

生
南
方
法
が
確
定
せ
ら
れ
て
ゐ
て
も
、
可
礎
費
用
を
構
成
す
る
生
廂
財
の
間
に
補
償
の
闘
係
の
看
過
し
能
は
ざ
る

こ
れ
を
無
視
し
忙
の
は
甫
柄
を
簡
輩
に
す
る
叙
述
の
便
宜
に
す
ぎ
な
か
っ
●

の
で

あ
る
。
こ

の
闘
係
は
生
産
方
法
を
可
雙
さ
す
る
さ
こ
ろ
の
第
二
種
費
用
函
数
に
就
い
て
は
、

第
二
種
費
用
函
敷
に
就
い
て
も
、

の
和
で
あ
る
。
従
っ
て
、
方
程
式
12
は
次
の
如
く
害
替

へ
ら
れ
る
。

K
=
P,.,A+P

bB+

:·
'……••• 

一
定
数
量
X
を
生
産
す
る
だ
め
の
練
生
南
費
は
使
用
生
産
財
の
憤
格
さ
警
査
さ
の
積

こ
の
方
程
式
右
邊
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
数
量
A
B
C
:
．．．． 
の
間
に
補
償
の
闘
係
か
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

さ
、
補
償
の
闊
係
の
動
く
範
園
が
晟
定
せ
ら
れ
る
。

そ
れ
が
動
け
ば
こ
の
範
園
そ
の
も
の
も
亦
動
く
。

れ
、
生
産
費
函
敷
の
確
定
ぜ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
ら
な
い
C

さ
れ
る
か
ゞ
決
定
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
を
決
定
す
る
仁
め
に
は
、

生
産
財
の
憤
格
組
織
で
あ
る
。

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

二
三
九

併
し
な
が
ら
、



／
 

の
闘
係
は
こ
れ
ら
二
種
の
生
産
手
段
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
て
、

•

生
産
手
段
の
債
格
も
亦
、

？
゜
併
し
な
が
ら
、
吾
々
は
生
産
財
の
憤
格
組
織
を
一
定
所
典
と
想
定
し
て
ゐ
る
。

か
＼
る
朕
態
の
下
に
叙
て
、
如
何
な
る
生
産
方
法
が
選
ば
れ
、

の
大
さ
に
考
慮
を
彿
ふ
必
要
は
な
い
。

相
賞
に
廣
ぎ
範
園
に
於
て
動
き
得
る
補
償
の
闘
係
に
就

ー

生
産
財
の
結
合
の
仕
方
従
っ
て
生
産
方
法
に
重
要
な
る
闘
係
を
も

の
闘
係
で

あ
ら
う
。
努
銀
低
廉
に
し
て
機
械
債
格
高
い
な
ら
ば
、

働
が
相
賞
重
要
な
る
役
割
を
も

つ
さ
こ
ろ
の
低
級
な
る
生
商
方
法
が
選
ば
れ
る
で
あ
ら
う
。

生
廂
財
の
憤
格
組
織
は
亦
生
産
方
法
の
決
定
に
闊
し
て
重
要
で
あ
る
。

供
給
賛
の
社
會
的
供
最
に
占
む
る
割
合
は
極
め
て
小
で
あ
る
。

原
理
的
に
は
線
て

の
生
産
手
段
の
間
に
あ
る
さ
見
な

そ
の
逆
は
反
封
さ
な
る
。
こ

生
産
能
率
高
く
さ
も
機
械
生
産
は
選
ば
れ
す
し
て
、
榮

そ
れ
の
最
も
著
し
き
例
は
努
銀
さ
機
械
憤
格
さ

夫
故
に
、
個
人
的
供
給
麓
を
考
察
す
る
場
合
に
は
、
市
場

生
産
費
を
小
な
ら
し
む
る
こ
さ
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
。
か
く
て
、

を
持
つ
こ
さ
は
否
定
出
来
ぬ
。
併
し
な
が
ら
、
吾
；
は
完
全
競
争
セ
恨
定
し
て
ゐ
る
。

薮
に
於
て
は
一
供
給
者
の
個
人
的

市
場
の
大
き
が
生
産
方
法
の
決
定
に
重
要
な
る
役
割

生
産
敷
埜
は
大
さ
な
る
。
夫
故
に
、
大
規
模
の
生
産
を
な
す
が
た
め
に
は
、

こ
さ
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

市
場
狭
く
し
て
多
麓
の
生
産
物
を
消
化
す
る
こ
さ
が
出
来
な
い
朕
態
に
あ
り
て
は
、

大
な
る
生
産
規
模
に
於
て
最
能
限
内
黙
に
生
産
を
止
め
る
よ
り
も
、
小
な
る
生
産
規
模
に
於
て
最
能
限
生
産
を
行
ふ
方
が

市
場
が
大
ぎ
く
て
多
龍
の
敷
麓
を
消
化
す
る

餌
に
知
れ
る
如
く
、

組
織
に
よ
る
節
約
の
法
則
に
よ
り
て
生
廂
規
模
を
大
に
す
れ
ば
生
産
費
は
遁
減
す
る
け
れ
ざ
も
、

ヽ

供
給
に
閥
す
る
考
察
一
束

第

九

巻

ニ
四

0

第
1

一
琥

二
六

ヽ



• l 

I. 

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

P
c
 

.

O
 

P
n
 

P
b
 

1

1
1
a
f
1
1
a
f
1
1
 

a
f
 

a
c
 

．
 

図

a
B

で
あ
る
。
右
式
群
よ
り
因
子
A
を
消
去
す
る
さ
、
次
式
を
得
る
。

a

k

a

f

 

-

=
P
b十
ー

ー

ー

tio

a
B
 

o
B
.
 

a

k

a

f

 

-

=

P

aヰ
i
|
|
t
1
1
0

a

A

a

A

 

い
て
、
如
何
な
る
も
の
が
選
ば
れ
る
か
。

．
そ
れ
は
、

生
産
の
技
術
的
水
準
に
よ
つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
さ
こ
ろ

の
生
産
函
敷
ー
に
制
限
せ
ら
れ
な
が

ら
、
方
程
式
19
に
就
い
て
生
産
財
敷
翡
A
B
C
f
:
．
を
夫
々
菱
動
し
め
つ

4
、

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

線
生
産
費
k
を
極
小
に
す
る
如
き
も
の
で

そ
れ
は
、
方
程
式
1
を
條
件
方
程
式

(
s
i
d
e
e
q
u
a
t
i
o
n
)
'
Y
.
l
す
る
さ
こ
ろ
の
制
限
極
大

(
c
o
n
s
t
r
a
i
n
d

で、

こ
つ
ぎ
る
。
そ
こ

maximum)
を
求
め
る
こ
さ
し

K
=
PaA
+
P
b
B
+
P
cC
+
…・・・・・・・・・十
J

f

(
A
,
 
B
,
 

C
,••
………•; 

X
)
 

さ
す
る
。
但
し
、

i
は
ラ
グ
ラ
ン
ヂ
乗
敷
で
あ
る
。
線
生
森
費
極
小
の
條
件
は
、

こ
れ
に
於
て
、
各
邊
の
分
子
は
生
南
物
X
に
闘
す
る
夫
；
の
生
産
手
段
の
限
界
生
南
力
さ
云
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

P
ち、
g
 

／

ノ

第

九

巻

ニ
四

第

二

戟

2
2
 

2
1
 

2
0
 

二
七

J

の

一
定
敷
耳
里
を
生
産
す
る
忙
め
の
練
生
産
費
を
極
小
に
す
る
も
の
で
な

l) 

2) 

Allen, Mathematical analysis, p. 498. 

Wilson, E. B. Advanced Calculus, pp. 120ー 121.

Asgood, W. S. Advanced Calculus, pp.180ー 182.

Goursat, Edourd. Cours d'Analyse Mathematique, Tome I, 1927,-pp. 
119ー120,

拙稿限界生産力説の吟味網済學研究第4巻第 1競

Bowley, A. L. The Mathematical Groundwork of Economics, 1924, 

pp. 29ー30.

． 



條
件
が
常
に
備
は
る
が
故
に
、
生
産
係
敷
の
決
定
は
一
義
性
を
も
つ
。

つ
て
、
生
産
係
敷
も
亦
菱
化
す
る
c

併
し
な
が
ら
、

が
愛
化
す
れ
ば
、
そ
れ
に
等
置
せ
ら
る
べ
き
限
界
生
産
力
の
値
も
愛
化
す
る
。

如
何
に
愛
化
す
る
に
せ
よ
、
そ
れ
を
決
定
す
る
に
必
要
な
か
獨
立
の

生
産
方
法
の
水
準
が
異
な
れ
ば
、
方
程
式
1
が
異
な
り
、
従
っ
て
、

ギ
6

、

,＇ー
1 詳

論
し
た
い
さ
思
ふ
。
他
方
、

供
給
に
閥
す
る
考
察
一
束

か
く
て
、

そ
れ
ら
の
條
件
が
異
な
る
に
従

限
界
生
南
力
そ
の
も
の
ーが
異
な
る
。
生
産
財
憤
格

同
様
の
手
綾
に
よ
つ
て
そ
れ
に
相
應
す
る

係
は
所
謂
限
異
生
産
力
説
の
基
本
命
題
の
一
を
な
し
極
め
て
軍
要
な
る
闊
係
で
あ
る
。

限
界
生
産
力
説
に
就
い
て
は
後
に

第

九

巻

ニ
四
二

方
程
式
は
各
生
産
手
段
の
限
界
生
産
力
は
そ
の
慣
格
に
対
し
て
一
定
の
比
に
保
た
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
さ
を
示
す
。

こ
の
方
程
式
は
一
定
の
生
産
数
麓
の
に
め
に
結
合
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
さ
こ
ろ
の
生
産
財

の
比
例
部
ち
生
産
係
数
を
決
定
す
る
。
異
な
り
忙
る
生
産
敷
籠
に
闘
し
て
も
、

生
産
係
敷
が
決
定
せ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
第
二
稲
平
均
費
用
函
敷
1
6
は
、
式

22
の
闘
係
を
内
に
含
む
さ
こ
ろ
の
生
産
敷

ノヽ

3

1

 

罷
ご
平
均
費
用
さ
の
闘
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
郎
ち
、
吾
；
は
方
程
式
1
1
9
2
2
を
も
つ
。
こ
れ
は
合
計
十
個
の
式
を
含

n
 

む
。
而
し
て
、
こ
れ
よ
り
A
B
·
…
•
•
の
項nを
消
去
す
れ
ば
、
線
生
廂
費
K
さ
X

さ
の
闘
係
を
示
す
も
の
さ
し
て
、

ヽ

k
1
1
h
(
X
)
 

、’’4
 

が
導
出
さ
れ
る
。
こ
れ
を
平
均
費
用
に
換
算
せ
る
も
の
が
式
1
6
で
あ
る
。
式
22
は
生
産
結
合
に
偏
分
の
原
理
の
應
用
せ
ら

5
 

れ
ざ
る
時
は
厳
密
に
は
あ
て
は
ま
ら
ざ
る
は
云
ふ
を
ま
だ
な
い
さ
こ
ろ
で
あ
る
が
、
偏
分
の
原
理
さ
へ
許
さ
れ
る
な
ら

‘,’ 6
 

生
産
函
敷
の
性
質
如
何
に
闘
せ
す
成
立
す
る
。

第
1

一
臨

こ
の
闊

ニ
八

3) 

4) 

5) 

9) 

Schneider, E. Bemerkungen zur Grenzproduktivitatstheorie, Zeit-

schrift fiir Nationalokonomie, Bd. IV, 1933, SS. &JS—W7. 
Bowley, op. cit., p. 31. 

Hicks J. R. ・ Marginal productivity and t~e Principle of variation, 
Economic, Vol. 12, 1932, p. 80. 

Schneider, a. a. 0., S. 609. 



す
。
個
人
・
1

に
は
、
財
X
を
生
産
す
る
忙
め
の
生
産
方
法
が
確
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
を
想
定
す
る
。

に
於
け
る
線
生
窄
費
函
敷
は
前
節
に
於
て
考
察
し
た
る
如
く
し
て
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
●
゜

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

K
i
1
1
d
(
X
i
)
 

特
別
の
一
財
X
を
供
給
す
る
さ
こ
ろ
の
多
数
の
個
人
の
中
よ
り
、

賣
ら
ん
さ
申
出
で
ら
れ
た
る
憤
格
帥
ち
供
給
憤
格

(
s
u
?
p
l
y
p
ri
c
e
)
 

量

(
s
u
p
p
ly

q
u
an
t
i
t
y
)
 
~

の
相
闘
々
係
が
供
給
函
敷(
s
u
p
p
l
y

f
u
n
c
t
i
o
n
,
 
A
n
g
e
 bo
t
s
f
un
k
ti
o
n
)

で
あ
る
c

費
用
函
数
は
生
産
方
法
を
不
愛
に
保
つ
か
或
は
繋
化
せ
し
む
る
か
に
よ
っ
て
、
二
に

蔦
別
せ
ら
れ
だ
供
給
函
敷
も
そ
れ
ら
に
相
應
し
て
二
に
甑
別
せ
ら
れ
る
。

先
づ
、
第
一
種
供
給
函
敷
の
考
察
か
ら
は
じ
め
る
。
こ
れ
に
は
、

供
給
函
数
は
、
供
給
に
参
加
す
る
限
り
の
個
人
的
供
給
函
数
の
綿
計
に
ほ
が
な
ら
ぬ
。

考
察
す
る
。

す
る
。

数
は
費
用
函
敷
か
ら
導
出
さ
れ
る
。

・第

會

節

第

二

章

．
 第

一

種

供

給

函

敷

任
意
の
一
人
を
取
出
す
。

個
人
的
の
も
の
さ
社
會
的
の
も
の
さ
あ
る
。
社
會
的

任

意

可

噌

財

の

供

絵

そ

の

第

九

巻

ニ四一――

第

二

輩

' 3
 

二
九

そ
れ
を
示
す
も
の
が
、

か
く
の
如
ぎ
條
件
の
下

こ
の
個
人
を
・
1

に
て
示

吾
た
は
個
人
的
供
給
函
敷
を
先
づ

そ
れ
ら
を
、
第
一
種
及
第
二
種
供
給
函
敷
さ

供
給
函

さ
賣
ら
ん
さ
申
出
で
ら
れ
る
警
―里
郡
ち
供
給
数



ヽ

●
-

但
し
、
憤
格
PX
は
、
完
全
競
争
の
下
に
あ
る
個
人
に
取
っ
て
は
所
典
一
定
ご
想
定
せ
ら
れ
て
あ
る
。

さ
の
均
等
す
る
黙
で
あ
る
。
こ
の
闘
係
を
慣
格
さ
限
界
生
産
費
均
等
の
法
則
さ
呼
ぶ
。

上
述
の
闘
係
を
第
六
園
に
よ
つ
て
表
は
す
。
A
圏
に
於
て

K
曲
線
は
総
費
用
曲
線
（
式
2
3
の
右
邊
第
二
項
）
、

m
直
線

k
 

J

の
式
は
憤
格
さ
限
界
生
産
費
さ
の
均
等
を
示
す
。
卯
ち
知
る
。

P
x
1
1
k
i
、

次
式
さ
な
る
。

~
=
P

x

ー

K
1、
1
1
0

d
G
i
 

d
X
i
 

利
潤
極
大
の
條
件
は
次
の
通

b
で
あ
る
。

、
ょ
、
。
f
'
 

G
i
1
1
PxX
1ー

K
i
(
X
i
)

で
あ
っ
た
。 供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

／ 

供
給
菌
の
決
定
せ
ら
れ
る
の
は
、
債
協
窓
限
界
生
産
費

費
な
ご
の
経
螢
費
用
が
あ
る
け
れ
ざ
も
、
絃
で
は
そ
れ
ら
を
無
視
す
る
。

2
5
 

右
式
を
愛
形
す
れ
ば

2
4
 

2
3
 

そ
れ
が
加
は
り
て
も
事
柄
の
本
質
に
は
愛
化
は

尤
も
、
差
引
き
か
る
べ
ぎ
も
の
さ
し
て
販
賣

供
給
者
1

は
供
給
に
よ
つ
て
得
ら
る
べ
き
線
利
潤

Gi
を
極
大
に
せ
ん
さ
努
め
る
。
線
利
潤
は
生
産
物
債
格
さ
供
給
薗
ご

の
積
よ
り
穂
生
産
費
を
控
除
し
た
る
差
で
あ
る
か
ら
、
次
式
が
成
立
す
る
。

第

九

巻

ニ
四
四

第

二

琥

。

， 



す
る
場
合
が
あ
る
さ
し
て
も
、
直
に
中
止
叉
は
衰
止
せ
ら
れ
る
さ
は
限
ら
ぬ
c

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

“
 
r
 

B ー

工-: 
”゚生f⇔ 6

A’ 
,
K
 

ス

î s
 

？れ

第

九

巻

ニ
四
五

第

二

琥

膊
用
せ
ら
れ
難
い
。
夫
故
に
、
生
産
が
利
益
を
生
ぜ
す
し
て
損
失
を
生

そ
の
法
則
を
み
た
す
敷
董
は
限
界
生
産
費
選
増
の
範
園

ー

G
B
岡

sx
の
間
）
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
さ
を
敦
へ
る
。

1) 

資
本
が
投
下
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
も
、
こ
れ
は
郡
座
に
は
他
産
業
に
は

蓋
し
、
中
止
せ
ら
れ
て
も
不
雙
費
用
の
大

吾
々
は
薮
で
生
産
方
法
の
固
定
を
想
定
し
て
ゐ
る
。

そ
こ
で
は
固
定

J

の
式
は
、

2
6
 

で
あ
る
。

そ
の
十
分
條
件
は
、
方
程
式
2
4
よ
り
次
の
通
り
で
あ
る
。

S,tachelberg, Grundlagen, S. 94. 

は
練
牧
入
曲
線
（
同
式
右
邊
第
一
項
）
で
あ
る
。
雨
線
へ
の
切
線
の
平
行
な
る
黙
Q
が、

る
。
B
岡
に
於
て
は
、
珈
曲
線
は
限
界
費
用
曲
線
（
式
2
4
の
右
邊
第
二

項
）
、
印
直
線
は
憤
格
直
線
（
同
式
右
邊
第
一
項
）
、
／
aa
曲
線
は
平
均
費

黙
pt
で
あ
る
。

債
格
さ
限
界
費
用
さ

の
均
等
の
法
則
を
成
立
せ
し
め
た
も
の
は
方
程

式
2
4
で
あ
る
。
こ
れ
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
利
潤
G
の
極
大
の
必
要
條
件

K
i、、

V
o o

m
が
債
格
oP
に
於
け
る
供
給
麓
で
あ
る
。

用
曲
線
で
あ
る
。
こ

の
法
則
の
満
た
さ
れ
る
黙
は
直
線
ぷ
曲
線
さ
の
交

こ
の
法
則
の
満
た
さ
れ
る
黙
で



／， 既
に
吾
々
の
知
れ
る
さ
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
こ
さ
は
、

/', 

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

に
伴
な
ふ
損
失
が
、
そ
れ
ら
の
損
失
よ
り
も
大
な
ら
ざ
る
限
り
、
生
産
の
績
行
は
損
失
を
最
小
に
保
つ
こ
さ
が
あ
り
得
る

か
ら
で
あ
る
。
従
っ
叉
供
給
数
最
は
債
格
の
闊
係
に
よ
つ
て
は
最
能
限
黙
R
(
B
圏
）
の
右
方
に
あ
る
>A
は
限
ら
ぬ
。

R
黙
の
左
方
に
あ
る
こ
さ
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の
憤
格
の
限
度
は
最
小
限
界
費
用

T
に
相
應
す
る
債
格
で
あ
る
。
こ
れ
を

現
賓
始
疲
供
給
債
格
さ
呼
ば
う
。
憤
格
直
線
が
限
界
費
用
に
交
は
ら
す
し
て
下
方
に
あ
る
時
に
は
、
極
大
の
條
件

24
の
満

忙
さ
れ
る
こ
さ
は
な
い
。
こ
れ
は
生
産
の
績
行
が
中
止
よ
り
も
却
つ
て
損
失
を
大
に
す
る
こ
さ
を
示
す
。

若
し
、
生
産
方
法
の
固
定
さ
云
ふ
こ
さ
を
、
固
定
雀
本
の
投
下
を
含
ま
ざ
る
も
の
さ
す
れ
ば
前
段
の
闘
係
は
少
し
く
姿

を
愛
へ
る
。
帥
ち
現
賓
始
疲
供
給
憤
格
よ
り
も
大
で
あ
る
が
最
能
限
費
用
よ
り
も
小
な
る
憤
格
に
於
て
は
、
生
産
ぱ
練
て

そ
れ
以
下
の
債
格
に
於
て
は
嘗
該
の

最
能
現
費
用
が
始
換
供
給
憤
格
さ
な
る
。

供
給
敷
盤
を
決
定
す
る
條
件
・24
を
見
る
。

そ
の
右
邊
項
郎
ち
限
界
生
廂
費
は
、
生
産
財
債
格
papu:
．．．． 
な
典
へ
ら
れ
る

も
の
さ
し
、
生
痒
物
数
董
の
菱
化
に
よ
り
て
髪
化
す
る
こ
さ
は
、

限
界
生
産
費
は
生
産
財
憤
格
を
可
雙
常
敷
フ
こ
し
、

程
式
匹
を
生
産
物
数
量
X
に
闘
し
て
陽
表
的
に
解
く
。 生
産
物
警
箪
の
函
数
で
あ
る
こ
さ
の
別
の
表
現
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
方

さ
う
す
る
さ
、

X
は
生
産
物
及
び
生
産
財
憤
格
の
値
に
て
表
現
せ

供
給
者
は
賞
該
の
生
産
方
法
に
て
は
供
給
の
閾
内
に
入
り
得
ぬ
。

損
失
を
招
く
。
従
っ
て
こ
の
場
合
に
は
、

て
は
生
南
は
中
止
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
．o

か
4

る
債
格
に

部
分
は
失
費
た
る
こ
さ
を
や
め
ぬ
。
麿
止
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、

未
回
牧
の
固
定
資
本
は
全
損
さ
な
る
。
若
し
、
生
産
績
行

第

九

巻

ニ
四
六

第

二

賊'

、．



供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

完
全
競
争
の
下
に
あ
っ
て
は
市
場
に
一
の
憤
格
が
支
配
す
る
。

第

九

巻

ニ
四
七

一
方
に
於
て
は
同
定
資
本
に
は
不
可
動
性
が
あ
る
。

改
良
に
努
め
る
で
あ
ら
う
。

者
に
対
し
て
劣
敗
の
埴
位
に
あ
る
。

ら
れ
た
る
も
の
さ
し
て
求
め
ら
れ
る
。

こ
さ
、
郎
ち
、
供
給
撮
は
生
産
物
債
格
の
函
数
で
あ
る
こ
さ
を
示
す
。

仮
定
せ
ら
れ
て
あ
る
。

第

二

輩

こ
の
共
通
慣
格
に
封
し
て
、
夫
々
の
個
人
に
於
け
る
生

一
定
の
時
黙
を
取
っ
て
見
る
時
、
供
給
に
参
加

優
秀
な
ら
ざ
る
生
産
方
法
の
所
有
者
は
優
秀
な
る
そ
れ
の
所
有

そ
れ
は
、
生
産
物
及
生
産
財
の
慣
格
が
愛
化
す
れ
ば
、
供
給
董

X
も
亦
愛
化
す
る
』

か
く
し
て
得
ら
れ
た
る
も
の
が
、

考
察
の
目
を
線
て
の
供
給
者
1
2
....... 1
 ...... 
n
に
轄
す
る
。
こ
れ
ら
に
は
線
て
生
産
方
法
を
典
へ
ら
れ
た
る
も
の
"
t
J

然
も
、
そ
れ
ら
は
練
て
一
様
の
も
の
で
あ
る
さ
仮
定
せ
ら
る
ぺ
ぎ
何
の
根
櫨
も
な
い
。
尤
も
、
現

賓
の
社
會
に
あ
る
同
種
財
の
供
給
者
に
就
い
て
見
る
に
、

そ
れ
故
に
、
前
の
者
は
市
場
よ
り
瞬
逐
せ
ら
れ
ざ
ら
ん
こ
さ
を
欲
し
て
生
廂
方
法
の

か
く
て
、
自
由
競
華
は
線
て
の
供
給
者
を
塵
つ
て
最
も
優
秀
な
る
生
産
方
法
に
逹
す
ぺ
＜
努

ヵ
迂
し
む
る
で
あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら
、

に
置
か
れ
る
た
め
に
は
、
相
賞
に
長
ぎ
時
間
の
親
過
す
る
こ
さ
が
必
要
で
あ
る
。

差
等
さ
分
撒
の
朕
態
が
、
今
の
場
合
の
社
會
的
函
敷
の
構
造
に
重
要
で
あ
る
。

そ
れ
が
流
動
し
得
る
朕
態

他
方
に
於
て
、
生
産
方
法
に
は
不
断
の

改
良
さ
進
歩
が
な
さ
れ
て
一
時
も
止
ま
る
さ
こ
ろ
が
な
い
。
そ
れ
故
に
、

す
る
さ
こ
ろ
の
線
て
の
個
人
に
就
い
て
、
生
産
方
法
に
差
等
の
見
ら
れ
る
の
が
現
賓
の
朕
態
で
あ
る
。

x
i
 =
 
g
x
i
 (
P
x, 
p
a, 
P
b,
・…
 

.

.

.

.

.

.

.

.
 ）
 

る
供
給
函
数
で
あ
る
。

そ
れ
を
次
式
に
て
示
す
。

ヽ

こ
の
生
産
方
法
の

2
7
 

個
人
・
1

に
於
け



X
1
1
gx
 (
Px, P
a, 
P
b
,…
…
…
…
i

P

)

 

せ
ば
社
會
的
供
給
函
敷
を
次
式
に
て
示
さ
れ
る
。

こ
れ
を
練
計
す
る
こ
さ
に
よ
り
て
社
會
的
供
給
穂
最

X
を
求
め
る
こ
さ
が
出
来
る
。
こ
れ
は
、
生
廂
物
及
生
産
財
債
格

の
函
敷
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、

28
式
群
に
は
夫
た
の
生
産
方
法
が
可
雙
常
敷
ご
し
て
含
ま
れ
、

需
要
函
敷
の
決
定
に
は
、
既
に
一
言
せ
る
如
く
、

x
i
1
1
gxi
 (
Px, P
a, P
b,"'… 

．．．．．．． 
）
 

X
2
1
1
gx2
 (
Px, P
a, 
P
b,
・・；・：・:）

X
1
1
1
gxl
 (
Px, P
a, Pb
,••…•…·:) 

を
決
定
す
る
。

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

2
9
 

生
産
方
法
の
差
等
さ
分
撒
の
朕
態
が
煎
要
で
あ
る
。
そ
れ
を

P
に
て
示

を
、
方
程
式

27
に
應
じ
て
、
次
式
に
よ
り
て
示
す
。

、
産
方
法
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
る
さ
こ
ろ
の
限
界
費
用
が
等
し
く
せ
ら
れ
る
黙
（
方
程
式

24
に
相
應
）
が
個
人
の
供
給
麓

そ
れ
ら
の
敷
罹
は
、
組
織
の
大
な
る
も
の
に
於
て
大
、
小
な
る
も
の
に
於
て
小
で
あ
る
。

第

九

巻

ニ
四
八

そ
れ
ら
供
給
撞

従
つ
て
、
こ
の
祉
會
的

2
8
 

第

二

撃

＿四



る゚
ま‘
．，ドー

供
給
に
騨
す
る
考
察
一
束

そ
れ
故
に
、

式
3
0
を
成
立
せ
し
む
る
條
件
で
あ
る
。

所
輿
一
定
の
情
格
に
就
い
て
損
失
が
生
す
る
な
ら
ば
、

G
i
六
0

つ
・
て
、
不
等
式

右
式
は
、
個
人
的
第
二
種
供
給
籠
は
憤
格
さ
第
二
種
限
界
費
用

(
3
1
式
右
邊
第
二
項
）
．
さ
の
等
し
い
黙
に
定
め
ら
れ
る

少
く
さ
も

Gi
利
潤
が
負
郎
ち
損
失
の
生
す
る
こ
さ
は
許
さ
れ
ぬ
。
従

蓋
し
、
技
に
於
て
は
固
定
資
本
の
完
全
な
る
流
動
性
が
想
定
せ
ら
れ
て
ゐ

か
＼
る
個
人
は
こ
の
産
業
部
門
に
は
止
ら
な

こ
さ
を
示
す
。
然
•
に
、
今
の
場
合
に
あ
り
て
は
、

d
 

)

1
1
Px
|
ー

-

(
X
i1J! 
(
X
i
)
)
1
1
0
 

d
G
i
 

d
X
i
 

d
Xi
 

G
i
1
1
PxX
iー

X
i
1JI'(Xi) 

こ
れ
に
は
社
會
的
供
給
函
敷
さ
個
人
的
供
給

而
し
て
、
前
者
は
社
會
市
場
に
参
加
す
る
限
り
の
個
人
的
供
給
函
敷
の
総
計
に
外
な
ら
ぬ
が
故
に
、
後

者
か
ら
考
察
を
は
じ
め
る
。

．
絃
に
於
て
も
、
供
給
者
i
は
そ
の
利
潤
を
極
大
に
せ
ん
さ
努
め
る
。

種
費
用
函
敷

18
で
あ
る
か
ら
、
極
大
利
潤
の
亡
め
の
詣
條
件
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

而
し
て
、
利
潤
計
算
の
基
礎
さ
な
る
も
の
は
第

函
数
さ
が
あ
る
。

第
二
種
供
給
函
数
は
、
第
二
稲
費
用
函
数
を
そ
の
構
成
の
基
礎
さ
す
る
。

第

二

節

第

二

種

供

給

函

敷

, ＇● 

第

九

巻

ニ

四

九

第

二

撃

3
2
 

3
1
 

3
0
 

一五

ヽ



ヽ

函
数
が
求
め
ら
れ
る
。

故
に
次
式
が
あ
る
。

で
あ
る
。

供
給
に
騰
す
る
考
察
一
束

い
。
そ
の
所
有
脊
本
を
他
の
一
層
有
利
な
る
産
業
に
帥
座
に
而
し
て
何
等
の
損
失
な
し
に
移
動
す
る
こ
さ
が
出
来
る
か
ら

P
x
{
?
f
(
X
)
 

に
定
め
ら
れ
る
、

こ
れ
さ
式

31
さ
相
侯
つ
て
、
第
二
種
個
人
的
供
給
麓
は
最
能
限
黙
の
右
方
に
於
て
債
格
さ
限
界
生
産
費
さ
の
均
等
す
る
獣

さ
云
ふ
結
論
が
引
出
さ
れ
る
。

式
31
を
X
ー
に
就
い
て
解
け
ば
、

Xi
は
生
産
物
及
び
生
産
財
の
憤
格
の
値
に
て
示
さ
れ
た
る
も
の
さ
し
て
求
め
ら
れ
る
。

然
も
、

Xi
は
そ
れ
ら
の
憤
格
が
愛
化
す
れ
ば
菱
化
す
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
、

Xi
は
そ
れ
ら
憤
格
の
函
敷
で
あ
る
。

x
i
1
1
Gxi
 (P
 x, 
P
 :u P,,

,………••·; 

L
)
 

但
し
、
第
二
種
費
用
函
敷
1
8
の
決
定
に
は
、
．
既
に
述
べ
忙
る
如
く
、
生
産
技
術
の
水
準
が
決
定
的
で
あ
る
。

こ
れ
を
L
さ
し
、
可
髪
常
敷
さ
し
て
挿
入
す
る
。

市
場
に
参
加
す
る
限
り
の
個
人
に
於
け
る
第
二
種
個
人
的
供
給
函
数
を
線
計
す
る
こ
さ
に
よ
り
て
第
一
ャ
種
社
會
的
供
給

静
態
に
は
線
て
の
生
廂
者
に
生
産
方
法
を
不
公
開
な
ら
し
む
る
何
物
も
な
い
。
従
っ
て
、
各
人
の

第
二
種
費
用
函
数
、
引
い
て
は
そ
れ
か
ら
導
出
さ
れ
る
個
人
的
供
給
函
敷
も
亦
線
て
等
し
い
。

不
等
式
3
2
を
愛
形
す
る
フ
ミ
次
式
さ
な
る
。

第

九

巻

1

一五

0
か
く
て
r

そ
れ
ら
を
線
計

第

二

鶉

そ
れ
故
に
、

3
4
 

3
3
 

そ
れ

r―--/、

1) Pigou, A. C. The Economics of Weflare, 3 ed. 192.9, p. 792.'1 



に
す
示
す
。

X
=
G
x
(
Px, 
P
a, P1

1,
…·:·…

••;L) 

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

か
く
て
、
調
節
せ
ら
れ
5
2

る
債
格
に
就
い
て
、

格
に
影
響
を
及
ぽ
さ
す
に
は
置
か
ぬ
。

の
4

そ
れ
に
等
し
い
。
供
給
輩
の
増
分
は
、
＇

第

九

巻

．二
五
一

第

二

琥

一七

超
過
利
潤
の
存
在
す
る
限
り
、
賞
該
産
業
へ
他
窟
業
よ
り
の
新
参
入
供

ず
る
こ
さ
に
よ
り
て
求
め
ら
れ
る
社
會
的
供
給
函
敷
は
、
個
人
的
供
給
函
数
の
個
人
の
敷

n
倍
に
等
し
い
。

こ
の
社
會
的
供
給
函
数
は
愛
敷
を

Px
だ
け
で
あ
る
さ
想
定
す
れ
ば
横
軸
に
並
行
な
る
直
線
さ
な
る
。

考
察
の
目
を
他
に
轄
す
る
。
式
3
1
3
2
が
個
人
的
供
給
麓
を
決
定
す
る
。

に
、
線
て

．一
様
の
利
潤
を
享
受
す
る
。
こ
の
超
過
利
潤
の
存
在
は
、

は
新
に
遊
資
を
投
下
せ
ん
さ
欲
す
る
者
を
、
．
嘗
該
森
業
に
参
入
せ
ん
こ
さ
を
誘
ふ
。

加
せ
し
め
ら
れ
る
。
新
に
添
加
せ
ら
れ
る
供
給
の
こ
の
増
加
に
闘
す
る
生
産
費
函
数
は
r

一
個
人
に
就
い
て
見
れ
ば
債
格
に
影
響
を
及
ぽ
す
程
で
は
な
い
け
れ
ざ
も
、

か
＼
る
増
分
の
集
積
せ
ら
れ
る
時
は
、
債
格
を
著
し

V
引
下
げ
る
。
か
く
て
、
自
由
競
争
は
方
程
式
3
1
に
於
け
る
債
格
を

同
定
に
保
た
な
い
で
菱
化
せ
し
め
る
。
線
て
の
個
人
は
、
夫
々
別
個
に
、

し
て
、
式
3
1
に
示
さ
れ
た
る
極
大
利
潤
の
條
件
を
満
た
す
べ
き
供
給
敷
量
を
決
定
し
な
ほ
す
。

利
潤
が
正
で
あ
る
こ
さ
を
妨
げ
ぬ
。
若
し
、
正
で
あ
る
さ
す
る
。

そ
れ
は
更
に
集
↓
て
、
債

礎
化
せ
し
め
ら
れ
た
債
格
を
再
び
所
典
一
定
さ

既
に
市
場
に
参
加
し
て
ゐ
る
も

そ
れ
が
忙
め
に
、
供
給
は
郎
座
に
増

他
産
業
に
於
て
一
肝
小
な
る
利
潤
し
か
得
ざ
る
者
叉

線
て
の
供
給
者
は
同
型
の
生
商
規
模
を
採
用
す
る
が
故

而
し
て
、

そ
れ
ら
の
條
件
は
そ
れ
だ
け
で
は

｀
 

3
5
 

そ
れ
を
次
式



-...,. 
し ，

さ

は
ヽ

生
産
方
法
叉
は
生
産
規
模
の
等
し
く
て
も
、

生
産
費
函
数
に
差
等
を
生
む
。

そ
れ
故
に
、

： 
2) 

-3) 

--4） 

ろ
警
軍
を
満
た
ず
に
等
質
の
生
産
財
が
不
足
す
る
な
ら
ば
、

勢、

異
質
の
生
産
財
が
使
用
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

第
二
稲
供
給
函
敷
こ
の

P
x
1
1、
P.（
X
i
)

方
程
式

31
及
び

36
は
、
第
二
種
個
人
的
供
給
は
憤
格
さ
限
界
生
産
費
及
び
平
均
生
産
費
の
一
1

一
者
の
均
等
す
る
さ
こ
ろ

に
定
ま
る
こ
さ
を
教
へ
を
。
第
一
者
さ
第
二
者
さ
の
均
等
は
、

第
一
者
さ
第
一
1

一
者
さ
の
均
等
は
完
全
競
華
の
結
果
、
夫
々

め

同
方
向
に
作
用
す
る
さ
こ
ろ
の
需
要
者
の
所
謂
粉
末
化
的
債
格
指
令
力
の
集
力
さ
供
給
者
の
そ
れ
さ
の
合
力
さ
し
て
成
立

す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
そ
れ
ら
二
均
等
は
、
今
の
場
合
の
均
衡
の
必
要
條
件
で
あ
る
。
一
だ
け
が
さ
う
で
あ
る
の

で
は
な
い
。
何
れ
を
訣
ぐ
さ
も
均
衡
は
十
分
で
な
い
。
前
者
は
個
人
的
均
衡
後
者
は
市
場
的
均
衡
に
闊
す
る
。

を
満
た
す
に
十
分
で
あ
る
こ
さ
が
前
提
せ
ら
れ
て
ゐ
る
e

ザ
右
し
さ
う
で
な
い
な
ら
ば
、

事
柄
は
自
ら
別
で
あ
る
。
必
要
な

就
き
生
産
者
各
人
に
闘
し
て
何
等
の
質
的
相
違
の
な
い
こ
さ
、

更
に
具
憫
的
に
云
へ
ば
、
必
要
な
る
生
産
財
敷
麓
が
需
要

第
二
種
供
給
函
数
に
闘
す
る
以
上
の
叙
述
に
は
、

生
産
方
法
に
闘
す
る
條
件
の
み
な
ら
す
、
使
用
す
べ
き
生
産
要
素
に

Pigou. op. cit., p. 792. 

拙著前掲． 218頁
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利
潤
を
得
ん
さ
す
る
箪
一
個
人
に
於
け
る
努
力
の
結
果
生
れ
、

市
場
に
於
て
定
め
ら
れ
る
憤
格
を
所
典
一
定
さ
し
て
極
大

．
 
．．
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G
 =
 P
x
X
1ー

X
1
1
:
P
'
(
X
I
)
=
O

供
給
に
腸
す
る
考
察
一
束

利
潤
利
Gi
の
消
失
す
る
時
で
あ
る
。
＇
か
く
て
、
次
の
條
件
が
必
要
で
あ
る
。

給
者
を
誘
ひ
、
憤
格
は
更
に
調
節
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
憤
格
調
節
運
動
の
止
ま
る
の
は
、
賞
該
南
業
部
門
に
超
過

綽済學への数學の應用 岩波講座数學 VIII.73頁

第

九

巻

二
五
ニ

第

二

競

一八

‘‘, 



供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

給
El

一
里
及
び
社
會
的
限
界
費
用
が
定
ま
る
。

而
し
て
、

数
の
詑
明
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
こ
さ
は
周
知
で
あ
る
。

に
闊
す
る
諸
條
件
は
必
す
し
も
み
た
さ
れ
ぬ
。

／ 

第

九

巻

第

二

輩

一九

一
の
外
部
経
齊
か
ら
次
の
外
部
鰐
齊
に
移
る
に
如
何
な
る
時
間
を

か
く
て
、
こ
の
社
會
的
限
昇
生
産
費
さ
正
常
供
給
菌
さ
の
闘
係

そ
れ
に
つ
れ
て

そ
れ
ら
二
事
情
か
ら
、
正
常
供

一
方
に
於
で
市
場
の
大
さ
、
他
方
に

そ
れ
が
忙
め
に
、
利
潤

こ
れ
ら
の
事
柄
は
地
用
就
中
農
業
用
の
そ
れ
に
就
い
ゼ
顕
著
で
あ
る
。

農
業
生
産
物
の
一
定
債
格
に
應
す
る
需
要
を
充
足
す
る
さ
こ
ろ
の
複
数
の
供
給
者
が
、

使
用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
さ
す
る
。
生
産
の
方
法
叉
は
規
模
は
等
し
く
て
も
生
南
費
函
数
は
異
な
る
。
一
た
異
な
り
た
る
農
業
地
用
を

極
大
の
條
件
式
3
1
を
み
た
す
敷
麓
さ
限
界
費
用
も
亦
線
て
異
な
る
。
そ
れ
故
に
、
祉
會
的
第
二
種
供
給
函
敷
は
、
方
程
式

3
5
の
示
す
も
の
さ
な
る
こ
さ
は
あ
り
得
ぬ
。
そ
の
構
造
は
第
一
種
供
給
函
数
に
類
似
の
も
の
で
あ
る
。

供
給
函
数
に
就
い
て
短
期
及
び
長
期
供
給
函
敷
の
分
類
を
な
す
は
、

マ
ア
シ
ル
以
来
所
謂
ヶ
ム
プ
リ
ヂ
學
派
の
偉
統
で

あ
る
。
そ
れ
ら
に
就
い
て
少
し
く
述
べ
て
置
く
必
要
が
あ
る
。
↓
ア
シ
ル
に
於
て
は
代
表
企
業
(
r
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
v
e
f
i
r
m
)
、

の

ピ
グ
ウ
に
於
て
ぱ
均
衡
企
業

(
e
q
u
i
b
i
r
i
u
m

firm)
の
外
部
経
齊
の
攣
動
に
相
應
し
て
礎
動
す
る
姿
を
捕
へ
て
、
供
給
函

そ
れ
ら
に
就
い
て
弦
に
立
入
り
て
叙
述
す
る
餘
猶
を
も
た
ぬ
。
主
ご

し
て
吾
た
の
表
現
に
繹
し
て
叙
述
し
よ
う
。

””
 

一
定
の
外
部
経
惰

(
e
x
t
e
r
n
a
l
e
c
o
n
o
m
y
)
 
に
就
い
て
見
る
。
そ
こ
で
は
、

於
て
は
生
産
の
技
術
的
水
準
並
に
生
産
の
祉
會
的
絹
織
が
典
へ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。

外
部
経
惰
の
大
さ
が
動
け
ば
、

今、

正
常
供
給
腿
及
び
社
會
的
限
界
費
用
も
亦
さ
う
で
あ
る
。

．
 

を
示
す
も
の
が
、
買
の
供
給
函
敷
で
あ
ろ
。

又
そ
れ
ら
二
事
情
も
動
き
、

1

1
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5) 

6) 

7) 

Marshall, Principles, p. 317, 342, 809. 

Pigou, op. cit., p. 790ー 792.

Marshall, Principles, p. 266. 



る
か
。
そ
れ
は
そ
の
時
に
於
け
る
需
要
曲
線
さ
第
一
種
供
給
函
敷
こ
の
交
勘
で
あ
る
。

一
種
供
給
曲
線
さ
の
交
撃
の
軌
跡
の
示
す
も
の
で
あ
る
。

足
つ
て
、

'ー

・

時
の
経
過
ご
共
に
愛
化
す
る
さ
こ
ろ
の
、
市
場
の
大
さ
従
っ
て
需
要
曲
線
ビ
第

こ
の
闘
係
は
第
七
圃
に
示
さ
れ
る
。
．
黙
線

SlPSzp

呻
：
・
・
・
は
時

を
異
に
す
る
さ
こ
ろ
の
第
一
種
供
給
曲
線
で
あ
る
。
黙
線

slP
に
就
い
て
そ
れ
に
固
有
の
外
部
親
惰
の
闘
係
か
ら
、

m
だ
け
の
数
量
が
供
給
せ
ら
れ

゜

愈
益
合
て
は
そ
れ
に
固
有
の
外
部
親
惰
の
闘
係
か
ら
、

を

か

く

て

黙

PIE広を
結
ぶ
も
の
が
マ
ア
シ
ル
的
供
給
曲
線
で
あ
る
。
こ
の
曲
線
は
、
以
上
の
叙
述
に
よ
り
て
明
ら
か
な

の
数
輩
が
供
給
せ
ら
れ
る
。

る
如
く
、
曲
線
上
の
―
一
の
黙
は
一
一

の
均
衡
（
あ
る
意
味
の
）
の
決
定
を
う
ち
に
も
つ
。

け
る
慣
格
さ
供
給
敷
蓋
ご
の
闘
係
は
、

じ
く
、

そ
の
時
に
於
け
る
需
要
曲
線
ご
第
一
種
供
給
曲
線
さ
の
交
幽
で
あ
る
。

ー

｝ナ
f
t
 

m
,
 ゚

マ
ア
シ
ル
的
供
給
函
敷
に
於

他
の
外
部
経
惰
に
就
い
て
は
、
同

で
あ
る
。

か
く
て
、

か
う
な
る
。

一
の
外
部
経
惰
に
就
い
て
正
常
憤
格
さ
正
常
供
給
麓
っ
こ
を
決
定
す
る
も
の
は
何
で
あ

な
る
ぺ
笞
債
格
で
あ
り
、
供
給
童
に
就
い
て
云
へ
ば
、

そ
の
供
給
憤
格
に
於
け
る
需
要
が
そ
れ
さ
等
し
く
な
る
如
ぎ
敷
麓

で
は
な
く
て
正
常
埜
で
あ
る
。

憤
格
に
就
い
て
云
へ
ば
市
場
に
於
て
供
給
さ
需
要
さ
が
均
等

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

許
す
か
に
よ
り
、
短
期
及
び
長
期
供
給
函
敷
さ
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
そ
の
根
本
的
考
方
で
あ
る
。

．
 

マ
ア
シ
ル
的
供
給
函
敷
に
就
い
て
は
、
云
ふ
べ
き
こ
さ
が
多
い
。
第
一
、
そ
れ
に
は
時
間
の
経
過
が
必
要
條
件
で
あ

る
。
屈
弔
二
正
常
供
給
菌
の
一
の
値
に
野
し
て
一
の
外
部
親
惰
が
所
典
で
あ
る
こ
こ
が
前
提
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

事
柄
か
ら
し
て
、
供
給
函
敷
に
於
て
野
立
せ
ら
れ
る
さ
こ
ろ
の
二
菱
龍
抑
ち
供
給
憤
格
さ
供
給
敷
最
さ
は
、

弦
に
正
常
量
さ
云
ふ
は
、

可
能
の
斐
菫

こ
れ
ら
二
の

第

九

巻

1^

1

五

四

第

二

琥

四

0

8) 

9) 

Marshall, op. cit., pp. 805—812. 
Marshall, op.. cit., pp. 810ー 813.

一



ノヽ

。
ー

曲
線
さ
云
ふ
を
得
る
で
あ
ら
う
。

る
。
こ
の
事
柄
の
中
に
は
多
く
の
混
雑
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

普
通
に
、

劣
ま、、

供
給
に
闘
す
る
考
察
亡
界

さ
て
、

工
業
に
就
い
て
は
費
用
逓
減
の
法
則
が
、

5
 

c 

ー
／
ー

///-5 、

5

第

九

巻

二
五
五• 

第

二

戴

四

先
づ
そ
の
命
題
を
解
繹
す
る
に
、

一
企
業

併
し
な
が
ら
、
吾
た
さ
て
も
マ
ア
シ
ャ
ル
的
の
に
全
く
意
義
を
認
め
ぬ

の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
現
賓
の
市
場
に
於
て
取
引
せ
ら
れ
た
る
取
引
麓

ト
レ
ン
ド
IJ
・レ
エ
シ
ョ
ン

さ
債
格
さ
の
間
の
泡
勢
闘
係
の
表
示
に
す
ぎ
ぬ
。
そ
れ
は
取
引
曲
線

、さ
云
ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、

農
業
に
就
い
て
は
費
用
逓
増
の
法
則
が
支
す
る
っ
ミ
本
は
れ
て
ゐ

い
。
若
し
、
供
給
曲
線
さ
云
ふ
な
ら
ば
、
同
一
の
樅
利
を
以
て
、
需
要

供
給
曲
線
竺
云
ふ
べ
き
も
の
で
は
な

力 1

考
へ
能
は
ぬ
。
あ
く
ま
で
吾
々
の
供
給
函
数
が
興
で
あ
る
さ
信
す
る
。

右，

供
給
幽
敷
（
短
期
に
せ
よ
長
期
に
せ
よ
）
を
興
の
供
給
函
敷
な
り
さ
は

s/ 

メ

一
慨
吾
た
は
需
要
函
敷
さ
供
給
函
敷
さ
の
分
析
を
何
故
に
な
す
の
で
あ
る
か
。
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
債
格
（
ひ

い
て
交
換
麓
）
決
定
の
根
猿
さ
機
構
さ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
外
な
ら
ぬ
。
夫
故
に
、
憤
格
理
論
の
必
要
さ
す
る
も
の

一
の
均
衡
を
決
定
す
べ
ぎ
條
件
さ
し
て
の
需
要
函
数
さ
供
給
函
数
さ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

の
軌
跡
さ
も
云
ふ
べ
ぎ
憤
格
さ
敷
撮
さ
の
函
数
闘
係
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。

し
て
は
役
に
立
た
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

け
だ
し
こ
れ
は
、

か
く
て
、
吾
々
は
マ
ア
シ
ャ
ル
的

決
定
せ
ら
れ
た
均
衡
黙

憤
格
決
定
の
基
礎
要
素
ビ

10)拙稿 需要曲線及び供給曲線の統計的の可能條件
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多
数
企
業
の
生
産
方
法
の
間
に
あ
る
差
等
は
、

て
、
絃
に
も
亦
こ
の
命
題
は
成
立
せ
ぬ
。

従
っ

供
給
に
閥
す
る
考
察
一
束

内
の
隅
係
を
見
る
か
、
或
は
多
数
企
業
を
擁
す
る
一
森
業
部
門
内
の
闘
係
を
見
る
か
に
就
い
て
相
異
が
あ
る
。

一
企
業
内
に
於
け
る
闘
係
に
就
い
て
見
れ
ば
、

業
さ
の
別
な
く
、

U
字
形
曲
線
に
よ
つ
て
示
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
何
等
相
異
は
な
い
。

差
だ
け
で
あ
る
。
最
能
限
黙
或
は
最
能
限
組
織
が
、

り
で
あ
る
。

工
業
に
於
て
は
比
較
的
大
な
る
数
簸
黙
に
存
在
す
る
が
、
農
業
に
於

（
こ
の
二
の
條
件
は
工
業
に
は
あ
で
は
ま
る
が
、
農
業
に
は
あ
て
は
ま
ら

ぬ
さ
云
ふ
こ
さ
は
、
必
然
性
を
も
た
ぬ
）
、
生
産
方
法
を
郎
座
に
而
し
て
何
等
の
損
失
な
く
可
愛
の
も
の
さ
見
れ
ば
、
数
董

を
増
加
す
る
こ
さ
に
よ
っ
て
、
平
均
生
産
費
は
増
加
せ
ぬ
。
不
愛
で
あ
る
。
従
っ
て
、

多
数
企
業
の
生
産
方
法
に
差
等
が
あ
り
、

こ
の
差
等
か
帥
座
に
除
去
せ
ら
れ
難
い
な
ら
ば
、
生
廂
財
の
苦
等
が
な
く
て

も
、
生
産
物
の
敷
祉
の
増
加
は
常
に
祉
會
的
限
界
生
産
費
の
増
加
、
引
い
て
、
平
均
生
産
費
の
増
加
を
も
た
ら
す
。

完
全
競
手
の
結
果
除
去
せ
ら
れ
る
か
乃
至
除
去
さ
れ
る
傾
向
に
ぁ
る
。

的
又
は
社
會
的
の
制
限
の
認
め
ら
れ
ざ
る
限
り

多
数
企
業
内
の
査
業
内
の
闘
係
に
就
い
て
見
て
も
、

こ
の
命
題
は
薮
に
も
成
立
せ
ぬ
。

生
産
方
法
の
不
公
開
が
な
く
並
に
同
種
生
産
財
存
在
数
龍
に
自
然

て
は
比
較
的
に
小
な
る
敷
盤
黙
に
存
在
す
る
。
従
っ
て
、

こ
の
命
題
を
一
企
業
内
の
闘
係
に
就
い
て
云
ふ
な
ら
ば
全
く
誤

も
し
あ
り
さ
す
れ
ば
、

か
う
云
ふ

必
要
さ
す
る
限
り
の
幼
稚
な
ら
ざ
る
生
産
方
法
が
問
題
で
あ
る
限
り
、

平
均
費
用
さ
生
産
数
旱
臭
こ
の
闘
係
は
、
農
業
さ
エ

生
産
方
法
を
固
定
さ
見
る
に
せ
よ
可
愛
さ
見
る
に
せ
よ
、
不
愛
費
用
を

第

九

巻

• 
二
五
六

第

二

琥

四



吾
；
ぱ
前
二
項
に
於
て
供
給
函
数
は
如
何
に
し
て
決
定
せ
ら
れ
る
か
を
考
察
し
た
。

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

を
有
す
る
か
を
考
察
す
べ
苔
で
あ
る
。

第 ヤ

三

節

供

給

の

、法

則

第

九

巻

マ
ア
シ
ャ
ル
的
供
給
曲
線
は
右
上
り
さ
な
ら
す
し
て
右
下
り
さ
な
る
こ
さ
は
十
ぶ
ク
に
可
能
で
あ
る
。

は
、
生
査
憤
格
を
比
較
せ
ら
れ
る
二
時
黙
に
就
い
て
不
雙
さ
見
て
の
事
柄
で
あ
る
OJ

題
が
妥
賞
す
る
。
尤
も
、
工
業
に
就
い
て
は
別
で
あ
る
が
、

尤
も
、
経
齊
の
完
全
流
動
性
が
現
賓
に
存
せ
ざ
る
限
り
、

二
五
七

第

二

琥

四

今
や
こ
の
函
数
が
如
何
な
る
性
質

叙
上
の
闘
係

費
用
可
菱
の
法
則
に
就
い
て
も
、
亦

そ
れ
さ
牧
穫
に
闘
す
る
謡
法
則
に
就
い
て
も
写
？
は
説
く
べ
苔
多
く
の
事
柄
を
も
つ
け
れ
ざ
も
、
更
に
深
く
立
入
る
べ
き

6
 

餘
裕
を
も
た
ぬ
。
゜
ピ
グ
ウ
、
ス
ラ
ッ
フ
ア
、
ハ
ロ
ッ
ド
、
ア
レ
ジ
、
ヴ
ァ
イ
ナ
ア
、
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ア
、
シ
ュ
タ
ッ
ケ
ル
ベ

ル
グ
な
ざ
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

は
ヽ

農
業
に
就
い
て
も
生
産
方
法
の
痰
逹
の
速
度
大
な
る
場
合
に

の
繰
過
さ
共
に
多
く
は
生
産
方
法
は
改
良
せ
ら
れ
新
し
き
も
の
が
疲
明
せ
ら
れ
る
。

業
に
は
一
様
性
が
認
め
ら
れ
勝
で
は
あ
る
が
、

営
に
大
な
る
異
質
が
認
め
、
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
二
の
事
情
の
結
果
に
よ
り
て
、

は
右
下
り
を
示
す
が
、
冨
紫
未
に
於
て
は
右
上
り
で
あ
る
こ
さ
が
認
め
ら
れ
る
。

か
く
て
、

薮
に
於
て
は
じ
め
て
こ
の
命

マ
ア
シ
ャ
ル
的
供
給
曲
線
ば
、

工
業
に
於
て

農
業
に
は
少
く
さ
も
文
化
の
痰
逹
し
忙
る
社
倉
に
就
い
て
見
る
な
ら
ば
相

又
、
生
森
財
の
質
に
闘
し
て
は
、
エ

さ
う
な
る
に
は
時
間
の
経
過
を
必
要
こ
す
る
。
而
し
て
、
時
間

11) Pi?;>~, ~~aw of decreasing and increasi~g Cost, _ Economic Journal, 
Vol. 37. 

Pigou, An Analysis of Supply, The same journal, Vol. 38. ・ 

12) Sraffa, P. The laws of returns under competitive condition, Econo-
mic Journal, Vol. 36. 

1 13) Harrod, R. F. Doctorines of imperfect competition, Quarterly Jour• 
nal of Economics, Vol.48, 1934. -

14) Allen, R. G. Dereasing Cost, The Economic Journal, Vol.・ 42. 

／
 



る
こ
さ
が
出
来
る
。

方
程
式
2
4
で
あ
る
。
従
っ
て
、

ヽ
，ヽ
nH 

る
女

t
 

`
O
H
 

，
 先

づ
、
第
一
種
供
給
函
敷
に
就
い
て
見
る
。

供
給
に
閥
す
る
考
察
一
束

個
人
の
立
場
に
於

社
倉
的
市
場
に
就
い
て
見
れ
ば
、

さ

rノ

こ
の
條
件
式
に
は
慣
将
は
常
数
フ
こ
し
て
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
併

2
4
 

個
人
的
供
給
を
決
定
す
る
條
件
は
、
既
に
吾
；
の
知

巾
に
就
い
て
重
要
な
る
も
の

こ
の
函
数
に
よ
り
て
知
ら
れ
る
こ
さ
は
、
生
南
物
さ
生
産
財
＜
J

の
債
格
、

生
産
方
法
の
葉
異
並
び
に
そ
の
分
撒
度
が
雙
化
す
れ
ば
供
給
批
は
髪
化
す
る
こ
さ
で
あ
る
。

は
前
二
者
で
あ
る
。
然
ら
ば
如
何
に
愛
化
す
る
か
。

｛
、
生
廂
物
債
格
に
就
い
て
考
察
す
る
。
第
一
種
供
給
函
数
2
9
は
総
て
の
供
給
者
に
於
け
る
個
人
的
供
給
函
敷
の
総
計

で
あ
る
。
夫
故
に
、
個
人
的
供
給
函
敷
2
7
に
就
い
て
先
す
論
す
る
。

pー

K
i
、(
X
i
)
9
0

帥
ち
、
憤
格
さ
限
界
生
廂
費
さ
を
均
等
す
る
こ
さ
で
あ
る
。

し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
個
人
が
完
全
競
竿
の
中
に
あ
る
が
故
の
こ
さ
で
あ
っ
て
、

で
は
な
い
。
生
産
物
憤
格
は
一
の
愛
数
に
す
ぎ
ぬ
。
然
も
髪
敷
忙
る
債
格
が
如
何
に
髪
化
す
る
さ
も
、

て
は
そ
れ
を
常
数
さ
し
て
常
に
四
式
が
満
た
さ
れ
る
や
う
に
供
給
を
決
定
す
る
。
か
く
の
如
ぎ
性
質
を
有
す
る
も
の
が
、

式
2
4
は
債
格
を
可
愛
常
数
ご
し
て
含
む
さ
こ
ろ
の
個
人
供
給
函
数
の
陰
約
型
で
あ
る
C

夫

故
に
、
こ
の
式
に
就
い
て
微
分
係
数
を
求
め
、
そ
の
符
琥
を
追
求
す
れ
ば
、
i

個
人
的
供
給
が
生
産
物
債
格
の
斐
化
に
よ
り

て
如
何
に
愛
化
す
る
か
を
知
り
得
る
。
吾
i

は
陰
約
躙
数
に
闘
す
る
全
微
分
の
法
式
に
よ
り
て
、
式
2
4
よ
り
次
式
を
求
め

第

九

巻

二
五
八

第

二

臨

四

四

15) Viner, J. Cost curves and supply curves, Zeitschrift f. National-
okonomie, Bd. III, 1931. 

16) Schneider, E. Zur Interpaetation von. Kostenkurven, Archiv 

Sozialwissenscahft und Soz ialp'olitik, Bd. 65, 1931. 

17) Stackelberg, F. H. Grundlagen einer Kq凡tentheo::-ie,Zeitschri_ft fiir 

Nationalokonomie, Bd. 3, 1932, 
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尤
も
、
こ
の
闘
係
は
債
格
P
の
線
て
ーの
範
園
に
就
い
て
成
立
す
る
の
で
は
な
い
。

24
を
成
立
せ
し
め
ざ
る
債
格
の
範
園
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
定
慎
格
P
よ
り
小
な
る
範
園
に
あ
っ
て
、

大
な
る
範
園
に
は
な

い
。
そ
の
一
定
憤
格
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
総
生
産
費
函
敷
の
値
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
こ

の
債
格
を
個
人
i
に
於
け
る
不
供
給
債
格
さ
云
は
う
。

不不
供
給
債
格
以
上
の
範
園
の
債
格
の
嬰
動
に
こ
の
個
人
の
供
給
が

反
應
を
示
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
す
べ
き
も
の
が
式
3
7
の
符
琥
で
あ
る
。
方
程
式
3
7
の
符
琥
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る

か
。
そ
れ
は
練
生
産
費
の
第
二
次
微
分
係
敷
応
の
符
琥
に
よ
り
文
決
定
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
紙
に
述
べ
し
が
如
く
、
小
な

大
な
る
範
園
に
於
て
は
正
で
あ
る
。

｛
然
る
に
、

は
、
始
喜
給
債
格
は
最
能
限
費
用
に
等
し
い
か
、
或
は
最
小
限
界
費
用
に
等
し
い
か
す
る
。

゜
＞
 

は
必
す
限
界
費
用
遣
増
の
範
園
即
ち
の
．
］
範
園
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
式

26)
。
か
く
て
、
個
人
的
供
給
の
髪
化
の
姿
を

Kii 

示
す
べ
ぎ
標
準
式
3
7
の
右
邊
は
常
に
正
で
あ
る
。
こ
れ
は
個
人
的
供
給
は
常
該
財
債
格
の
増
加
函
敷
で
あ
る
こ
さ
を
示

す
。
特
定
個
人
に
就
い
て
述
べ
た
る
事
は
生
南
方
法
は
異
な
っ
て
も
、

叙
上
の
條
件
に
制
約
せ
ら
れ
る
さ
こ
ろ
の
線
て
の

供
給
者
に
あ
て
は
ま
る
。
夫
故
に
、
社
會
的
供
給
械
も
亦
生
森
物
債
格
の
増
加
函
数
で
あ
る
。
こ
の
事
柄
が
普
通
に
呼
ば

れ
て
ゐ
る
さ
こ
ろ
の
供
給
の
法
則
を
示
す
。
若
し
、
供
給
函
敷
2
9
が
平
而
線
に
て
示
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
供
給
曲

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

る
敷
麓
範
園
に
於
て
は
負
で
あ
る
が
、

d
X

i

•

一K
、、i

d

p

|

 

第

九

巻

二

五

九

第

二

撃

四

五

夫
故
に
、
個
人
的
供
給
龍

生
産
方
法
固
定
の
場
合
に
於
て

一
定
の
線
生
産
費
函
数
に
就
い
て
式

3
7
 

-



産
方
法
の
異
な
る
に
従
っ
て
異
な
る
で
あ
ら
う
。

か
く
て
、

を
減
少
せ
し
む
る
が
、
減
少
の
程
度
は
小
で
あ
る
。

ら
す
が
、

そ
の
礎
化
の
程
度
は
小
で
あ
る
。

か
く
て
、

生
産
財
に
は
補
償
の
闘
係
に
結
ば
れ
る
若
干
の
も
の
が
あ
る
。

落
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
さ
逆
の
闘
係
が
生
れ
る
。

む
。
従
つ
て
極
大
利
潤
式
2
4
の
中
に
は
、
厳
密
に
は
こ
れ
が
含
ま
れ
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
事
柄
は
生
産
物
債
格
に
闘

る
。
帥
ち
、
膀
貴
は
限
界
費
用
曲
線
を
全
線
的
に
上
方
に
移
行
せ
し
む
る
。

（
一
）
供
給
始
痰
憤
格
が
膀
買
す
る
。
（
二
）
債
格
直
線
さ
限
界
費
用
線
さ
の
交
貼
は
左
方
に
移
動
す
る
。
生
産
財
債
格
下

生
産
財
債
格
の
減
少
函
敷
で
あ
る
。

か
く
て
、
吾
；
は
次
の
結
論
を
引
出
す
こ
さ
が
出
来
る
。
個
人
的
供
給
は

他
生
産
財
の
使
用
を
な
さ
し
め
る
こ
さ
が
あ
る
。

一
生
産
財
憤
格
の
謄
貴
は
、
そ
れ
が
使
用
を
や
め
て
、

か
4
る
場
合
に
も
、
限
界
生
南
費
曲
線
は
菱
化
せ
し
め
ら
れ
る
が
一
般

で
あ
る
。
こ
の
愛
化
は
被
代
替
財
が
そ
の
ま
＼
使
用
せ
ら
れ
る
場
合
の
費
用
曲
線
の
愛
化
さ
同
一
の
方
向
の
斐
化
を
も
た

一
ー
財
の
債
格
膀
貴
に
基
づ
く
他
財
の
使
用
は
、

生
廂
財
の
債
格
は
線
て
の
生
産
者
に
一
様
に
負
荷
せ
ら
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
故
に
、
生
産
財
債
格
の
雙
化
は
穂
て
の
生
産
者
に
一
様
な
る
方
向
の
影
響
を
典
へ
る
。

祉
會
的
供
給
は
生
産
財
債
格
の
減
少
函
数
で
あ
る
さ
云
ふ
結

す
る
さ
大
い
な
る
相
異
を
も
亡
ぬ
。

結
論
だ
け
を
叙
述
す
る
に
正
め
る
。

二、

生
南
財
債
格
の
菱
化
は
供
給
を
如
何
に
愛
化
す
る
か
。

尤
も
、
そ
の
程
度
は
生

個
人
的
供
給
祉

夫
故
に
、
そ
れ
か
ら
二
の
事
柄
が
生
す
る
。

生
産
財
憤
格
は
生
産
費
函
数
を
菱
化
せ
し
む

綿
生
産
費
函
数
は
生
産
財
債
格
を
可
礎
常
数
ご
し
て
含

線
は
右
上
り
の
傾
斜
を
も
つ
。
こ
の
曲
線
が
更
に
如
何
な
る
姿
を
持
つ
か
は
、

次
節
に
於
て
考
察
す
ぺ
ぎ
事
柄
で
あ
る
。

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

第

九

巻

二
六

0

第

二

巻

四

大



ー

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

さ
の
雙
化
を
う
ち
に
含
む
。

雨
者
の
愛
化
率
の
闘
係
に
よ
り
て
、

第

九

巻

二
六

第

二

琥

四

七

マ
ア
シ
ャ
ル
的
供
給
の
慣
格
の
愛
化
に
伴
な
ふ
雙
化
の

時
の
経
過
に
つ
れ
て
雙
化
す
る
さ
こ
ろ
の
需
要
函
敷
さ
供
給
函
敷

こ
さ
で
あ
る
。
こ
れ
が
あ
る
な
ら
ば
、
第
二
種
供
給
函
敷
さ
雖
も
、

第
一
種
供
給
函
敷
さ
そ
の
姿
に
於
て
異
な
る
こ
さ
は

・▼

社
會
的
供
給
曲
線
は
横
軸
に
平
行
な
る
直
線
さ
な
る
。

尤
も
、
こ
れ
は
必
要
な
ろ
生
産
財
に
何
等
の
差
等
の
な
ぎ
場
合
の

こ
の
場
合
、
若
し
表
現
し
得
る
な
ら
ば

か
く
て
、
慣
格
⑦
愛
動
を
も
た
ら
す

b
c
超
費
餘
剰
が
残
存
す
る
に
到
を
併
し

Jiが
ら
、

れ
る
黙
に
は
雙
化
は
な
い
。

併
し
な
が
ら
、

個
人
的
供
給
は
絃
に
於
て
も
憤
格
を
常
数
さ
し
て
極
大
利
潤
が
得
ら
れ
る
や
う
に
決
定
せ
ら

そ
れ
さ
同
時
に
債
格
さ
平
均
生
産
費
さ
は
等
し
い
。
然
も
、
練
で
の
個
人
に

於
け
る
生
産
費
函
数
が
等
し
い
。
こ
れ
が
第
二
種
供
給
函
敷
の
決
定
せ
ら
れ
る
條
件
で
あ
る
。

今
、
需
要
の
増
加
に
よ
っ
て
、
債
格
が
極
小
的
に
勝
貴
し
た
さ
す
る
。

る
や
う
に
、
線
て
の
個
人
的
供
給
量
が
決
定
し
な
ほ
さ
れ
る
。

り
の
供
給
は
増
加
せ
ら
れ
、
債
格
は
も
さ

の
値
に
低
落
せ
し
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

こ
さ
な
し
に
、
社
會
的
供
給
董
は
需
要
の
増
加
し
た
だ
け
増
加
せ
し
め
ら
れ
る
。

な
い
。
供
給
は
生
産
物
債
格
の
増
加
函
数
で
あ
る
。

マ
ア
シ
ャ
ル
的
供
給
函
数
は
既
に
論
及
せ
し
如
く
、

生
商
物
債
格
に
闘
し
て
、

次
に
、
第
二
種
供
給
函
数
3
5
に
就
い
て
見
る
6

論
に
達
す
る
6 • 

こ
の
債
格
に
封
し
て
限
界
生
南
費
が
等
し
く
な

さ
う
す
れ
ば
、
必
然
に
、
債
格
は
生
産
費
よ
り
も
大
さ
な

こ
の
超
費
餘
剰
は
他
類
よ
り
の
坪
熙
手
の
封
象
さ
な
り
、
新
設
備
よ

1) 拙著 獨占債格の理論 第 4章参照

• 



給
弾
力
性
が
別
の
姿
を
も
つ
。

さ
云
ふ
の
は
、

喉
要
に
就
い
て
弾
力
性
を
考
へ
，た
る
如
く
、

函
敷
の
愛
化
李
に
よ
り
て
定
ま
る
事
柄
で
あ
る
。

生
商
財
債
格
、
生
産
の
技
術
水
準
を
含
む

供
給
に
就
い
て
も
弾
力
性
を
考
へ
る
こ
さ
が
出
来
る
。

供
給
の
弾
力
性

第

四

節

供

給

の

弾

力

性

前
者
が
後
者
よ
り
も
小
で
あ
る
な
ら
ば
右
下
り
の
線
さ
な
る
。

後
二
者
の
線
が
直
線
で
あ
る
か
曲
線
で
あ
る
か
は
需
供
雨

姿
が
異
な
る
。
供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

マ
ア
シ
ャ
ル
的
供
給
曲
線
は
、
（
一
）
需
要
函
数
さ
供
給
函
数
さ
の
雙
化
率
が
等
し
い
な
ら
ば
、
曲
線
に
は

あ
ら
す
し
て
横
軸
に
平
行
な
る
直
線
で
あ
る
、
（
二
）
前
者
が
後
者
よ
り
も
大
で
あ
る
な
ら
ば
右
上
り
の
線
さ
な
る
、
(
-
―
―
)

(elasticity
.
 
o
f
 s
u
p
p
l
y
)
 

供
給
函
数
に
就
い
て
従
島
愛
敷
仁
る
供
給
の
菱
動
率
さ
獨
立
礎
数
の
雙
動
率

さ
の
比
で
あ
る
。
然
る
に
、
供
給
函
敷
に
は
獨
立
礎
敷
さ
し
て
生
産
物
憤
格
、

が
故
に
、
そ
れ
ら
一
々
の
髪
敷
に
就
い
て
亦
弾
力
性
を
考
へ
る
こ
さ
が
出
来
る
。
そ
れ
ら
が
生
廂
物
債
格
弾
力
性

(
p
r
i
c
e

,
o
f
,
p
r
o
d
u
c
t
 
elasticity)
、
d
土
本
店
財
溢
頂
認
出
弾
七
ハ
柾
i

、
廷
5
年

Elk淮
H
弾
h
g
性
で
あ
｝
る
。
巾
＇
に
苛
5

い
で
苗
辛
要
な
る
も
の
は
屁
弟
一
ギ
含

及
び
第
一
1

一
者
で
あ
る
。
供
給
函
数
に
は
第
一
種
及
び
弟
二
種
供
給
函
数
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
に
就
い
て
前
記
謡
種
の
供

吾
；
は
そ
れ
ら
を
分
け
て
考
察
し
た
い
さ
思
ふ
。
唯
、
技
術
水
準
弾
力
性
だ
け
は
債
格
弾

力
性
さ
は
異
な
り
た
る
性
質
を
有
す
る
が
故
に
、
最
後
に
考
察
し
た
い
。

第
一
種
供
給
函
敷
2
9
に
就
い
て
、
生
産
物
債
格
弾
力
性
（
輩
に
憤
格
弾
力
性
さ
云
ふ
時
は
こ
れ
を
示
す
）
は
次
式
に
て

第

九

巻

二
六

第

二

琥

四

八



． 

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

垂
直
で
あ
る
な
ら
ば
、
債
格
弾
力
性
は
零
で
あ
る
。

横
軸
に
並
行
で
あ
る
な
ら
ば
、

憤
格
弾
力
性
は
無
限
大
で
あ
る
。

第

九

巻

二
六

第

二

鵠

四

九

叉
黙
T
が

M

さ
一
致
す
る
帥
ち
供
給
曲
線
が
横
軸
に

2
 

若
し
、

．黙
T
が
M
の
右
方
に
あ
な
る
ら
ば
、
弾
力
性
は
負
さ
な
る
。

）
 

c
 

示
さ
れ
る
。

小、

0
黙
に
あ
れ
ば
ー
、
原
黙
0
の
左
方
に
あ
れ
ば
1
よ
り
も
大
で
あ

る
。
そ
れ
に
應
じ
て
、
供
給
は
不
弾
力
的
、
非
弾
力
的
、
弾
力
的
で
あ

ろ
。
而
し
て
、
黙
T
が
原
黙
の
左
方
無
限
遠
に
あ
る
郎
ち
供
給
曲
線
が

s
 
T 

s ’ 

． 
F1 

え

幻 8

債
格
弾
力
性
は
、
若
し
、
獣
T
が
O
M
の
間
に
あ
れ
ば
、

1
よ
り
も

あ
る
。
曲
線
上
の
任
意
の
債
格
黙
P
に
於
け
る
切
線
の
横
軸
さ
の
交
貼

生
産
物
憤
格
弾
力
性
は
、
供
給
は
そ

の
憤
格
の
増
加
函
数
で
あ
る
が
故
に
、
本
来
正
で
あ
る
。
供
給
函
数
が
平
面
曲
線
に

て
示
さ
れ
得
る
も
の
さ
す
る
。
第
八
岡
に
於
て
Ss
曲
線
は
供
給
曲
線
で

P
x
 
P
x

、
P
x

翌
(
X
)
11
ー臼

:
J「
1
1
g
x

x
 を

T
、
黙
P
に
於
け
る
横
軸
へ
の
垂
線
の
足
を
M
さ
す
れ
ば
、
供
給
の

弾
力
性
は

g
-
5
、に
て
示
さ
れ
る
。
こ
れ
が
證
明
に
は
需
要
の
債
格
弾

力
性
の
測
度
に
闘
す
る
も
の
に
準
じ
て
知
ら
れ
る
。

．
 

3
8
 

1) 

~) 

Fowler, R. F. The diagrammatical representation of elasticity of 

supply, Economica, Vol. 5, No. 18, 1938, p.214. 

Fowler, op. cit., pp. 214ー215.

ヽ•



-
，， 

． 
弾
力
性
は
負
さ
な
る
。

供
給
に
閥
す
る
考
察
1

束

供
給
者
の
主
観
的
債
値
ー
（
妓
用
）
が
供
給
の
決
定
要
素
で
あ
る
さ
こ
ろ
の
任
意
不
可
増
財
の
供
給
曲
線
は
、

＼

カール

如
く
最
初
正
の
傾
斜
を
示
す
け
れ
ざ
も
、
次
の
範
園
に
於
て
反
轄
す
る
。

需
要
の
弾
力
性
に
闘
す
る
如
く
、
供
給
の
債
格
弾
力
性
に
就
い
て
も
、

寇
苓

翠
泣
寇
苓
ー
寇
宗

畜

n_―芹
II

な
る
闘
係
が
成
立
す
る
。

極
め
て
容
易
で
あ
る
。
第
九
闘
に
就
い
て
、
任
意
の
債
格
黙
P
よ
り
切
線
を
描
ぎ
横
縦
雨
軸
に
夫
々

T
t
に
て
交
は
ら
し

平
均
値
た
る
憤
格
よ
り
そ
の
限
界
値
を
求
め
る
こ
さ
は
供
給
曲
線
が
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
な
ら
ば

め
る
。
又
黙
P
よ
り
横
縦
軸
へ
の
垂
線
の
足
を
M

Q
さ
す
る
c

さ
う
す
れ
ば
、
限
界
値
は
P
M
+
Q
t
1
1
R
M
で
あ
る
。
そ

P
M
 
O
Q
 

3
 

の
證
明
は
か
つ
て
な
し
た
る
さ
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
薮
に
繰
返
さ
ぬ
。
従
っ
て
、
債
格
弾
力
性
は

|
|
ー

1
1
|
|
＇
に
て
示
さ

`

R

M

 

Q
t
 

れ
る
°
4
若
し
、
弾
力
性
1
よ
り
も
大
に
し
て
、
黙
T
が
原
貼
の
左
方
に
、
黙
t
が
そ
れ
の
上
方
に
あ
る
な
ら
ば
、
第
九
園

に
示
す
よ
り
も
異
な
り
た
る
姿
を
も
つ
が
、
事
柄
の
内
容
に
は
雙
化
は
な
い
。

供
給
の
債
格
弾
力
性
は
債
格
の
値
に
就
い
て
異
な
り
た
る
値
を
も
つ
が
普
通
で
あ
る
。

あ
る
。
こ
の
こ
さ
か
ら
次
の
結
果
が
生
す
る
。
債
格
弾
力
性
は
低
債
格
に
於
て
1
よ
り
も
大
、

高
慣
格
に
於
て
1
よ
り
も
の
心

一
般
に
供
給
曲
線
は
上
に
凹
で

拙著前掲 23ー30頁

Fowler, op. cit., pp. 222ー223.

従
っ
て
、
後
の
範
園
に
就
い
て
は
供
給
の
債
格

生
産
物
の
供
給
は
線
て
そ
の
憤
格
の
増
加
函
敷
で
あ
る
か
ら
、
最
後
の
場
合
は
成
立
す
る
こ
さ
は
な
い
。

紙
に
述
ぺ
し

併
し
な
が
ら
、

第

九

巻

1

一
六
四

第

二

鶉

五

0



ヽ

、
r

あ
る
。
小
な
る
生
産
規
模
を
有
す
る
生
産
者
は
よ
り
大
な
る
債
格
に
於
て
は
。じ
め
て
供
給
可
能
の
圏
内
に
入
る
。
然
も
、

そ
れ
が
は
じ
め
て
屈
内
に
入
る
時
の
供
給
董
は
、
大
な
る
規
模
の
生
産
者
に
於
け
る
よ
り
も
小
で
あ
る
。

な
る
供
給
債
格
に
於
て
は
既
に
供
給
幽
内
に
あ
る
さ
こ
ろ
の
供
給
者
が
憤
格
の
引
上
に
基
づ
い
て
供
給
麓
を
添
加
す
る
。

か
く
て
、
債
格
引
上
に
應
じ
て
新
供
給
者
に
於
け
る
始
痰
量
ご
漑
供
給
者
に
於
け
る
添
加
菌
の
合
計
さ
が
添
加
せ
ら
れ
る

r‘
 

供
給
に
躁
す
る
考
察
一
束

a
 

。
ォ

s ー｀ 
ー ． 

ズ

匂？

者
に
於
て
大
、

第

九

巻

E1

1

六
五

第

二

撃

五

他
方
、
よ
り
大

而
し
て
敷
量
に
就
い
て
は
逆
の
闘
係
が
成
立
す
る
。

ト
で
あ
る
。
需
要
に
於
け
る
さ
逆
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

ー

て
凹
で
あ
る
性
質
を
も
つ
て
ゐ
る
こ
さ
に
も
基
づ
く
の
で
あ
る

曲
線
で
あ
り
、
然
も
、
そ
れ
は
前
述
の
如
く
上
方
に
向
つ

が
、
そ
れ
以
外
に
生
産
方
法
の
差
異
さ
分
撒
度
が
軍
要
で
あ
る
。
而
し
て
、
こ
れ
が
決
定
的
で
あ
る
さ
考
へ
る
。

多
数
企
業
の
生
産
方
法
の
間
に
差
等
が
あ
れ
ば
、
平
均
生
産
費
の
間

に
も
差
等
が
あ
る
は
明
ら
か
で
あ
る
。
然
も
、
組
織
に
よ
る
節
約
の
法

則
が
支
配
す
る
が
故
に
、
生
斎
規
模
大
な
る
も
の
さ
小
な
る
も
の
さ
を

比
較
す
れ
ば
、
最
能
限
黙
に
於
け
る
平
均
生
産
費
は
前
者
に
於
て
小
後

こ
の
闘
係
は
最
小
限
界
生
産
費
動
に
就
い
て
も
亦
あ
て
は
ま
る
筈
で
あ

る
。
従
つ
て
、
小
な
る
憤
格
に
就
い
て
供
給
可
能
の
條
件
（
本
章
第
一
節

参
照
）
の
み
た
さ
れ
る
の
は
p

大
な
る
生
産
規
模
を
有
す
る
生
産
者
で

個
人
的
供
給
曲
線
は
限
界
生
産
費
最
小
黙
の
右
方
に
於
け
る
限
界



財
だ
け
で
あ
る
。

a

g

x

P
a
 

g
x
 

E
p,i(
X
)
1
1
5
E
.
［
 

供
給
に
閥
す
る
考
察
一
束

第
一
種
の
供
給
債
格
弾
力
性
の
菱
化
の
姿
は
、

し
、
小
な
る
生
産
方
法
に
及
ぶ
に
従
っ
て
そ
れ
を
採
用
す
る
生
産
者
の
敷
の
分
撒
度
が
漸
次
密
で
あ
る
な
ら
ば
、

線
は
右
上
り
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
上
に
向
つ
て
凹
な
る
程
度
が
盆
々
小
さ
な
る
こ
さ
も
亦
可
能
で
あ
る
。

第
一
種
供
給
の
生
産
財
債
格
弾
力
性
は
次
式
に
よ
り
て
示
さ
れ
る
。

供
給
El

軍
は
生
産
財
憤
格
の
減
少
函
敷
で
あ
る
が
故
に
、
右
の
式
は
負
琥
を
も
つ
。
生
産
財
憤
格
は
練
て
の
供
給
者
に
一
様

で
あ
る
が
故
に
、
生
産
物
債
格
さ
異
な
り
て
個
人
的
供
給
に
は
一
様
の
影
響
を
典
へ
る
。

い
て
は
固
定
的
生
産
財
の
憤
格
の
愛
化
は
無
闘
心
で
あ
る
。
闘
心
を
も
つ
も
の
は
可
雙
費
用
を
構
成
す
る
さ
こ
ろ
の
生
産

次
に
、
第
一
種
供
給
函
数

35
を
念
頭
に
置
く
。
こ
れ
は
平
面
線
に
て
示
さ
れ
得
る
も
の
さ
す
れ
ば
、
横
軸
に
平
行
な
る

尤
も
、
第
一
種
供
給
函
数
に
就

供
給
曲

大
慨
は
生
産
方
法
の
差
睾
並
に
分
撒
度
に
よ
り
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
若

こ
さ
に
な
る
。
若
し
、
生
産
方
法
の
業
異
が
連
絞
的
の
も
の
で
あ
り
、

供
給
の
憤
格
弾
力
性
は
小
な
る

そ
れ
ら
，一
々
の
生
産
方
法
を
採
用
す
る
生
産
者
の

分
撒
が
一
様
で
あ
る
な
ら
ば
、
新
供
給
者
の
始
痰
供
給
El

軍
が
漸
減
す
る
こ
さ
並
び
に
各
個
人
的
供
給
曲
線
が
上
に
凹
で
あ

る
さ
云
ふ
二
の
事
柄
か
ら
、
社
會
的
供
給
曲
線
は
上
に
凹
な
る
姿
を
も
つ
こ
さ
に
な
り
、

慎
格
に
於
て
は
大
、
大
な
る
憤
格
に
於
て
は
小
さ
云
ふ
闘
係
が
導
出
さ
れ
る
。

第

九

巻

一空^

第
1

一
賦

五



こ
の
函
敷
に
就
い
て
供
給
の
債
格
弾
力
性
を
求
む
る
な
ら
ば
、

し
、
抜
に
於
て
は
、
既
に
供
給
の
範
園
に
居
る
者
の
側
に
於
て
は
供
給
は
不
髪
で
あ
る
が
、

入
る
者
に
於
け
る
供
給
は
憤
格
の
極
小
腑
貴
に
よ
り
て
無
限
大
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

マ
ア
シ
ャ
ル
的
供
給
函
数
に
就
い
て
は
如
何
゜

取
る
か
或
は
長
く
取
る
か
に
よ
り
て
供
給
函
敷
（
賓
は
吾
々
の
見
解
に
従
へ
ば
供
給
函
敷
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
）
の
姿

過
を
短
く
取
れ
ば
、
小
な
る
疋
の
値
で
あ
る
。

大
さ
な
り
、
更
に
長
く
取
れ
ば
負
の
値
さ
な
る
で
あ
ら
う
。

最
後
に
技
術
水
準
弾
力
性
を
考
察
す
る
。
こ
の
闘
係
は
専
ら
第
一
種
供
給
函
敷
に
就
い
て
重
要
で
あ
る
。

愛
化
は
若
し
表
現
し
得
る
な
ら
ば
、
供
給
曲
線
そ
の
も
の
を
愛
化
せ
し
め
る
。

如
何
に
愛
化
せ
し
め
る
か
は
、
技
術
水
準

並
に
生
産
方
法
の
分
撒
度
の
雙
化
に
よ
り
て
決
定
せ
ち
れ
る
さ
云
ふ
外
に
道
は
な
い
。

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

於
て
交
は
る
な
ら
ば

そ
れ
ら
は
等
債
格
弾
力
的
で
あ
る
。

需
要
曲
線
に
就
い
て
述
ぺ
た
る
さ
等
し
く
、

第

九

巻

二
六
．七

第

二

臨

五

こ
れ
は
時
間
の
経
過
を
内
に
持
つ
が
故
に
、
こ
の
時
間
の
経
過
を
短
く

同
値
憤
格
に
闘
す
る
債
格
憚
力
性
は
、
時
間
の
経

時
間
の
経
過
を
長
く
取
れ
ば
さ
る
立
け
正
に
於
て
盆
た
大
さ
な
り
、
無
限

技
術
水
準
の

こ
の
供
給
曲
線
上
の
同
値
債
格
黙
に
於
け
る
切
線
が
横
軸
に
於
て
一
動
に

5
 

交
動
が
異
な
る
な
ら
ば
異
債
格
弾
力
的
で
あ
る
。

こ
．の
闘
係
は
農
業
さ
工
業
p

こ
に
は
闘
は
ら
な
い
。

が
異
な
る
。
従
っ
て
、
亦
債
格
弾
力
性
の
値
も
亦
異
な
る
筈
で
あ
る
。

直
線
で
あ
る
。
従
っ
て
、

新
た
に
生
窟
供
給
の
範
園
に

そ
れ
は
無
限
大
さ
な
る
。

芸
rm-

5) Fowler, op. cit., p. 220. 

ー



ぬ
。
負
の
利
潤
に
於
て
も
尚
供
給
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

而
し
て
、
均
衡
が
少
く
さ
も
安
定
な
る
條
件
ご

蓋
し
、
既
に
固
定
資
本
財
が
投
下
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ

第
一
稲
供
給
に
あ
り
て
は
、
必
す
し
も
利
潤
は
正
さ
は
限
ら

で
な
け
凡
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
成
立
す
る
な
ら
ば
(

．
 
．．
 

oヽ

3
9
 

11
ー

K‘
、(
x
)
A
0

d
2
G
 
包

等
し
い
時
に
成
立
す
る
。

供
給
に
閥
す
る
考
察
一
束

供
給
警
―
里
は
総
て
供
給
者
に
於
け
る
利
潤
を
極
大
に
す
る
や
う
に
決
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

す
る
微
分
係
数
の
零
さ
な
る
こ
さ
が
條
件
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、

何
な
る
條
件
が
み
た
さ
れ
＼
ば
よ
い
か
考
察
し
ょ
う
。

か
く
の
如
ぎ
條
件
を
み
た
す
さ
こ
ろ
の
憤
格
を
典
へ
ら

n
た
り
さ
見
る
。

大
の
必
要
條
件
は
式
24
に
て
示
さ
れ
る
。
今
、
利
潤
G
が
極
大
で
あ
る
が
仁
め
に
は
、

K
、、
(
x
)
>

。

均
衡
は
少
，
ヽ
さ
も
一
時
的
に
は
安
定
的
で
あ
る
C

不
睾
式
3
9
は
練
生

商
費
曲
線
の
上
方
に
凹
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
さ
を
示
す
。

る
。
か
4

る
場
合
に
於
け
る
供
給
は
損
失
を
極
小
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
憤
格
に
於
て
極

先
づ
、
第
一
種
供
給
函
数
に
参
加
す
る
個
人
に
就
い
て
見
る
。

社
會
的
供
給
の
均
衡
は
一
定
の
憤
格
に
於
け
る
需
給
が

そ
れ
ら
の
数
麓
が
安
定
的
で
あ
る
が
た
め
に
は
、
如

そ
れ
に
は
利
潤
の
数
麓
に
闘

第

五

節

供
給
者
に
於
け
る
均
衝
安
定
の
條
件
第

九

巻

二
六
八

第

二

撃

五
四



そ
の
内
に
あ
る
。

る
な
ら
ば
そ
の
逆
で
あ
る
こ
さ
を
證
明
す
る
こ
さ
が
油
来
る
。

第

九

巻

二

六

九

第

二

撃

五
五

こ
れ
は
、
債
格
、
限
界
生
産

同
一
憤
格
に
於
て
需
給
が
均
等
す
る
こ
さ
の
外

而
し
て
、
同
曲
線
に
は
少
く
こ

均
衡
貼
は
前
の
場
合
に
は
最
能
限
貼
外
、
後
の
場
合
に
は

限
界
費
用
選
増
の
範
園
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

均
衡
は
少
く
さ
も
一
時
的
に
は
安
定
的
で
あ
る
。
式

2439
の
共
に
満
た
さ
れ
ざ
る
生
産
者
は
、
供
給
の
圏
内
に
入
り
得
ざ

る
も
の
で
あ
る
。
叉
若
し
、
式

39
の
示
す
條
件
を
第
一
種
練
生
産
費
函
敷
が
特
忙
な
い
な
ら
ば
、
安
定
的
均
衡
は
成
立
し

於
て
は
限
界
生
産
費
は
平
均
生
産
費
よ
り
も
大
で
あ
る
こ
さ
、
利
潤
が
負
で
あ

利
潤
が
正
で
あ
る
な
ら
ば
、
均
衡
黙
に
a

第
二
種
供
給
函
敷
い
基
礎
を
な
す
さ
こ
ろ
の
第
二
種
線
費
用
函
敷

18
に
就
い
て
も
同
様
に
、
均
衡
安
定
の
條
件
は
均
衡

黙
が
線
生
産
費
曲
線
の
上
に
凹
で
あ
る
範
園
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
さ
を
證
明
し
得
る
。

も
か
く
の
如
き
性
質
を
有
す
る
範
園
の
あ
る
こ
さ
は
既
に
論
證
し
忙
通
り
で
あ
る
。

完
全
競
字
に
於
け
る
均
衡
に
て
は
市
場
均
衡
の
安
定
條
件
さ
し
て
、

に
、
総
て
の
生
産
者
に
過
剰
の
利
潤
も
損
失
も
生
ぜ
ざ
る
こ
さ
が
加
へ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

供
給
に
隣
す
る
考
察
1

束

、。
≫
>
 

、4f
 

産
費
曲
線
の
上
に
凹
な
る
範
園
、
換
言
す
れ
ば
、

に
於
て
は
上
に
凸
、

そ
れ
よ
り
大
な
る
範
園
に
於
て
は
上
に
凹
で
あ
る
こ
さ
は
既
に
述
べ
た
。

従
っ
て
、
均
衡
幽
は
綿
生

第
一
稲
練
費
用
曲
線
は
生
南
数
量
の
線
て
の
範
園
に
就
い
て
右
上
り
で
あ
る
が
、

し
て
、
同
様
に
不
等
式

39
を
導
出
す
る
こ
さ
が
出
来
る
。

一
定
数
量
ま
で
の
小
な
る
値
の
範
園



ら
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
交
換
が
動
い

線
て
の
幽
は
必
す
し
も
一
様
の
性
質
だ
も
た
ぬ
。
交
郷
の
左
方

前
者
に
就
い
て
は
、
必
要
な
る
時
間
の
純

1) 

2) 

そ
れ
に
よ

の
進
歩
痰
逹
の
止
ま
る
ま
で
は
均
衡
は
安
定
し
な
い
で
あ
ら
う
。

蓋
し
、
安
定
の
仁
め
の
十
分
條
件
が
満
た
さ
れ
な
い
か

供
給
に
腸
す
る
考
察
一
束

費
及
び
平
均
生
産
費
の
一
二
者
の
等
し
き
こ
さ
を
要
求
す
る
。

組
織
の
最
能
限
黙
に
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
さ
を
要
求
す
る
c

生
産
方
法
の
進
歩
疲
逹
を
考
慮
に
入
れ
て
均
衡
安
定
の
問
題
を
考
へ
て
罹
か
う
。

ば
均
衡
は
安
定
的
で
あ
り
得
な
い
。

第
一
種
費
用
函
敷
を
髪
化
せ
し
む
る
た
め
に
は
時
間
の
親
過
す
る
こ
さ
が
必
要
で
あ

函
敷
そ
の
も
の
を
菱
化
せ
し
む
る
。

る
。
第
二
種
費
用
函
敷
を
雙
化
せ
し
む
る
に
は
時
間
の
経
過
の
必
要
は
な
い
。

過
せ
ざ
る
間
は
均
衡
は
安
定
に
保
た
れ
て
ゐ
ぢ
で
あ
ら
う
。
後
者
に
就
い
て
は
均
衡
は
郎
座
に
攪
風
せ
ら
れ
、
生
産
方
法

薮
で
考
慮
す
る
を
要
す
る
も
の
に
、
均
衡
安
定
の
條
件
に
闘
す
る
マ
ア
シ
ャ
ル
、
ビ
グ
ウ
の
見
解
が
あ
る
。

れ
ば
か
う
で
あ
る
。
供
給
曲
線
は
必
す
し
も
正
の
傾
斜
を
も
つ
さ
は
限
ら
な
い
。
負
で
あ
る
場
合
が
あ
り
得
る
。
後
の
場

合
に
於
て
も
、
供
給
曲
線
は
本
来
負
の
傾
斜
を
も
つ
需
要
曲
線
さ
交
は
ら
ね
ば
均
衡
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の

交
黙
は
箪
敷
で
あ
る
さ
は
限
ら
ぬ
。
複
数
あ
る
な
ら
ば
、

に
於
て
供
給
曲
線
は
、
需
要
曲
線
の
上
方
に
位
し
、
そ
の
右
方
に
於
て
そ
の
逆
で
あ
る
黙
が
あ
る
。

け
る
雨
曲
線
の
闘
係
が
互
に
前
述
の
逆
で
あ
る
黙
が
あ
る
。
前
黙
は
何
等
か
の
原
因
に
よ
り
て
、

又
、
交
貼
の
左
右
に
於

生
産
方
法
の
進
歩
痰
逹
は
練
生
産
費

現
寅
に
は
か
く
の
如
き
も
の
は
存
在
す
る
。
若
し
な
い
な
ら

而
し
て
、
後
二
者
の
均
等
な
る
こ
さ
は
、
均
衡
黙
は
最
能
限

Marshall, Principles, p. 508. 

Pigou, L~w of decreasing and increasing Cost, Economic Journal, 
Vol. 38. 

第

九

巻

二
七

0

第
1

一
就

五
六



，，， 

費
函
数

第

三

章

生
産
財
の
需
要
は
生
産
物
の
供
給
の
反
面
で
あ
る
。
従
っ
て
、

＇
が
、
事
柄
が
可
成
り
に
複
雑
で
あ
る
が
故
に
、
薮
に
取
出
し
て
論
じ
た
い
さ
思
ふ
。

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

先
づ
、
第
一
稲
供
給
函
数
四
を
念
頭
に
置
く
。

第

．
 節

第

一

種

需

要

函

敷

そ
れ
に
参
加
す
る
さ
こ
ろ
の
一
供
給
者
・
1

を
取
り
出
す
。

生

産

財

の

需

要

は
ざ
る
も
の
は
一
も
な
い
筈
で
あ
る
。
夫
故
に
、

い
。
吾
；
は
マ
ア
シ
ャ
ル
の
安
定
條
件
を
是
認
せ
ぬ
。

第

九

巻

ぇ

第

二

撃

五
七

そ
の
線
生
産

そ
れ
は
前
二
章
の
論
述
の
中
に
論
じ
盛
さ
れ
て
は
ゐ
る

な
ら
ぬ
。
従
つ
て
、
マ
ア
シ
ャ
ル
的
供
給
曲
線
上
の
練
て
の
闊
に
於
て
、

に
交
は
つ
て
ゐ
る
こ
さ
は
、
既
に
述
ぺ
た
さ
こ
ろ
で
あ
る
。

か
く
の
如
ぎ
供
給
曲
線
が
右
下
り
に
進
む
間
は
均
術
は
安
定
的
で
は
な

従
っ
て
、
そ
の
供
給
曲
線
上
の
貼
に
し
て
、
需
要
曲
線
さ
交

そ
の
時
に
於
け
る
需
要
さ
供
給
の
限
曲
線
が
常

併
し
な
が
ら
、

マ
ア
シ
ャ
ル
的
供
給
曲
線
は
置
の
供
給
曲
線
で
は
な
い
。

そ
れ
は
取
引
羅
さ
債
格
さ
の
趨
勢
曲
線
に
外

な
る
の
外
に
、
需
供
雨
曲
線
が
前
述
の
闘
係
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
さ
云
ふ
。

こ
れ
は
マ
ア
シ
ャ
ル
の
見
解
で
あ
る
。

従
っ
て
、
前
者
は
均
衡
安
定
貼
で
あ
り
、
後
者
は
不
安
定
黙
で
あ
る
。

均
衡
が
安
定
な
る
た
め
に
は
、
需
要
供
給
が
均
等

て
も
、
交
換
の
再
び
そ
れ
に
復
蹄
す
る
貼
で
あ
る
。
後
幽
は
そ
れ
か
ら
離
る
れ
ば
再
び
復
節
す
る
こ
さ
な
き
黙
で
あ
る
。



て
、
そ
れ
は
挨
術
の
朕
態
に
よ
り
て
確
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
さ
云
ふ
の
が
今
ま
で
の
想
定
で
あ
る
。

す
も
の
は
生
産
係
数
の
固
定
な
る
も
の
あ
り
て
は
、
生
産
係
敷
さ
生
産
物
供
給
輩
さ
の
積
で
あ
り
、

る
も
の
あ
り
て
は
、
積
分
上
限
を
生
産
物
供
給
麓
こ
す
る
積
分
で
あ
る
、

供
給
函
敷

29
に
参
加
す
る
さ
こ
ろ
の
供
給
者
の
線
て
に
、
前
述
の
事
柄
が
あ
て
は
ま
る
。

尤
も
、

こ
れ
ら
の
式
の
う
ち
固
定
沓
禾
．
財
に
闘
す
る
も
の
は
、

A
xi
1
1
Fax
r
C
 X
i
)
1
1
Aax
i
 (g
xi
 (Px, P
a, 
P
h
,'… 

．．
 
）） 

B
xi
1
1
F
b
xi
 (X
i
)
1
1
F
b
xi
 (gxi
 (Px, P
a, Pb•

…••)) 

敷
で
あ
る
。

す
る
も
の
は
不
比
例
的
に
菱
化
す
る
。

方
程
式
40
の
右
邊
を
な

生
南
係
数
の
可
愛
な

か
く
て
、
練
て
の
個
人
の
総

そ
の
全
敷
贅
で
は
な
く
て
消
耗
部
分
に
闘
す
る
。
而
し

そ
の
数
量
は
不
愛
で
あ
る
。
正
比
例
的
可
愛
費
用
を
構
成
す
る
も
の
は
比
例
し
て
愛
化
し
、

28
の
示
す
如
く
、
生
南
物
憤
格
及
び
生
産
財
債
格
の
函
敷
で
あ
る
。

4
0
 

不
比
例
的
可
菱
費
用
を
構
成

か
く
て
、
次
式
が
あ
る
。
こ
れ
が
生
南
財A
B
•
…
•
•
に
闘
す
る
個
人
・
1

の
需
要
函

不
愛
費
用
を
構
成
す
る
も
の
は

xi
の
愛
化
に
闘
せ
す

の
闘
係
が
な
い
な
ら
ば
（
而
し
て
今
さ
う
仮
定
し
て
ゐ
る
）
、

生
産
警
気
の
函
敷
で
あ
る
。

然
も
、

こ
の

Xi
は
方
程
式

K
=
PaA
+
P
1,B

+
：
・
…
…
…
 

に
就
い
て
、
必
要
な
る
生
産
財
の
数
籠
A
B
C
…
・
・
・
は
、
若
し
、

供
給
に
閥
す
る
考
察
一
束

可
髪
費
用
を
構
成
す
る
さ
こ
ろ
の
生
産
財
の
間
に
補
償

第

九

巻

二
七
二

3
 

第
1

一
蹴

五
八



供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

第

九

巻

て
の
生
産
財
に
闘
す
る
個
人
的
需
要
函
数
が
決
定
せ
ら
れ
る
。

闘
す
る
生
産
財
A

B
…
・
：
の
社
會
的
需
要
函
敷
が
得
ら
れ
る
。

A
x
11
い、
A
xi
11
と
F
Rxi
(
gxi 
(
Px, 
P
a, 
P
b
,・… 
.
.
 ）

）

 

．
 

............•.••...••..•........................ 

｀
 
..... 

但
し
、`
A
x
B
X
…
·
：
は
生
南
物X
に
闘
す
る
生
産
財
A
B
:
…
•

•

の
社
會
的
需
要
函
敷
で
あ
る
。

方
程
式

29
に
準
じ
て
社
會
的
需
要
函
敷
が
決
定
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
就
い

て
、
そ
れ
に
必
要
な
る
生
産
財
の
社
會
的
需
要
函
敷
が
、
方
程
式
4
0
に
準
じ
て
、
決
定
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

A
1
1
A
x
+

A
y
+

A
z+
・
・
:
 

••. 

1
1
FaC
Px, P
y, Pz,
•…
••P
n, 

PJH
 
P
c,
·…••) 

B11B

x+B

y
+B

z+••

…

•11Fti(P

x, 
P
y,-

P
z,

·
…

••P
ro 

P11
,
 

P
c,
·•••••) 

C11C

x
+C

y
+C

Z+
…
•••11F

c(P
x, 

P
y, P
z
,•
。
…

·
Pa,
P
r,, Pc,

•…··) 

そ
れ
を
次
式
に
示
す
。

．
 

i

、

二
七

第

二

猿

4
2
 

五
九

夫
i

の
生
産
財
に
闘
す
る
線
社
會
的
需
要
函
敷
が
得
ら
れ
る
。

総
て
の
生
産
物
に
闘
す
る
生
廂
財
い
社
會
的
需
要
函
数
に
就
い
て
、

同
種
生
産
財
に
闘
す
ろ
も
の
を
更
に
通
計
す
る
時
、

そ
の
他
の
生
南
物

Y

Z
…
…
に
就
い
て
も
、

B
x
11
と
B
は

11
し
F
bxi
(
gxi
 (Px, P
a, 
P
b
,'… 

．．
 
）

）

 

4
1
 

／
 

ヽ

そ
れ
ら
を
生
南
財
に
闘
し
て
通
計
す
る
さ
、
生
嵐
物
X
に

鬱

．



｀ 

~-

I 

庄
生
産
方
法
の
決
定
せ
ら
れ
す
、
叉
補
償
闘
係
の
存
在
す
る
場
合
に
於
け
る
生
産
財
の
需
要
を
考
察
す
る
。

第
1

一

節

第

二

種

需

要

函

敷

る
事
柄
よ
り
類
推
す
る
こ
さ
が
容
易
で
あ
る
。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

線
て
の
生
産
物
の
た
め
の
線
て
の
個
人
の
線
て
の
生
産
財
に
闘
す
る
個
人
的
需
要
函
数
に
就
い
て
、

立
す
る
が
故
に
、
｀
生
産
財
の
社
會
的
需
要
函
数
に
就
い
て
も
亦
同
様
の
闘
係
が
成
立
す
る
。

生
産
財
の
需
要
に
闘
し
て
も
弾
力
性
を
考
ふ
る
こ
さ
が
出
来
る
が
、

＞
。

o
A
xi
 o
X
i
 

．
 
o
X
i
 o
Px
 v

o
 

o
B
xi 

o:X
i
 

旦

翌

A
0
 

o
Bxi
 o
Xi
 

旦
旦

A
0
 

o
A
x1
 a
X
i
 

尋
玲
崎

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

ー そ
れ
に
闘
す
る
諧
闘
係
は
今
ま
で
叙
述
し
来
た
れ

個
人
的
需
要
函
敷

39
は
如
何
な
る
姿
を
も
つ
か
。
固
定
資
本
財
は
別
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
生
産
財
の
需
要
埜
は
生
産

XixIXi 

物
の
数
量
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
増
加
す
る
。
夫
故
に
A

の
符
競
は
正
で
あ
る
。

Xi
は
債
格

PX
の
髪
化
に
つ
れ
て
、
常

d
-
d
 

に
式
2
4
が
満
た
さ
れ
る
や
う
に
同
じ
方
向
に
髪
化
す
る
。
夫
故
に
Ox
而
は
亦
正
で
あ
る
。

xl
は
生
産
財
債
格
の
髪
化
に

つ
れ
て
逆
の
方
向
に
髪
化
す
る
。
夫
故
に
、

Ox-OPは
負
で
あ
る
。
か
く
て
、
次
の
闘
係
が
成
立
す
る
。

第

九

巻

同
様
の
事
柄
が
成

4
3
 

1

一

七

四

第

二

競

六

0



供
給
に
闘
す
る
考
察
1

束

X
l
 

d
Xlー

m
(
X
i
;
P
n
;
 
P
b
;·
………••) 

，
 

?
1
1
一。翠
．
ー
xi

．
 

d
X
i
ー

Ff3
xi
(
X
i
 ;
 Pa
;
 P
b
;
…
…
…
・
:
）
 

r

X
i

器

p:]。
{

没

●

'

ろ
の
闘
係
に
て
示
さ
れ
る
。
そ
れ
を
次
式
に
て
示
す
。

生
産
財
の
敷
椛
を
必
B
r
:

…
•
さ
す
れ
ば
、

第

九

巻

そ
れ
ら
ば
生
南
財
債
格
を
常
敷
さ
し
、

個
人
・
1

を
取
出
す
。
こ

の
個
人
に
於
て
一
定
生
南
物
敷
壷

Xi，の
線
生
産
費
は
、
必
要
な
る
生
産
財
の
債
格
さ
数
艤
さ
の

生
産
結
合
を
決
定
す
る
條
件
さ
し
て
、
式
ー
に
制
限
せ
ら
れ
つ
＼
、
徳
生
産
費

i
 

k
を
極
小
に
ず
る
さ
こ

ろ
の
も
の
を
得
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
式

22
で
あ
る
。
こ

の
式
さ

1
式
さ
が
生
産
財
の
敷
籠
を
決

定
す
る
わ
け
で
あ
る
。

に
於
け
る

Xi
の
値
が
異
な
る
が
故
に
、
そ
れ
ら
函
敷
の
姿
が
愛
化
す
る
筈
で
あ
る
。

そ
れ
ら
函
数
に
就
い
て
式

22
を
得
る
の
で
あ
る
。

生
南
財
債
格
を
不
愛
さ
し
て
、
生
産
物
敷
耀
を
愛
化
せ
し
む
る
。

．
 

二
七
五

第
1

l

琥`
4
4
 ....... 

ノ9、

か
く
て
、

Xi
の
愛
化
す
る
に
つ
れ
て
、
常
に
式
22
を
満
た
す
さ
こ
ろ

の

生
産
物
数
祉
を
髪
数
さ
す
る
さ
こ

生
産
財
敷
麓
を
決
定
す
る
條
件
は
、

そ
れ
に
應
じ
て
、
生
産
函
敷
ー
、
練
生
南
費
函
数
19

は
、
生
産
函
敷
ー
に
て
示
さ
れ
る
か
ら
、

積
の
和
を
示
す
さ
こ
ろ
の
式
19
に
て
示
さ
れ
る
。
然
る
に
、

XL
を
生
産
す
る
た
め
に
結
合
せ
ら
れ
た
る
生
産
財
の
闘
係



線
で
あ
る
。

る
こ
さ
が
出
来
る
。
夫
故
に
、

6
 

‘` 
\‘‘ • 

gー

'-
/
 

A
 4‘ 

’‘ ク吝ダ、／0
', 

生
鹿
財
を

．
 

こ
れ
が
、
個
人
・1
に
於
け
る
生
商
財
A
B
•
•
…
•
に
闘
す
る
個
人
的
需
要
函
数
で
あ
る
。
完
全
競
争
に
あ
る
均
衡
に
於
て
は

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
後
の
均
等
は
又
生
産
物
数
El]

里
を
も
決
定
す
る
。
従
っ
て
、
式
4
4
に
於
け
る
積
分
上
限

xi
は
正
に
こ

の
均
衡
敷
輩
で
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

理
解
に
便
す
る
た
め
に
上
述
の
闘
係
を
閻
示
し
よ
う
。
絃
で
岡
示

が
可
能
な
る
た
め
に
、
生
産
財
は
A

B
だ
け
存
在
す
る
さ
恨
定
し
よ

ぅ
9

生
産
函
数
ー
に
於
て
生
産
敷
賛

xi
を
常
数
に
保
つ
。

さ
う
す
れ

ば
、
式
ー
は
B
を
縦
軸
A
を
横
軸
に
取
る
直
角
座
標
に
就
い
て
、
曲

線
を
示
す
。
こ
れ
を
等
生
産
曲
線
さ
呼
ば
う
。
生
産
敷
最

xi
を
愛
化

d
B
.
 

す
れ
ば
、
式
ー
は
別
な
等
生
産
曲
線
を
描
く
。
式
1
よ
り
、

H
i
1
1

ー
ー
ー
を
得
る
。
そ
れ
の
右
邊
の
分
艇
は
共
に
正
で
あ
る
。
そ
れ

f
a
 

f
b
 

V
o
を
も
證
明
す

d
2
B
 

故
に
、
等
生
産
曲
線
は
負
の
傾
斜
を
示
す
。
巴
ね

こ
の
曲
線
は
原
黙
に
凸
で
あ
る
。
第
十
岡
に
於
て
曲
線C
l
g
:…
•
は
そ
れ
ら
の
等
生
産
曲

A
 

練
生
産
費
函
敷
19
は
、
平
面
0
に
直
角
な
る
軸
に

K
を
取
り
（
岡
示
せ
す
）
r

生
廂
敷
漿
を
不
愛
に
保
ち
、

B
 

生
産
物
憤
格
は
限
界
生
産
費
さ
平
均
生
産
費
さ
等
し
く
、

従
つ
て
、

限
界
生
南
費
さ
平
均
生
産
費
さ
は
互
に
等
し
く
な

供
給
に
闘
す
る
考
察
1

束

第

九

巻

ニ
七
六

9. 

第

二

賊

ー/ヽ

.,, 
ー



供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

る
に
つ
れ
て

RZ
凡
：
．．．． 
さ
菱
化
す
る
。

第

九

巻

二

七

七

第

二

撃

-/‘ 

A
 

生
産
函
敷
ー
に
従
っ
て
雙
化
せ
し
む
れ
ば
、
立
盟
曲
線
を
描
く
筈
で
あ
る
。
こ
れ
を
平
面
に
O
'
t
B
射
影
す
れ
ば
、

B

'
 

費
曲
線
を
得
る
筈
で
あ
る
。
又
、
生
産
物
敷
量
を
可
愛
に
し
て
練
生
産
費
を
不
髪
に
保
て
ば
、
立
儒
曲
線
さ
し
て
等
生
産

費
曲
線
を
得
る
。
こ
れ
を
平
面
0
に
正
射
影
す
れ
ば
、
等
生
産
費
線
を
得
る
。

線
生
産
費
函
数

19
に
就
い
て
、
線
生
廂
費
K
の
全
徴
分
は
、

d
K
=
Pad
A
+
P
1
‘d
B

で
あ
る
。

K
を
常
敷
さ
す
れ
ば
、

d
B
 

P”L

.

B

B

 

11
ー
|
ー

を
得
る
。
こ
れ
は
負
琥
を
も
つ
が
故
に
、
簿
費
用
線
は
右
下
り
の
直
線
で
あ
る
。
か
く
て
r

直
線
ふ
的
…

芦

P
b

…
•
•
'
は
、
総
生
産
費
を
別
に
す
る
さ
こ
ろ
の
等
費
用
直
線
で
あ
る
。

．
）

．．

．

．

 

P
a
 

一
定
の
生
南
敷
麓

xi
の
練
生
産
費
を
極
小
に
す
る
條
件
さ
し
て
、
吾
；
は
方
程
式

22
を
得
た
。
こ
れ
か
ら
、

tjjー

な
る
闘
係
を
得
る
。
こ
れ
は
方
程
式
22
の
愛
形
に
し
て
、
等
生
産
曲
線
さ
等
費
用
直
線
さ
が
相
切
す
る
こ
さ
を
示

f
a
 

f
b
 

す。
＇従
っ
て
、
雨
線
の
切
黙
が
生
産
的
結
合
を
決
定
す
る
。
第
十
園
に
於
て

Rlが
そ
れ
で
あ
る
。

生
産
物
数
最
を
菱
化
す

か
く
て
、
そ
れ
ら
の
黙
を
結
び
て
曲
線
を
得
る
。
こ
れ
は
生
産
物
敷
菫
の
愛
化
に

D
 

つ
れ
て
髪
化
す
る
生
南
財
の
組
合
せ
郎
ち
そ
の
需
要
曲
線
を
示
す
。

方
程
式

44
を
以
て
示
さ
れ
た
ろ
各
式
を
競
竿
に
残
存
す
る
生
産
者
の
数
に
て
乗
す
る
こ
さ
に
よ
り
て
、
生
産
物
X
の
た

め
の
各
生
南
財
の
社
會
的
需
要
函
数
を
得
る
。

同
様
に
し
て
求
め
ら
れ
た
各
生
産
物
に
就
い
て
の
生
産
財
の
社
會
的
函
数

を
線
計
す
る
こ
さ
に
よ
り
て
、
各
生
産
財
の
総
祉
會
的
需
要
函
数
を
得
る
。
こ
れ
を
次
式
に
て
示
す
。

J
 

d
1
1し
た
x
i十
2
}
5
d
`

y
i
+
·
…
·
:
·
…

•
1
1
F
d
`

（P
x
,

P
y, Pz·…
••P
a, 

P
h
・
:
・
:）
 

練
生
産

1) Allen, Mathematical Ahalysis,-pp. 370ー371.

／
 



を
極
大
に
す
る
こ
さ
で
あ
る
。
柳
ち

こ
さ
は
既
に
述
ぺ
た
。
こ
れ
を
他
の
方
面
よ
り
考
察
す
る
。

生
聾
里

xi
の
陽
表
函
数
さ
し
て
、

}
1
1
と
茫
＋

.s{
3
y
i

十
；
・
・

9
:
·
…

•
•
1
1
F
{
3

(
P
x
,
 PY, P
z
•
…

•
•
P
a
,
P
u
・
:

... ）
 

完
全
競
争
に
於
け
る
均
衡
に
於
い
て
、
所
典
一
定
の
憤
格
に
封
す
る
個
人
的
供
給
賛
を
決
定
す
る
も
の
は
、
方
程
式

1
3
で
あ
る
。

第

三

節

4
6
 

，
 

一
定
貼

(
A。B
。
...... ）
の

．第

二

臨

そ
れ
に
闘
係
す
る
継
生
産
費
函
数
の
線
て
の
生
産
祉
X
ー
に
就
い
て
、
式
2
2
の
示
す
條
件
が
み
た
さ
れ
る
べ
き

生
産
函
敷
ー
に
就
い
て
陰
約
函
数
の
存
在
の
條
件
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、

x
i
1
1
F
 (
A
,
 B,
 

C
,•…••……) 

が
あ
る
。
存
在
の
條
件
さ
云
ふ
の
は
、
(

•

一
）
陰
約
函
敷
た
る1
が
そ
の
第
一
偏
微
分
さ
共
に
、

あ
る
近
傍
に
於
て
連
績
的
で
あ
る
こ
さ
、
（
二
）
そ
の
函
数
は
こ
の
黙
に
於
て
零
さ
な
る
が
、
そ
れ
の
生
産
数
鼈

xi
に
闘
す

る
偏
微
分
は
零
で
な
い
こ
さ
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
條
件
を
式
ー
は
満
た
す
さ
恩
は
れ
る
。

さ
う
す
る
さ
、
所
典
一
定
の
生
産
物
憤
格
に
て
個
人
的
供
給
最
を
決
定
す
る
條
件
は
、
利
潤

G
 =
 PxX
i
|
K
(
X
i
)
1
1
Pノ
F
(
A,
 B,
 C,・…
 .. ）
|
（
PnA
+
P
b
B
+
PeC

+
…
…
)
 

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

限

界

生

産

力

設

第

九

巻

二
七
八

4
5
 

六
四

1) Osgood,Advanced Calculus, 192.9, p. 133. ・ 

Wilson, Advanced Calculus, p.117. , 



を
得
る
。
こ
れ
を
愛
形
す
れ
ば
、

P
x

11P

a
¾ 

=
Pa

亭
11
....... 
…•• 

、
X
i
A
.：・
・
・
は
生
産
財

A
・
・
・
・
・
・
の
物
理
的
限
界
生
廂
力
、
従
っ
―
て
、

O
x-:…
•
•
は
憤
値
限
界
生

p
 

さ
な
る
。
右
雨
式
に
於
て
。
一
。

OA-axi •• 

…
•
は
そ
れ
ら
の
忙
め
の
限
界
生
産
費
用
で
あ
る

． o

a
 

・・・・・・は
A
…
・
・
・
財
の
生
産
係
葛

p
 

胃、
aA
-OXi

4
7
は
生
産
財
の
憤
格
は
そ
の
債
値
限
界
生
産
力
に
等
し
く
、

一
方
に
於
て
既
述
の
如
く
生
産
財
の
需
要
函
敷
及
び
生
産
物

示
す
Q

方
程
式
4
7
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
壺
し
、
そ
れ
は

＇̀‘ ?J
 

の
供
給
函
数
の
陰
約
型
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、

他
方
に
於
て
限
界
生
産
力
説
の
第
一
命
題
帥
ち
生
産
財
の
憤
格
は
そ
の
限

り

界
生
産
力
に
よ
り
て
定
ま
る
、
或
は
雨
者
は
相
等
し
い
こ
さ
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。

固
人
的
供
給
者
に
あ
り
て
は
そ
れ
を
所
典
一
定
さ
し
て
、

4
 

常
に
式
4
7
の
闘
係
は
保
た
れ
る
。
ぞ
れ
を
み
た
す
さ
こ
ろ
の
生
産
量
を

X
i、
生
産
財
の
数
量
を
辺g
•

…
•
と
す
を
他

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

第

九

巻

二

七

九

第

二

琥

六
五

方
、
完
全
競
争
に
於
け
る
均
衡
に
於
て
は
債
格
、
平
均
生
産
費
限
界
生
産
費
の
三
者
は
均
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ

2) 

3) 

4) 

紙
に
述
べ
し
如
く
、

債
格
が
如
何
に
雙
動
に
す
る
に
せ
よ
、

式
4
8
は
限
界
生
産
費
は
生
産
物
債
格
に
等
し
い
、

こ
さ
を

Walras, L.紐 ments,1926, p. 375 
Stackelberg, Grundlagen, S. 109. 

V-.lras，紐ments,p. 375. 
Walras, op. cit., p. 375. 
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P
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P
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=
=
P
b
,
 

o
X
i
 

P
x

盟

夫
故
に
、

4
8
 

4
7
 

式



P
x
o{,==i'Pao
l
+
p
忌
＋

こ
れ
に
式
50
の
値
を
代
入
す
る
さ

を
得
る
。
他
方
、
式
47
の
各
々
に

4
g…
…
を
夫
々
乗
じ
て
練
計
す
れ
ば
、
次
式
さ
な
る
。

P
x
 (d., 

~
＋
平
琴
＋
…
…
）

1
1
P翠＋
塁
＋
…
…
…
…

F
(
d
.
,

,

f
l
,

•
•…
●)
1
1已F
、

4
+
(
3
F
、

P
+

J

れ
を
整
理
す
れ
ば

N
i
K
C
X
D

ー

(
r
J
.
.
F

'r
l
+
[
9
F

'J
3
+
；
…

•
)
K
(
X
D
1
1
0

式
4
9の
各
式
に
夫
i
4
8
•

…
•
•
を
乗
じ
て
、
総
計
す
る
フ
こ
、

N
i
p
bー

F/3
'
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・・・・）

K(Xi)•° 

X
i
Pa
'ー

Fol
｀ヽ
（茫
P
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K

 (X
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を
極
小
に
す
る
。
従
っ
て
、

供
給
に
閥
す
る
考
察
一
束

塁
＋

P
b

{
3
+
•
…
•
•

K
C
X
1
)
 

Ni

ー

F
(
o
l
,
{3
…
・
:
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の
後
二
者
の
均
等
は
、
平
均
生
産
費
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供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

生
産
力
説
は
全
う
な
い
こ
さ
に
な
る
。

，
 

力
説
の
第
二
命
題
で
あ
る
。

って、

プ

“心,、イ
｀

第
．九

巻

ニ
八＇ 

第

二

隷

六
七

若
干
の
補
説
を
加
へ
て
置
か
う
。
前
記
第
一
命
題
は
、

こ
さ
を
必
要
ご
す
る
。
こ
れ
は
否
む
こ
さ
は
出
来
な
い
。
然
る
に
も
拘
は
ら
す
、

緯
L

可
髪
的
で
は
な
い
。
こ
の
事
賓
は
限
界
生
産
力
説
の
基
本
的
前
提
即
ち
微
分
的
補
償
闘
係
又
は
愛
分
の
原
理

(
Prin
,

、

c
i
p
l
~
o
f
 variation)

に
も
さ
る
も
の
で
あ
る
。

。

あ
ら
う
。
併
し
な
が
ら
、
雙
分
の
原
理
が
生
産
財
の
組
合
せ
に
適
用
出
来
な
い
か
否
か
は
、

生
産
的
組
合
せ
を
如
何
な
る

限
界
生
産
力
説
の
第
一
命
題
は
成
立
し
難
い
竺
云
ひ
得
る
で

現
賓
に
於
て
は
生
産
係
数
は
必
す
し
も

練
て
の
生
産
財
の
間
に
互
に
微
分
的
補
償
の
闘
係
が
成
立
す
る

ワ
ラ
ス
に
よ
れ
ば
、
限
界
生
産
力
説
の
根
本
命
題
と
し
て
―
―
―
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
は
自
由
競
争
の
下
に
於
て
は
生
産
費
は
極
小
に
な
さ
れ

る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
私
の
さ
き
に
あ
げ
た
第
一
命
題
、
第
三
は
私
の
第
二
命
題
で
あ
る
。
尤
も
、
ワ
ラ
ス
網
浣
學
要
義
の
決

の

定
判
に
は
こ
の
第
三
命
題
は
削
除
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

惟
ふ
に
、
ワ
ラ
ス
の
第
一
命
題
は
特
に
限
界
生
産
力
説
の
も
の
で
は
な
い
。
自
由
競
争
に
せ
よ
獨
占
に
せ
よ
、
繹
演
原
則
の
支
配
す
る
限

り
あ
て
は
ま
る
事
柄
で
あ
る
。
従
っ
て
、
限
界
生
産
力
詫
の
第
一
命
題
と
稲
す
べ
き
も
の
で
な
い
。
そ
の
根
本
命
題
は
私
の
あ
げ
た
二
で

あ
る
べ
き
で
あ
る
と
信
ず
る
。

＇

限
界
生
産
力
説
は
、
，
前
記
第
一
第
二
雨
題
を
そ
の
主
張
内
容
さ
す
る
。

そ
の
何
れ
を
欠
く
さ
も
分
配
命
'
Y
J

し
て
の
限
界

を
得
る
。

51
式
の
右
邊
は
継
生
産
費
、
左
邊
は
線
賣
上
額
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
式
47
に
よ
り
て
｀

生
産
財
に
そ
の
債
値
生

産
的
貢
献
に
等
し
く
支
彿
ふ
な
ら
ば
、
生
産
物
練
憤
額
は
過
不
足
な
<
分
配
せ
ら
れ
る
こ
ご
を
示
す
咬
こ
れ
は
限
昇
生
産

5) 

6) 

ヽ
ノ
）

7

8

 

Stackelberg, op. cit., S. 111. 
Schneider, E. Bemerkungen zu_r Grenzproduktivitatstheorie, Zeits-
chrift fur Nationalokonomie, Bd. 4, 1933, S. 615. 
Walras, Elements, 1900, 但し， H.Grenzproduktivitatstheorie Zeits-
chrift fur Schultz, Marginal ・productivity and General pricing 
process, Journal of political economy, Vol. 37, 1929, p. 514. 
Walras，紐ments,1926, p. 375. -
Hicks, J. R. Marginal productivity and the principle of variation, 
Economica, Vol.12, 19~2, p.80. 
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鼻

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

も
の
さ
見
る
か
に
か
＼
る
。
若
し
、
生
産
方
法
セ
固
定
的
の
も
の
さ
見
る
限
り
、
吾
々
の
既
に
詳
論
し
た
る
如
く
、
生
産

的
組
合
せ
は
愛
分
の
原
理
の
適
用
を
許
さ
な
い
。

る
さ
こ
ろ
の
若
干
の
生
産
財
に
闘
し
て
で
あ
る
。

の
前
半
氾
あ
る
。
而
し
て
こ
の
非
難
ば
避
け
る
こ

t
は
出
来
な
い
で
あ
ら
う
。

併
し
な
が
ら
、
練
て
の
場
合
に
就
い
て
愛
分
の
原
理
が
適
用
出
来
ぬ
さ
は
論
じ
難
い
。
-
生
産
方
法
の
郎
座
に
而
し
て
何

等
の
損
害
な
し
に
愛
化
し
得
る
場
合
に
は
、
生
産
係
数
の
固
定
的
な
る
も
の
は
一
も
な
い
。に

大
い
な
る
誤
謬
は
な
い
。
従
っ

は
可
雙
的
で
あ
り
、
沃
然
も
、
互
に
微
分
的
補
償
の
闘
係
に
結
ば
れ
て
ゐ
る
さ
見
る
こ
ご

て
、
こ
の
場
合
に
も
尚
愛
分
の
原
理
の
適
用
せ
ら
れ
す
、
夫
故
に
、
第
一
命
題
は
成
立
せ
す
さ
云
ふ
こ
さ
は
出
来
な
い
筈

で
あ
る
。
な
る
ほ
ざ
、
生
産
的
組
合
せ
を
示
す
弓
J

ろ
の
生
産
函
数
は
唯
一
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
さ
は
、
髪
分
の
原
理
の
適
用
さ
へ
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、

第
一
命
題
の
成
立
を
奄
も
妨
げ
な
い
。
尚
、
第
一
命
題
は
生

2
 

産
函
敷
の
一
次
の
同
次
性
に
よ
っ
て
の
み
成
立
す
る
さ
主
張
す
る
も
の
が
あ
る
。
併
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
正
嘗
な
る
論
證
．

の
結
果
さ
は
恩
は
れ
ぬ
。
生
産
函
敷
が
一
次
の
同
次
性
を
も
つ
さ
否
さ
に
闘
せ
す
、
愛
分
の
原
理
さ
へ
適
用
せ
ら
れ
る
な

3
 

ら
ば
、
第
一
命
題
は
必
す
成
立
す
る
。
吾
た
の
既
に
論
證
し
た
通
り
で
あ
る
。

次
に
、
第
二
命
題
に
闘
し
て
説
明
す
る
。

第
二
命
題
即
ち
方
程
式
引
の
成
立
す
る
に
は
、
方
程
式
印
が
成
立
せ
ね
ば
な

線
て
の
生
産
財
に
闘
し
て
妥
賞
し
得
ぬ
こ
さ
は
云
ふ
を
侯
た
ぬ
。

ヽ

併
し
な
が
ら
、
そ
の

従
っ
て
、
第
一
命
題
は
直
に
は
成
立
し
得
ぬ
。
こ
の
黙
は
。
ハ
レ
ト
批
難

線
て
の
生
産
財
の
生
産
係
敷

l

そ
れ
の
妥
営
し
得
る
の
は
互
に
補
償
の
闘
係
に
結
ば
れ

'9) 

夫
故
に
、

そ
の
場
合
に
は
限
界
生
産
力
説
の
第
一
命
題
は
、
必
す
し
も

Valk, W. L. The Principles of wages, 1928, Chap. VII. 

Pareto, Cours謡 conomiepolitique, Tome. II, p. 82ー83.
Pareto, Economie Mathematique, Encyclopedie des Sciences Mathe-

matiques, Tome I, p. 639. 

~0) Hicks, Marginal productivity, p. 81. 
11) Pareto, Cours, p. 83. 

12) Schultz, H.. Marginal productivity, p. 515. 

,13) Wicksell, K. Lectures on political Economy! Vol I, 1934, p. 130. 
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債
格
の
そ
こ
に
定
め
ら
る
ぺ

X
値
で
あ
る
。
然
る
に
、
式
5
0
の
示
す
さ
こ
ろ
は
何
で
あ
る
か
。

‘,' 
4
 

従
つ
て
、
第

ー

）
に
闘
す
る
オ
イ
レ
ル
の
定
理
．（E
u
l
e
r
's
T
h
e
o
r
e
m
)
で
あ
る
。

(
h
o
m
o
g
e
m
o
u
s
 f
u
n
c
t
i
o
n
 
o
f
 l
 

st 
o
r
d
e
r
 

二
命
題
成
立
の
論
理
的
次
序
は
か
う
な
る
。
先
づ
、
第
一
命
題
が
成
立
し
、
次
に
、
均
衝
憤
格
の
條
件
が
成
立
す
る
。
そ

れ
が
成
立
す
れ
ば
必
然
に
方
程
式
5
0
帥
ち
オ
イ
レ
ル
の
定
理
が
成
立
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
て
式
5
1
帥
ち
第
二
命
題
が
成
立

す
る
こ
さ
に
な
る
。

證
せ
ん
さ
な

nれ
る
。

然
る
に
、
論
者
に
よ
り
て
は
、
先
づ
、
生
産
函
敷
に
闘
し
て
一
次
の
同
次
性
を
論
證
し
て
、
然
る
後
に
、
第
二
命
題
を
論

か
く
の
如
ぎ
試
み
は
ウ
ィ
ッ
ク
ス
テ
イ
ド
に
よ
り
て
な
さ
れ
て
ゐ
る
。

耀
も
亦

m
倍
せ
ら
れ
る
こ
さ
で
あ
る
。
然
も
こ
れ
は
同
型
の
続
螢
箪
位
を

m
個
持
つ
場
合
に
生
A

す
る
事
柄
で
は
な
い
。

の
経
螢
箪
位
に
就
い
て
生
南
財
の
輩
を

m
倍
す
る
こ
さ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
、

従
っ
て
、

供
給
に
闘
す
る
考
察
一
束

次
の
同
次
性
和
有
つ
こ
さ
の
経
齊
學
的
意
味
は
何
で
あ
る
か
。

ら
ぬ
6

叉
こ
．れ
は
式
49
か
ら
導
出
苔
れ
る
6

第

九

巻

・・

ニ
八

第

二

琥

六
jし

撰
大
を
意
味
す
る
。

ぬ
。
そ
う
で
あ
る
限
り
、
生
産
物
の
前
籠
は

m
倍
で
は
な
い
。

は
一
次
の
同
次
函
数
で
は
な
い
。

．
従
っ
，て
、
そ
れ
セ
そ
の
必
要
條
件
さ
見
る
限
り
第
二
命
題
の
成
立
は
論
證
せ
ら
れ
難

い
。
こ
れ
は
正
に
。
ハ
レ
ー
ト
の
限
界
生
産
力
吟
に
辮
す
る
批
判
の
後
半
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
吾
々
の
既
に
見
て
来
忙
如
く
、
組
織
に
よ
ろ
節
約
の
法
則
が
支
配
せ
ね
ば
な
ら

m
倍
以
上
で
あ
ろ
筈
で
あ
る
。
さ
う
す
れ
ば
、
生
産
函
数

さ
う
す
る
こ
さ
は
生
産
規
模
の

そ
れ
は
線
て
の
生
産
財
を

m
倍
す
る
な
ら
ば
、
生
産
物
敷

然
る
に
、
生
産
函
数
が

そ
れ
は
一
次
の
同
次
函
敷

方
程
式
49
は
、
平
均
生
南
費
極
小
の
條
件
で
あ
り
、
そ
の
生
産
費
は
、
均
術

14) Goursat, Edouard. Cours• d'Analy'se mathemat'ique, Tome I. 1927,. 
pp. 60-o4. 

15) Wicksell, Lectures, Vol. I, p. 130. 

16) WiGksteed, P. H. The Co-ordination of the laws of distribution,. 

reprinte of University of London,1932, p. 15. 

17) Pareto, Cours, Tome II, pp. 83ー84.
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凰
X

正
に
等
琥
の
成
立
す
る
貼
で
あ
る
。
従
っ
て
、
か
う
な
る
。
生
産
函

そ
れ
を
下
限
さ
す
る

5
J
ろ
の
よ
り
大
な
る
範
園
に
於
て
は
費
用
選
増
の
法
則
炉
支
配

す
る
こ
さ
を
見
て
来
忙
。
こ
の
こ
さ
は
、
生
産
函
数
に
就
い
て
夫
々
次
の
闘
係
の
成
立
す
る
こ
さ
を
意
味
す
る
。

而
し
て
、
均
衡
債
格
の
條
件
の
み
た
さ
れ
る
の
は
、

数
は
線
て
の
生
産
数
耀
に
就
い
て
一
次
の
同
次
性
を
持
た
な
い
。

満
亡
さ
れ
る
。
夫
故
に
、
第
二
命
題
の
成
立
が
論
證
せ
ら
れ
る
こ
さ
に
な
る
。

限
に
於
て
費
用
は
極
小
さ
な
り
、

吾
た
は
第
二
種
生
産
費
函
数
に
就
い
て
、

均
生
廂
費
に
於
て
は
、
少
く
さ
も
、

併
し
な
が
ら
、
均
衡
の
條
件
は
そ
れ
を
持
つ
黙
に
於
て

小
な
る
敷
輩
範
園
に
於
て
は
費
用
選
減
の
法
則
が
支
配
し
、

一
次
の
同
次
性
が
満
た
さ
れ
る
こ
さ
が
證
明
出
来
る
。

蓋
し
、
経
清
的
甫
賓
に
於
て
は
、

供
給
に
閥
す
る
考
察
一
束

均
衡
に
於
て
は
債
格
は
極
小
な
る
第
二
稲
平
均
生
産
費
に
等
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
°

，こ
の
條
件
を
満
た
す
さ
こ
ろ
の
平

一
次
の
同
次
性
は
成
立
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
範
園
の
上

併
し
な
が
ら
、
完
全
競
争
の
下
に
あ
る

第

九

巻

惟
ふ
に
、
第
二
命
題
を
論
證
す
る
た
め
に
、
生
廂
函
敷
の
同
次
性
を
論
證
し
て
か
＼
る
こ
さ
は
、

ニ
八
四

不
可
能
に
属
す
る
。

第
1

一
琥

七

0

18) Schneider, Bemerkungen, SS. 612ー615.

Wicksell, Lectures'pp. 128ー 129.
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